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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それを思いついたのは椥なぎ辻つじ可か香がだった。

　内容は誰だれもがなるほどと頷うなずくもので、むしろ当然という指し摘てきで、だから、とくに椥辻がよく考えていたわけでもなく、素す晴ばらしく柔じゆう軟なんな発想をしたというわけでもなかったのだが、この限界状じよう況きようでそれを思いつけたのは褒ほめられていいのかもしれない。

　椥辻が思いついた窮きゆう余よの策とは。あるいは起死回生の一手とは。




　　　２




　巨きよ大だいな肉のローラーが、猛もう烈れつな速度で回転している。ごりごりとアスファルトを削けずり、粉ふん塵じんを巻き上げながら、大おお泊どまり少しよう佐さの率いる特選隊が立て籠こもっている旧練ねり馬ま区役所へ迫せまっていた。

　それを阻そ止ししているのは墨すみ染ぞめの退廃的防御天蓋デカダンスドーム、タイプ蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズである。彼女の魔マ技ギがかろうじて肉のローラーの接近を阻はばんでいるが、いつまで保もつかはわからない。肉のローラーは、それほど巨大で圧あつ倒とう的な質量を誇ほこっていた。

　もしも墨染の魔マ技ギが突とつ破ぱされるようなことがあれば、立て籠もっている討とう魔ま士したちは、肉にく片へんどころか肉も骨も粉こな微み塵じんに圧あつ壊かい、粉ふん砕さいされ、粉砕された建物の粉塵と共に空中高く巻き上げられ、痕こん跡せきすらこの世界から消しよう滅めつするだろう。それを阻止しようとして討魔士たちは全力で魔マ技ギを撃うっているのだが、肉のローラーが巨大すぎて、未いまだ効果的なダメージを与あたえられないでいる。頼たのみの綱つなだった向こう山やま春日かすがの魔ア技シ補ス助トでさえ、何な故ぜかその効力を十全に発揮できないでいた。だからこそ椥辻は、結果的に大泊以下、特選隊の面々を救う救世主となったのだった。

　では彼女が、彼女だけがそれを思いついたのは何故なのか。

　その理由は、魔ま妖ようとの戦せん闘とうが始まる前に椥辻が、

「向山春日は墨染の魔マ技ギを補助しているから右手が塞ふさがっていて、左手しか空いていない。だから魔ア技シ補ス助トを受けて攻こう撃げきできるのは一人だけ」

　ということを指摘していたからだった。

　それを指摘したあと、椥辻は少し引っかかりを感じていた。

（向山春日、両手両足を使えば四人まで補助できるようなこと言ってなかったっけ？）

　差し迫せまった危機に気もそぞろだから、いつ彼がそれを言ったのか、そもそも本当にそんなことを言ったのかまでは思い出せない。けれど、自分が触ふれている討魔士の魔マ技ギを魔ア技シ補ス助トできるのなら。

（逆でも可能なんじゃないですかねぇ？）

　椥辻がそんな発想を得るのはそれほど難しくはなかった。

　何しろ椥辻は腐ふ女じよ子しである。ふだんから好きな（男子）キャラを攻せめさせたり受けさせたりしているのだ。世の中の主流派が、このキャラは攻め、こっちのキャラは受けとしていても、天あまの邪じや鬼くな彼女は攻こう守しゆを逆転させて同人漫まん画がを描かいたりしている。椥辻にとって、立ち位置や役割を逆転させるのはお手の物だったのだ。それが役に立った。

　向山は魔ア技シ補ス助トを使える。彼が淀よど屋や橋ばし小隊の誰かに触れれば、触れられた者の魔ま力りよく量が飛ひ躍やく的に増し、結果、魔マ技ギの威い力りよくも飛躍的に増す。その事実は、椥辻の脳内で「向山攻め、自分たち受け」という図式に変へん換かんされた。それを「向山受け、自分たち攻め」に逆転したいというのが椥辻の本能的な欲よつ求きゆうだったのかもしれない。

　逆転したらどうなるか。

（わたしたちのほうから向山春日に触さわればいいんじゃないですかねぇ？　向山春日の体のあんなところやこんなところを。あまつさえそんなところも。ぐへへへへ）

　内心で下げ衆すな笑い声を上げながら、椥辻は自分の発想を点検する。

（わたしたちのほうから触っても、魔ア技シ補ス助トは働くんじゃないですかねぇ？　だって向山春日に触れていればいいわけですからねぇ？　べつに向山春日から触りに来なくてもいいのではないですかねぇ？　触れてさえいれば、どちらから触りに行こうが関係ないんじゃないですかねぇ？　それなら、春日の右手が墨染一士と繫つながっていても、左手が、例えば烏丸からすま曹そう長ちように触れていても、わたしや朱と鷺き瑚こさんや太秦うずまさ曹長が向山春日の体に触れば、五人が同時に魔ア技シ補ス助トを受けられるんじゃないですかねぇ？）

　素晴らしい思いつきに思えた。淀屋橋小隊の五人が同時に魔ア技シ補ス助トを受けられるなら、あの巨大な肉のローラーを止めることが可能になるかもしれない。何より自分たちから進んで向山の体に触れるのが最高だ。こんなギリギリの状況だ、いちいち場所を選んでいる暇ひまはない。焦あせって手を伸のばして向山のあんな箇か所しよに手を置いてしまっても、それはちょっとした事故に過ぎない。そう思うと、椥辻は自分の思いつきを実行に移したくて堪たまらなくなる。

　椥辻はモニターから顔を上げ、大泊に向かって右手を上げた。

「大泊少佐ぁ！　一つ思いついたことがあるのですがぁ」

「なんだ、腐くさったちゃん!?」

　雷神の避雷針サンダーボルトフイーバーを肉のローラーに降らせながら、大泊が不ふ機き嫌げんな声で応じてきた。

「いま忙いそがしいんだが？　くだらない話ならあとにしてくれないかな」

「くだらなくはありませぇん」

　液体窒素槍ニトロジエノンを撃ちながら、烏丸が叫さけんだ。

「おまえがくだらなくない話をした記き憶おくがないんだけど！」

「うぅぅぅ、烏丸曹長が酷ひどすぎますよおぉ」

　彼女だけでなく、大泊の周囲で肉のローラーを攻撃している淀屋橋と太秦も蔑さげすんだ目を向けてきたので、椥辻は泣きそうになる。

「わたしの心は烏丸曹長の液体窒素槍ニトロジエノンで撃たれたみたいに凍こおりつきそうですよぉ」

「いいからカガちゃん、本題に入って！」

　淀屋橋に催さい促そくされ、椥辻は思わず姿勢を正した。

「あ、えぇとですね、淀屋橋小隊の五人全員が同時に向山春日から魔ア技シ補ス助トを受ける方法を思いついたんですよう」

「はい？」

　椥辻の思わぬ言葉に、淀屋橋は思わず攻撃の手を止めて振ふり返ってしまう。彼女が飛ばした吸魔大輪ラブラフレシアが、明後日あさつての方向に飛んでいって消えた。

「ちょ！　朱鷺瑚さん、集中して！」

　太秦が叫び、淀屋橋は慌あわてて顔を戻もどす。改めて肉のローラーを睨にらみながら、淀屋橋は背中の側にいる椥辻に向かって叫んだ。

「どういうことなの、カガちゃん!?」

　淀屋橋が訊きき返すと、太秦が重ねて叫んだ。

「向山の両足も使おうって言うの!?　でも、今からじゃ体勢を変えるのは無理な話よ！」

「じゃなくって、べつに向山から触らなくてもいいんじゃないかって思ったんですよう」

「あ、はい？」

「はぁ？」

「なに言ってんだ、こいつ？」

　淀屋橋、太秦、烏丸が胡う乱ろんな目を背後に向けた。その一いつ瞬しゆん、三人の魔マ技ギ攻撃が停止する。

「こら。三人とも目の前の敵から目を離はなすんじゃない！」

「あ、すみません」

　大泊の𠮟しつ咤たに、三人は慌てて顔を戻し、魔マ技ギによる攻撃を再開させる。肉のローラーがじりっと前進したような気がする。

「墨染、気張れ！」

　烏丸が叫び。

「わたしは気張っている。烏丸曹長こそ気を抜ぬかないでいただきたい」

「う。すまねえ。けど、あの腐ったバカが変なこと言うから……」

　という烏丸の言葉を、墨染がいつもと変わらぬ口調で遮さえぎった。

「いや、バカではないかもしれない。もしかすると、この危機的状況を乗り切る切り札になるかもしれない」

　アスファルトを削る肉のローラーの回転音がやかましいから聞き取りにくかったが、たしかにいま、墨染は椥辻の言葉を肯こう定ていした。烏丸はそのことに驚おどろいてしまう。思わず顔を横に向けそうになるのを我が慢まんし、声に非難の色を込こめて叫んだ。

「はぁ？　お前まで何を言い出すの!?」

「つまり椥辻士長は、向山から触らなくても、わたしたちから触っても同じように魔ア技シ補ス助トの効果を得られるのではないかと言っているのだと思う」

「おいおい、そんなバカなことが……」

　烏丸は墨染の考えを一いつ笑しように付すが、その瞬しゆん間かん、淀屋橋と太秦が同時に叫んだ。

「あ！」

　ちらっと隣となりを見ると、二人とも驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめている。

「え？　マジで!?　マジでそんなことが可能なの!?」

　横から大泊が訊いてきた。

「どうなの、淀ちゃん!?」

「あ、はい、その方法は考えたことがありませんでしたが、向山二士の魔ア技シ補ス助トが、触れた討魔士の魔力を増大させるという能力であるなら、こちらから触っても効果は同じだという主張には頷けるものがあるかと」

「回りくどいな」

「すみません」

「要するに、その方法なら君たち全員が魔ア技シ補ス助トを受けられるかもしれないんだね？」

「やってみないとなんとも言えませんが、その可能性はあると思います」

「よし、やれ」

「えっと、はい？」

「いま触られてないのは淀ちゃんと烏丸ちゃんだな」

「あ、はい」

「ついでに腐ったちゃんも参加しろ」

「お任せくださいですよぉ」

　モニターの前を離れた椥辻は、スキップするような足取りで進み出てきた。

「わたしが許す、いや命じる。向山ちゃんに触れ。触って魔ア技シ補ス助トを受けて肉ローラーを攻撃しろ」

「了りよう解かいですよぉ」

　即そく座ざに椥辻が手を伸ばした。向山の腰こしの辺りに向かって。いや、もう少し下だ。

「あ、こいつ、なんて早はや業わざ！」

　液体窒素槍ニトロジエノンを撃ちながら向山の隣に移動してきた烏丸が呆あきれた声を上げた。

　そして椥辻の手が触れた。向山の股こ間かんの盛り上がりに。

「来た来た、来たぁ！」

　魔力の増大を感じて、椥辻が歓かん喜きの声を上げる。

「椥辻さん、あんまり強く触ったらダメです。そこは優やさしく」

　椥辻の手が自分の股間を触っているというのに、向山は逃にげようとしない。むしろ腰を突つき出し加減にして椥辻が触りやすくしているようにすら思える。

「ヘンタイ同士が、この大ピンチに何やってやがる！」

　げし。

　烏丸が椥辻の腰を蹴けった。それで椥辻の手が向山の股間から離れてしまう。

「ちょ！　なんてことするんですかぁ！　いま春日の股間の盛り上がりを触ったおかげでわたしの魔力も盛り上がってきたのにぃ」

　がし！

　淀屋橋が両手で椥辻の頭部を挟はさむように摑つかんだ。

「それは向山君の股間を触ったおかげではないわよね？　べつに触るのは股間でなくてもいいわよね？」

「え？　でも、きっと、股間のほうが魔ア技シ補ス助トの効果が大きいと思うんですよう。朱鷺瑚さんも一いつ緒しよに触りませんかぁ？」

　ぎりぎりぎり。

「痛いたたたた」

　淀屋橋が両手で椥辻の頭部を締しめ上げる。

「意味がわからないんですけど、カガちゃん」

　ぎりぎりぎり。

「痛い痛い痛い、割れる割れる割れる」

「向山君も調子に乗っていると、その股間の盛り上がりが二度と盛り上がらないように、ナニをへし折りますけど？」

「ごごご、ごめんなさい」

　向山は慌てて腰を引いた。

　その隣で墨染が呟つぶやく。

「椥辻士長に股間を触さわられて喜んでいる向山と手を繫いでいると、自分もヘンタイに染まっていくような気になる」

「墨染さん、それは言い過ぎですっ」

　向山は右手に力を込めて、ぐいっと墨染を引っ張った。

「あ、そんなに強く引っ張らない、で」

　よろけた墨染が向山の体にぶつかった。

「てめえら、何いちゃついてるんだ、この非常時にっ！」

　烏丸が盛せい大だいに罵ののしってきたが、それは単に非常時だからというわけではなさそうだ。

「烏丸曹長、焼き餅もちを焼かないでいただきたい」

　ぶつかったまま自分の体を向山の体に預けている墨染がそう言うと。

「ややや、焼き餅とか、意味不明なんだけどっっ！」

「餅を焼いていないで、烏丸曹長も早く向山を触ればいい。それで魔ま力りよくがどん！　二倍、否いな、三倍！」

「おおお、そ、そうか、そうだな」

　烏丸が恐おそる恐ると言った体ていで左手を伸のばす。

「股間に触ると向山が喜ぶから、魔ア技シ補ス助トの威い力りよくは四倍、五倍に」

「まぁぁ、セッちゃん、そんなことしたら、あなたの胸を引きちぎりますけど？」

　すぐ横で淀屋橋が目を吊つり上げるのを見て、烏丸は差し出した掌てのひらの進行方向を変える。腰の辺りから背中のほうへ。

「どうでもいいけど、早くしてくれないかな」

　焦じれた大泊が前後左右に体を揺ゆすりながらせっついてきた。

「いま肉ローラーを攻こう撃げきしてるの、わたしと太秦ちゃんだけなんだけど？　早く魔ア技シ補ス助トを受けて戻ってきてくれないかな、淀ちゃん、烏丸ちゃん。あと腐ったちゃん。でないと、無事生せい還かんの暁あかつきには、君たちみんなで全ぜん裸らで盆ぼん踊おどりをする羽目になるけど？　もしくは全裸よさこいソーラン祭りの刑けいになるけど？」

　すかさず烏丸が左手を向山の背中に圧着させ。淀屋橋も彼の背中側に回って左手を背中に押し当て。右に墨染、左に太秦、背中側に淀屋橋と烏丸。自分の立ち位置が確保できないので、椥辻は仕方なく彼の前へと回り、えいとばかりに背中を彼の前面へ押しつけた。

（あ、これはこれでちょっとエロい感かん触しよくが。とくにお尻しりの辺りに春日の盛り上がりを感じられてグッドですよう）

　感触がグッドかどうかはさておき、淀屋橋も烏丸も、そして椥辻も、体内で魔力が膨ふくれ上がるのを感じた。

「いやだ、これ、カガちゃんの言うとおりだわ。どこを触っても、どちらから触っても、向山君に触ふれていさえすれば、魔ア技シ補ス助トの効果はちゃんと発揮されるのね。カガちゃんがこんな洞どう察さつ力を持っていたなんて、驚きだわね」

　感心の顔で淀屋橋がそう言った。

「朱鷺瑚さんが酷ひどすぎて、もう涙なみだも涸かれ果てましたよう」

「君たち、魔ア技シ補ス助トが効いたのなら早く攻撃してくれないかな。でないと、全裸盆踊りが全裸リオのサンバカーニバルにグレードアップするけど？」

「直ちに！」

　烏丸が眦まなじりを決して魔力を練り上がる。

「液体窒素槍ニトロジエノン、起動！」

　いきなり三十本の液体窒素槍ニトロジエノンが宙に並んだ。

「まだ行けそう」

　さらに三十本が出現し。

「発射シユート！」

　合計で六十本もの液体窒素槍ニトロジエノンが五月雨さみだれ式に発射され、窓から飛びだしていった。

「す、凄すごいわね、烏丸」

　先ほどから向山の魔ア技シ補ス助トで超高熱炎弾リトルサンフラワーを撃うち続けている太秦が、目を見開いて驚愕を露あらわにした。すると椥辻も感かん嘆たんの声を上げた。

「お～～、さすがに向山の魔ア技シ補ス助ト、並じゃありませんねぇ。じゃ、わたしも行くとするですよう」

　向山に背中を預けたまま、椥辻は体内で膨れ上がった魔力を解放する。

「お出いでませ、我が愛いとしの黒くろ猫ねこたちよ」

　たちまち椥辻の周囲の床ゆかが黒猫の群れで埋うめ尽つくされた。

「ちょっと、あなた、それ！」

　またもや太秦が驚愕に顔を歪め、墨染も驚きの表情で床を見下ろした。

「あん？　どうした？」

「どうかした、ザミちゃん？」

　向山の背後から烏丸と淀屋橋が背せ伸のびするように顔を覗のぞかせると。

「マジかっっ!?」

「凄いわっ！」

　二人も太秦に負けない驚おどろきの表情を浮うかべる。それもそのはず、湧わいて出た黒猫は、いつものサイズではなかったのだ。同じ猫科でも、それはもう黒猫というより黒くろ豹ひよう。そんな特大サイズの黒猫が床を埋め尽くしているのだから、いつもの黒猫を見慣れている淀屋橋たちが驚いたのも無理はない。

「おい、どうなってるんだ？　あたしの液体窒素槍ニトロジエノン、たしかに本数は多いけど、サイズはノーマルだぞ。どうしてあいつの黒猫はサイズアップしてるんだ!?」

　烏丸が怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねる。

「猫ネコ大行進プシキヤツトマーチング！」

　椥辻のかけ声で、床を埋め尽くしていた特大サイズの黒猫が窓から飛びだしていった。六十から七十はいるだろうか。

　窓から躍おどり出た巨きよ大だいな黒猫の群れが肉のローラーに降り注いだ。その半数近くは回転するローラーに弾はじき飛ばされたが、半数ほどが爪つめを立ててしがみついた。さらにその半数がローラーの回転に巻き込まれ擂すり潰つぶされて消しよう滅めつしたが、残りは回転に逆らい、飛び跳はねるようにして鋭するどい爪を振ふるっている。

　いつものサイズなら、その数ではＳ級に歯が立たない。けれど今の黒猫は特大だ。黒猫の爪は巨大な肉のローラーを刮こそげ落とす威力があった。

「おいおい、どうしちゃったんだよ、椥辻の奴やつ」

　呆れるような声で呟いた烏丸だが。

「あ、まさか」

　あることに思い至った。

「朱鷺瑚さん、朱鷺瑚さん」

「あ、そうね、わたしの番よね」

「そうじゃなくて。いや、そうなんだけど」

「は？　何が言いたいの、セッちゃん？」

「説明してる暇ひまはないから、いきなり実地テスト」

　いったん向山の背中から手を離はなした烏丸は、淀屋橋の背中に回って彼女を押した。

「ちょ、何をする気なの、セッちゃん」

「いいから言うとおりにして」

「いえ、言うとおりって、セッちゃん、何も言ってませんけど？」

「じゃあ、されるままにして」

「だから何をする気なのかと」

「えい」

　烏丸は淀屋橋の背中に体当たりするようにして彼女を前に押し出した。当然、そこには向山が立っている。淀屋橋は衝しよう突とつを避さけようと背中に置いている右手を突っ張るが、何しろ後ろから烏丸がぐいぐいと押してくる。それに魔ア技シ補ス助トを受けるためには向山を押し退のけてしまうわけにもいかない。後ろから押してくる烏丸に抗こうしきれず、淀屋橋の巨大な胸が向山の背中に密着した。

「あれ、この感触」

　向山が嬉うれしそうな声を上げる。

「え？　もしかして淀屋橋小隊長のおっぱいが僕の背中に当たってるんですか!?」

「ちょぉぉ～～、そういうことを大きな声で言わないで、向山君！」

　顔を赤らめた淀屋橋が向山を押し退けようかどうしようか迷っていると、後ろから烏丸が両りよう腕うでを回してきた。烏丸は、伸ばした両腕で淀屋橋ごと向山を抱だきかかえる。つまり、向山、淀屋橋、烏丸はサンドイッチ状態になって密着したことになる。向山と烏丸がパンで淀屋橋が具材だ。淀屋橋は前を向山、後ろを烏丸に押さえられ、前後からプレスされる恰かつ好こうになった。

「ちょっとセッちゃん、離さないとあとで酷いわよ!?」

「そうじゃなくて。ほら、朱鷺瑚さん、はやく魔マ技ギを！」
















「え？　いえ、でも」

「早くしないと、あたしらみんな全裸サンバカーニバルなんだけど」

「僕はそれでもいいかなぁ」

　などと向山が嬉しそうに言うので、淀屋橋は震ふるえ上がった。

「それはいやぁぁ」

　爆ばく発はつ的に膨れ上がる魔力を感じつつ、淀屋橋は魔マ技ギを発動する。

「吸魔大輪ラブラフレシア……いえ、これは」

　その魔力量が、淀屋橋本人にも信じられない。

「吸魔大輪ラブラフレシア……の乱らん舞ぶ♡」

　前方の空間に小さな吸きゆう魔まの花が咲さき乱れた。

「え？　種じゃなく、いきなり花が!?」

　太秦や墨染、椥辻が驚きに目を見開いた。

　いつもなら種を飛ばすから、種が魔妖に付着して吸魔の花の芽が出るまで時間がかかる。芽が出てから吸魔の花が咲くまでさらに時間がかかる。淀屋橋の魔マ技ギは威力こそ大きいが、この時間がかかるというのが最大の弱点と言える。ところが今は、小さくても花の状態で出現したから、これまでより大おお幅はばな時間短縮が図はかれることになるわけだ。

「やたっ！　読みが当たったっ！」

　背後から淀屋橋を抱きしめながら烏丸が嬉しそうに叫さけんだ。

「ほら、朱鷺瑚さん、早く花を飛ばして」

「あ、ええ」

　淀屋橋は自分の背中やお尻に烏丸の体の熱を感じつつ、胸やお腹なかや太ふと腿ももに向山の体の熱を感じつつ、幼よう花かを飛ばそうとした。

「吸魔大輪ラブラフレシア、散布♡」

　吸魔の幼花が一いつ斉せいに宙を舞まい、すぐそこでごりごりと回転している肉のローラーに向かって飛んだ。

　一度に六十発もの液体窒素槍ニトロジエノンを撃ち込まれ。

　巨大な黒猫の群れに肉を刮こそがれ。

　それまでにも太秦の超高熱炎弾リトルサンフラワーをさんざんに撃ち込まれ。

　魔ア技シ補ス助トこそ受けていないが、大泊の威い力りよくある「雷神の飛雷針サンダーボルトフイーバー」も無数に撃たれている。

　そこへ淀屋橋の吸魔大輪ラブラフレシアの幼花が降り注いだ。

　幼花はたちまち大きく毒々しい赤色の大輪を咲かせた。

　肉のローラーが震えた。何か叫んでいるようにも聞こえる。

　一人、前に出た大泊が──彼女だけが向山の魔ア技シ補ス助トを受けていない──叫んだ。

「効いてる!?　円えん筒とう部の右側と左側とで回転数がずれてきているぞ！」

　なるほど、たしかに円筒部が少し変形しているようにも見える。

「次々に行け。肉ローラーを休ませるな。撃って撃って撃ちまくれ！」

　自らも雷神の飛雷針サンダーボルトフイーバーを撃ちながら大泊が命じた。それまで攻こう撃げきを受けつけなかった肉のローラーが変調を来きたしているという事実が、烏丸たちの心に希望の火を点ともす。

「おら──っ、液体窒素槍ニトロジエノン──っ！」

「超高熱炎弾リトルサンフラワー！」

「猫ネコ大行進プシキヤツトマーチング！」

「吸魔大輪ラブラフレシア！」

　烏丸、太秦、椥辻、淀屋橋が息つく間もなく魔マ技ギを発動し、肉のローラーへ向けて次々に放った。肉のローラーが震え、回転数が落ち。やがて、円筒部が溶とけるようにぐんにゃりと曲がった。

「もう一押しだ！」

　大泊の声に、烏丸は残りの魔ま力りよくを振り絞しぼって液体窒素槍ニトロジエノンを発動し、発射した。

　撃たれた六十本の槍やりは、すべて肉のローラーに命中した。

　歪ゆがんだローラーの回転が極きよく端たんに落ち、やがてゆっくりと停止した。

「今だ！　止とどめを刺さすぞ！」

　大泊の声に、椥辻は新たに喚よんだ八十匹ぴきほどの巨大な黒猫を走らせ。

　太秦は灼しやく熱ねつに輝かがやく六個の光球を飛ばし。

　淀屋橋は無数の吸魔大輪ラブラフレシアの幼花を散布した。

　ぴしり、と肉のローラーの凍とう結けつ部分に大きな亀き裂れつが走り。

　炎えん弾だんに灼やかれた箇か所しよが溶けて崩くずれ落ち。

　吸魔大輪ラブラフレシアに魔力を吸われて肉色の輝きを失い、くすんだ灰色に変わり。

　黒猫に削けずられてその巨きよ体たいを減らした。

　降り注ぐ雷らい撃げきがあちこちを焦こがし。

　ついに肉のローラーはその形を保てなくなり、ぐにゃりと崩れ落ちた。

「やった！」

　大泊が躍り上がった。眠ねむり姫ひめと言われる彼女にしては珍めずらしく全身に喜色を漲みなぎらせている。

「肉ローラーが壊こわれたぞ！」

「おっしゃ──っ！」

　烏丸は右手を向山の腰こしから離してガッツポーズを取り。

「やった……のね」

　太秦は大きく深呼吸をし。

「ひゃっは～～っ」

　向山にくっつけていた背中を離してその場でジャンプした椥辻は、くるりと回れ右して、今度は前向きに向山に抱きついた。

「やりましたよう、春日ぁぁ」

「ああ、ええ、よかったです、ね」

　背中には淀屋橋が張りついているし、今度は椥辻が胸むな元もとに前向きで密着してきた。今度は向山がおっぱいサンドイッチ状態だ。背中と胸元に押しつけられたおっぱいを感じながら、しかし向山は素す直なおに喜べなかった。

（最終的には五人がかりでなんとかしたけど、でも、あのくらいの魔妖なら一人、二人でなんとかなるはず……なんだけどな。どうして魔ア技シ補ス助トが効きにくかったのか）

「ちょっとセッちゃん、そろそろ解放してくれないかしら」

　もぞもぞと淀屋橋が動いたので、当たっている彼女のおっぱいが向山の背中を刺し激げきする。それで向山は我に返った。

「烏丸さん」

「なんだ？」

「グッジョブ！」

　彼は空いている右手の親指を背後にいる烏丸のほうに向けて立ててみせた。

「ああ、朱鷺瑚さんのおっぱいな。どうだ、凄すごいだろ？」

「こんな素敵な感かん触しよく、僕、生まれて初めてです。まぁ、以前の記き憶おくはないんですけど」

「ちょ、だから離してと言っているのに」

　淀屋橋が向山の背中と自分のお腹の間に腕うでをねじ込み、向山の背中をぐいぐい押したが。

「ああ、いいよ、そのまま、そのまま」

　大泊が淀屋橋の行こう為いを制してきた。

「まだ戦せん闘とうは終わっていないからね。肉ローラーは撃げき破はしたけど、まだＳ級がたくさん残ってる。しばらくそのままの体勢を保持してて」

「そんな！」

　淀屋橋が顔を歪めて悲鳴を上げ。

「了りよう解かいです、少しよう佐さ」

　烏丸は改めて両腕を回して、がっちりと向山の腰を摑つかんだ。

「了解であります、少佐」

　椥辻がぐいぐいと向山の体に自分の体を押しつけた。

「いや待て。おまえは向きが逆だろ。それじゃ魔妖を攻撃できないだろ」

　烏丸がツッコむと。

「大だい丈じよう夫ぶですよう。攻撃するときは首を回して確かく認にんしますからねぇ。この向きのほうが、魔ア技シ補ス助トがよく効く気がするんですよう」

「僕もそう思います、椥辻さん」

「春日との利害が一いつ致ちしましたよう」

「てめえ、いい加減なこと言ってんじゃねえ」

「いい加減じゃありませんよう。背中で春日とくっついてから、黒くろ猫ねこの威力が増し増しになりましたからねぇ。こうやっておっぱいでくっつけば、威力は増し増し増しですよう」

「じゃ、じゃあ、あたしも向山にくっつけば液体窒素槍ニトロジエノンの威力が増し増し増しに!?」

「間ま違ちがいありませんよう。わたしに文句を言う暇ひまがあったら、烏丸曹そう長ちようも春日にくっつけばいいんですよう」

「い、いいのか、向山？」

「僕は大だい歓かん迎げいですよ」

「よっしゃ……あぁぁ、ダメだ！」

　烏丸が絶望を顔に浮うかべて身み悶もだえる。

「朱鷺瑚さんの体が邪じや魔まで抱きつけない！」

　太秦がひんやりとした声でツッコんだ。

「あんた……バカでしょ」

　すると横から墨染が恨うらめしそうな、あるいは羨うらやましそうな声で割り込んできた。

「椥辻士長も烏丸曹長も、向山といちゃつくのは全部終わってからにしていただきたい。わたしはまだ必死に退廃的防御天蓋デカダンスドームタイプ蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズを保持しているのに。わたしも向山といちゃつきたい」

「よし、わかった、墨染ちゃん」

　窓から外を覗のぞいていた大泊が首だけを回して言った。

「これが終わったら向山春日といちゃつくのを許そう。好きなだけいちゃつくといいさ」

「やった」

「ってわけだから、みんな、残りのＳ級を攻撃するよ？　こっちのＳ級を撃破したら、他ほかの応おう援えんに行く。それまでは、いつでも向山春日の魔ア技シ補ス助トを受けられるように今の体勢を保持しておくように。いいね？」

「本気ですかっ!?」

　淀屋橋は悲鳴を上げるが。

「了解」

「了解です」

「了解っす」

　墨染、太秦、烏丸はあっさりと頷うなずいた。

「椥辻も了解です……あ、でもこれ、やっぱり戦いにくいですねぇ。移動するときも大変そうですしぃ」

「椥辻さん、やっぱり前を向いたほうがいいかもしれませんね」

　向山がそう言うと。

「う～ん、ちょっと残念だけどさっきみたいに背中でくっつく体勢に戻もどしますかねぇ」

「その代わり、僕が後ろから抱だき留めてあげますから」

「おぉ！　やった！　それ、いいかもですね～」

　いったん向山から離はなれた椥辻は、その場でもう一度回れ右すると、背中を向山に預けた。それで椥辻の背中が向山の胸やお腹に密着する。向山は両りよう腕うでを彼女の腋わきの下に差し入れて前方に伸のばすと、優やさしく椥辻の胸に置いた。

「ひょっ？　こっこれは漲って来たですよぉぉ！」

　すたすたと足早に戻ってきた大泊が、椥辻の脳天にチョップを打ち込んだ。

「あうちっっ」

「それはやり過ぎ。いちゃつくのは終わってからにしなさい」

「うぅぅ。おっぱい触さわってきたのは春日なのに。わたしは悪くないのに」

「文句言ってると、この場で全ぜん裸ら盆ぼん踊おどりの刑けいに処すけど？」

　椥辻は慌あわてて春日の手の甲こうを叩はたいた。

「春日！　春日、手を退どけて！」

「え～～？　僕はこのままがいいんですけど」

「このままだと、わたしが全裸盆踊りの刑になっちゃいますよう！」

「それもいいんじゃないでしょうか」

「よくないですよぉぉぉ！」

　半ば錯さく乱らんした椥辻が、思いきり向山の手の甲を抓つねった。

「あ痛つうっっ」

　思わず向山が椥辻の胸から手を離した。その隙すきに椥辻は体を離し、またまた回れ右して向山に背中を向けた。

「向山春日も、あとで触らせてあげるから今は我が慢まんしなさい。我慢して魔ア技シ補ス助トに専念しなさい。いいね？」

「りょ、了解しました、大泊少佐！　終わったあとを楽しみに魔ア技シ補ス助トに専念します」

「椥辻ちゃんだけじゃなく、淀屋橋ちゃんのも触らせてあげるから」

　淀屋橋が顔を歪めて悲鳴を上げる。

「噓うそっっっ!?　というか、勝手にそんなことを決めないでほしいのですけどっっ！」

　逆に向山は顔を輝かせた。

「マジですかっ!?　う～ん、滾たぎってきたぁ」

「ひぃぃ～～っっ」

　戦せん闘とう終しゆう了りよう後を想像した淀屋橋が、がたぶると震ふるえる。

（拒きよ否ひすれば、たぶん全裸サンバカーニバル。拒否しなければ向山君におっぱいを揉もまれてしまう。どうすればいいの!?）

　そんな淀屋橋の懊おう悩のうを余よ所そに、墨染までもが、

「あの、朱鷺瑚さんのに比べれば物足りないと思うけど、よければわたしのも、どうぞ」

　などと言い出した。

「そんなことありませんよ。墨染さんも、喜んで触らせてもらいますとも」

「うん、頑がん張ばって戦闘を終わらせよう」

「もちろんです」

　墨染と手を繫つないでいる向山が右手に力を込こめてきたので、墨染は顔を赤らめて俯うつむいた。

「くそ～～、あたしも！　あたしも向山といちゃつきたい！」

　淀屋橋と向山を抱きかかえたまま、烏丸が身悶える。

「あんた、見み栄えも外聞もなくなってきたわね」

　太秦が冷たい声でツッコむが。

「椥辻と墨染だけいい思いをさせて堪たまるか。あたしだって男といちゃつきたいの！」

「もう本音丸出しね」

「いいよいいよ、烏丸ちゃん。いくらでもいちゃついていいからさ、今は魔妖との戦闘に集中してよね」

「ありがとうございます、少佐！　烏丸刹せつ那な、死しに物もの狂ぐるいで戦います！」

「うん、頑張って」

　ひらひらと手を振ふると、大泊は真ま面じ目めな顔に戻って命じた。

「じゃ、淀屋橋小隊、窓まど際ぎわまで前進。墨染ちゃんの結界を破ろうと近づいてくるＳ級魔妖を全員で力を合わせて撃げき滅めつするんだよ」

　淀屋橋が半泣きの情けない顔で復唱した。

「淀屋橋小隊は窓際まで前進して、ケイちゃ……墨染一士の防御天蓋ドームを破ろうとするＳ級魔妖を全力で撃滅します」

　大泊は上じよう機き嫌げんで頷いた。

「よろしくね～」




　　　３




　肉のローラーを屠ほふってなお、淀屋橋小隊の五人には魔ま力りよくに余力があった。というより、向山の魔ア技シ補ス助トが魔力を補ほ塡てんしてくれたというほうが正しいだろうか。

　撃うっても魔力は尽つきず、魔マ技ギの威い力りよくは増し増しで、墨染の防御天蓋ドームを突とつ破ぱしようと接近してきたＳ級魔妖を、あっという間に全ぜん滅めつさせてしまった。

「自分で撃っといてなんだけど、マジか!?」

「なんか一気にレベルアップしたっていうか、クラスチェンジした、みたいな感じね」

　と太秦が言うと、即そく座ざに烏丸が応じた。

「あ～、わかるわ～。村人から魔ま王おうにクラスチェンジした感じ？」

「いえ？　そんなクラスチェンジはしないけど？」

「っていうか、それ、クラスチェンジじゃないですしねぇ」

　と椥辻が参戦してきた。

「でも、威力は確かにそのくらい増してましたけどねぇ。不思議なのは」

　そこで言葉を切った椥辻は、ゆっくりと首を巡めぐらせる。

「最初、向山春日の魔ア技シ補ス助トを得ていたにも拘かかわらず肉のローラーに魔マ技ギがあんまり効きませんでしたよねぇ？　あれ、どうしてですかねぇ」

「どうしてって」

　烏丸が怪け訝げんそうな顔で、淀屋橋と向山の肩かた越ごしに椥辻に目を向けようと首を伸ばしたが、大おお柄がらな淀屋橋の体が邪魔で椥辻の顔は見えなかった。

「肉のローラーがそれだけ強力な魔妖だったってことじゃないのか？」

「でも、四人がかりで総攻こう撃げきしたら、けっこう効いてましたよねぇ？」

「だから、あれは四人がかりで、少しよう佐さも含ふくめれば五人がかりでタコ殴なぐりにしたからだろ？　最初は一人ずつ交こう互ごに、だったから、効果は薄うすかったんだろ？」

「う～ん、本当にそうなんですかねぇ」

「椥辻、おまえ、何が言いたいんだ？」

「何か言いたいってわけじゃないんですよう。ただ、なんとなく納なつ得とくできないっていうか、気にかかるっていうか」

「だから、何が気にかかるのかと訊きいてる」

「いえ、じつは僕も椥辻さんと同じようなことを考えてました」

「ほらぁっ。わたしと向山春日は息がぴったりですよぉ。もう二人でペアシートに座ってもいいんじゃないかっていうくらい息の合ったコンビですよう」

「おまえみたいな腐くさった女子を向山とペアシートに座らせて堪るか。あたしも混ぜてトリプルシートにしろ。もちろんあたしが真ん中だ」

「烏丸曹そう長ちようが図ずう々ずうしくて泣けてきますよう」

「じゃあ、わたしは向山の膝ひざの上に座るので手を打つ」

「墨染一士の言い草が大だい胆たん不ふ敵てきにも過ぎますよう」

「じゃあ、僕は淀屋橋小隊長のおっぱいに座るということで」

「それは素す敵てきな肉座ざ布ぶ団とんですねぇ」

「肉っつ～か、脂し肪ぼうだけどな、おっぱいは」

「あれぇ？　烏丸曹長のおっぱいは筋肉じゃなかったでしたっけぇ？」

「殺すぞ、この腐れ女子！」

　いつもと変わらぬ賑にぎやかさを取り戻した淀屋橋小隊だが、真ん中に向山を配し、各人がその周りで押し競くら饅まん頭じゆう状態だというのが、端はたから見ればかなり笑えるだろう。もっとも、今は他ほかの小隊は別の場所に陣じん取どって魔妖と交戦中だ。饅頭、あるいは団子状態になった淀屋橋小隊を笑う者はいなかった。

「よし、こっちは完全に片付いたな」

　担当の椥辻も饅頭に加わっているため、自らモニターで魔妖の所在を確かく認にんしていた大泊少佐が振り返った。

「他隊を助けに行くぞ。まずは隣となりの東面に移動する。淀屋橋小隊、駆かけ足」

「あ、えっと、はい。淀屋橋小隊は東面の味方を助けに走ります……が」

「何か文句が？」

「文句と言いますか、わたし、この体勢ですと、もの凄すごく走りにくいんですけど。移動時だけでも散ばらけたらダメですか？」

「どうせ向こうでまた合体するんだ。いちいち散けるのも面めん倒どうだろ？　だいいち、現場に着いたら、即そく、魔妖を攻撃したいからね。そのまま走ればいいよ」

「で、ですが、こんな恰かつ好こうで走っていったら、他隊のみんなになんて言われるか」

「見事な合体ですねって言われるだけだろ」

「それが困りますと！」

「あぁ？」

　大泊がぎろりと淀屋橋を睨にらんだ。

「合体を解ほどいて全裸短たん距きよ離り走そうするか？　淀ちゃんがここで脱ぬぐってんなら、散けてもいいけど？」

「このまま走ろうと思います！」

「じゃ、まずは東面まで駆け足！」

　大泊の号令と共に、六人はよたよたと走り出した。

　中心に向山がいて。彼は右手を墨染と繫ぎ、左手を太秦と繫いでいて。向山の前面には椥辻が背中をくっつけていて。向山の背中には淀屋橋が胸やお腹なかをくっつけていて。さらに淀屋橋の背中から烏丸が両りよう腕うでを前に伸のばして、淀屋橋をサンドイッチするように向山の腰こしを摑つかんでいる。そんな体勢で六人が走っていく。

「ぷぷっっ」

　大泊は思わず噴ふいてしまった。

「うははは。なんて面おも白しろい恰好」

「酷ひどい。自分で命じておいて笑うなんて」

　淀屋橋は大いに憤いきどおったが、大泊はどこ吹ふく風だ。悪びれもしないままポーチからスマホを取りだした。

「これは記念に撮とっておかなくちゃだろ」

　大泊は六人の後ろから写真を撮りつつ六人を追い越こし、今度は前方から写真を撮る。

「うわぁ、少佐が記念写真を撮り始めたですよう」

「最低だわ、あの人」

　太秦が罵ののしり。

「広報誌に載のせられたらどうしよう」

　墨染が不安を吐と露ろし。

「え？　何がどうなっているの？」

　向山の体で前がよく見えていない淀屋橋が訊くと、先頭に位置する椥辻が叫さけんだ。

「だから、大泊少佐が記念写真を撮っているんですよう」

　向山と烏丸を蹴けり飛ばして大泊のところへ突とつ進しんしようかと思った淀屋橋だが、そんなことをすれば確実に全ぜん裸らサンバカーニバルを命じられる。淀屋橋は必死で怒いかりを抑おさえ込み、大泊を殴り飛ばしたくなるのをなんとか堪こらえた。それに、大泊は小こ柄がらながら通常の格かく闘とう戦の技術もピカイチだ。

（わたしも格闘戦には自信ありますけど、実際にやったら勝てるかどうか）

　というより、大泊に殴りかかれば、勝とうが負けようが全裸サンバカーニバルは確実だ。もしかすると、サンバカーニバルに加えて、全裸リンボーダンスや全裸段だん違ちがい平行棒やプールで全裸平泳ぎの刑けいなどが加算されるかもしれない。その思いが、かろうじて淀屋橋の自制心を保たせた。

　大泊に写真を撮られながら、六人は建物の東面へ、よたよたと走り続けた。
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　迫せまり来る魔妖を相手に必死の防ぼう御ぎよ戦を続けていた東面を受け持つ貴き船ぶね隊の面々は、部屋に入ってきた淀屋橋小隊の六人に気づいて振り返り、ぎょっと身を硬かたくした。向山が前面に椥辻を張りつけ、右に立つ墨染、左に立つ太秦と手を繫つなぎ、何な故ぜかどうしてか、背後に淀屋橋と烏丸をくっつけているのだ。つまり、椥辻、向山、淀屋橋、烏丸の四人は、体をくっつけたまま縦一列になっていて、両りよう隣どなりには手を繫いだ墨染と太秦が立っている。貴船小隊の面々が驚おどろいたり戸と惑まどったりしたのも無理はない。ついに魔妖が建物に侵しん入にゆうしてきたのかと早とちりする者さえいた。六人に続いて大泊少佐が姿を見せなければ、貴船小隊は六人を攻撃していたかもしれない。

「貴船ちゃん、応おう援えんに来たよ」

　という大泊の声に、小隊長の貴船は安あん堵どの息を吐はいた。

「助かります、少佐。ところで」

　気を取り直すと、貴船は一ひと塊かたまりになっている淀屋橋小隊に目をやった。

「あれはなんの真ま似ねですか？」

「魔ア技シ補ス助トだよ。ああしていると向山春日の魔ア技シ補ス助トが最大の効果を発揮するんだよ」

　マジですか!?　という言葉を貴船はかろうじて吞のみ込んだ。生きるか死ぬかという危機的な状じよう況きようの中で、大泊少佐ともあろう者が洒落しやれや冗じよう談だんで淀屋橋小隊にあんな真似をさせているはずがない。

（あの体勢で魔ア技シ補ス助トが最大限に働くというのは本当なんだろう）

　貴船はもう一度、淀屋橋小隊の面々を見やったが。

（うん、さっぱり意味がわからないけど）

　内心で頭かぶりを振ふることしかできなかった。が、今はそんなことをしている場合ではないのを思い出す。魔妖はすぐそこまで迫ってきているのだ。淀屋橋小隊の出現に気を取られた貴船小隊は、魔妖への攻撃が疎おろそかになっていた。その隙すきに魔妖群は建物に急接近している。もっとも、墨染の防御天蓋ドーム（タイプ蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズ）が効いているから、すぐに建物内へ突とつ入にゆうされる虞おそれはないが、防御天蓋ドームもいつまで保もつかわからない。ＳＳ級を屠ほふった淀屋橋小隊が合流した今こそが、魔妖を押し返す好機。

「大泊少佐！」

「貴船ちゃんのところは少し退のいて。今から淀屋橋ちゃんのところに攻撃させるから」

「了りよう解かいです！」

　大泊に向かって敬礼を送った貴船が部下に大声で命じた。

「おい、貴船小隊は下がれ。前を開けろ」

　貴船小隊員が安堵と悔くやしさの入り混じった表情で下がっていくのと入れ替かわって、淀屋橋小隊の六人が一団となって窓まど際ぎわまで進み出た。

「ケイちゃん……墨染一士を除く四人で一いつ斉せい攻こう撃げき。いいわね？」

　前と後ろを向山と烏丸にサンドイッチされた状態で淀屋橋が言った。

　そんな淀屋橋の姿を見た貴船小隊員の何人かが、

（いいなぁ、あれ）

（わたしも淀屋橋中ちゆう尉いに背中から抱だきつかれたい）

　などと思った。

「互たがいの邪じや魔まをしないよう、烏丸曹長、太秦曹長、椥辻士長、わたしの順番で行きますよ？」

「烏丸、了解」

「太秦、了解」

「椥辻、了解しましたよう」

　まず液体窒素槍ニトロジエノンが宙に出現したが、その本数を見て貴船小隊の面々が驚く。

（五十、いや六十本くらいあるか？）

（さっきまでＳＳ級と戦ってたんだろ。それなのにあの本数かよ）

「発射シユート！」

　六十本の液体窒素槍ニトロジエノンが射出された。すかさず太秦が超高熱炎弾リトルサンフラワーを発動する。

（でかい！）

（あいつの炎えん弾だん、あんなに大きかったっけ？）

（数も多いんですけど）

　驚きざわめく貴船小隊員の目の前で太秦が六発の超高熱炎弾リトルサンフラワーを放った。

　続いて椥辻が黒くろ猫ねこの群れを出現させた。

（なんだ、あの数!?）

（っていうか、大きさ！）

（もう猫じゃないだろ！）

　貴船小隊の漏もらすざわめきが大きくなっていく。

　黒くろ豹ひようかと見み紛まがう黒猫の群れが一斉に窓から飛びだしていったとき、一人、真ま面じ目めにモニターを覗のぞいていた円えん町まちが叫んだ。

「液体窒素槍ニトロジエノン、全弾命中した模様。魔妖の二体が消しよう滅めつ……あ。もう二体、消滅。こちらは超高熱炎弾リトルサンフラワーが命中した模様」

「Ｓ級四匹ひきを瞬しゆん殺さつ!?」

「マジかよ……」

　驚き、呆あきれる貴船小隊員を後しり目めに、淀屋橋が吸魔大輪ラブラフレシアの幼よう花かを出現させた。それを見て貴船が目を見開く。

「え？　いきなり花を!?　種じゃなく？　しかも、その数が。あれは少なくともわたしの知っている吸魔大輪ラブラフレシアじゃないな）

　やはり向山春日の魔ア技シ補ス助トは凄い。貴船小隊の面々はそう思わざるを得なかった。同時にこうも思った。どうして自分たちの魔マ技ギには、あの魔ア技シ補ス助トが効かなかったのか、と。

「吸魔大輪ラブラフレシア、散布」

　幼花が、開いている窓から外へ飛んでいった。心なしか、飛ぶ速度もいつもより速いように貴船は感じた。

「魔妖、三体消滅！」

　という、明らかに喜色の混じった円町の声が室内に響ひびく。

（ということは、腐ふ女じよ子しの奴やつが出した大きな黒猫が三体を削けずり倒たおしたってことか。本当に凄すごいな）

　感心を通り越して呆れてしまいそうになる貴船だった。

「残りの魔妖の魔ま力りよく反応が消えました！　東面にいた魔妖群、全ぜん滅めつしたと思われます！」

　なおも叫ぶような円町の声が響き、貴船小隊の面々は思わず喝かつ采さいを送っていた。

「よし、次行くよ、次」

　という大泊の声も弾はずんでいるように思えた。

「北面にいるわたしの小隊には、わたしと貴船小隊で向かう。淀屋橋小隊は西面の武む庫こ川がわ小隊の応援に行って」

「淀屋橋、了解しました」

　きりりとした顔で淀屋橋は敬礼を送ったのだが、前と後ろを向山と烏丸にサンドイッチされたままなので、滑こつ稽けいなことこの上ない。貴船たちは必死で笑いだすのを堪えた。

「貴船ちゃんもいいかな？」

「あ、はい、貴船以下、貴船小隊は大泊少しよう佐さと共に大泊小隊を応援に北面へ向かいます」

「じゃ、行くよ」

　大泊が走り出したので、慌あわてて貴船小隊があとを追う。

「じゃ、わたしたちは西面へ急ぎましょう」

　という淀屋橋を烏丸が遮さえぎった。

「ねえ、朱鷺瑚さん、さすがに西側まで走るんだったら、この団子状態は解消したほうがいいんじゃない？」

　淀屋橋が、ぱぁっと顔を輝かがやかせた。

「そ、そうよね。この状態で走ったのでは時間がかかりすぎるもの」

「わたしもそう思う」

「そう、だね」

　太秦と墨染も賛意を表したが。

「え～～？　いいんですかぁ、勝手に団子を解消してもぉ？　大泊少佐に怒おこられたりしませんかぁ？」

　椥辻がごねた。が、彼女が大泊云うん々ぬんと言うのは、向山とくっついていたいが故ゆえに持ち出した単なる言い訳にすぎないことを淀屋橋は先刻承知だった。

「いいのよ？　これは解消したほうが早く現着できるという戦術的判断ですもの、現場の指揮官の裁量の範はん囲い内だわ。カガちゃんもそう思うわよね？　ね？」

　淀屋橋に、に～っこりと微笑ほほえみかけられ、椥辻は震ふるえ上がった。いま抵てい抗こうの意志を見せると、ぐうパンチを腹部に叩たたき込まれかねない。淀屋橋朱鷺瑚は微笑みながら他人を殴なぐれる女なのだ。椥辻はすでに身を以もつてそれを知っている。

「な、椥辻、了解ですぅ。団子を解ほどきますよう」

　椥辻が一歩、二歩と前に出て、預けていた背中を向山から離はなした。

「はい、向山君も離れてね」

「残念ですが、了解です」

　向山も一歩前に出た。

「はい、セッちゃん、腕うでを放して」

「あ、そうだった」

　両腕を解いた烏丸が後ろに下がり、淀屋橋はようやく身動きのできる空間を確保した。

「あぁ、苦しかった。セッちゃんは両腕を思いきり締しめるし、向山君は背中を押しつけてくるしで、おっぱいが潰つぶれるかと思ったわ」

「いや？　朱鷺瑚さんのおっぱいはその程度じゃ潰れないでしょ」

　烏丸がそう言うと、墨染が、うんうんと頷うなずいた。

「トランポリンがないとき、烏丸曹そう長ちようが代わりに朱鷺瑚さんの胸で跳とんでも潰れなかったほどだから問題ない」

「まぁ？　ケイちゃんたら、何を言っているのかしら？」

　淀屋橋が極ごく上じようの笑え顔がおを向けてきたので、今度は墨染が震え上がる。淀屋橋はにこやかに笑いながら他人の首を絞しめられる女なのだ。墨染はすでに身を以てそれを知っている。

「単なる冗談だから気にしないでいただきたい」

「そう？　でも、今度そんな冗談を言ったら、ケイちゃんの頭を摑つかんで、首を三百六十度回転させますけど？」

　かくかくかく。

　墨染は壊こわれた首振り人形のように首を縦に揺ゆすった。とはいえ、墨染は防御天蓋ドームを保持し続けなくてはならないから、向山の魔ア技シ補ス助トを受ける必要がある。彼女だけは向山と手を繫つないだままだ。

「では急いで大泊少佐と貴船小隊を追いかけますよ」

「了解──」

　淀屋橋、烏丸、太秦、椥辻、最後に手を繫いだ墨染と向山が部屋から飛びだしていった。




　　　５




「おお──、トキーコ、来てくれたですカ！」

　武庫川琴座ライラ中ちゆう尉いの歓かん喜きの声が西面にある部屋に響いた。

「遅おそくなってごめんなさい、武庫川中尉。現状は？」

「なんとか保もち堪こたえています～が、そろそろ危ないとこ～ろでシタ」

「魔妖は何体ほどいます？」

「現状、Ｓ級が四体と、Ａ級、もしかすると特Ａ級かもですガ、それも四体残っていますネ～？」

「了りよう解かいしました。じゃ、もう一度、合体ね」

　そう言って淀屋橋が皆みなの顔を見回すと。

「合体って」

「言い方」

　烏丸と太秦が顔を歪ゆがめ、椥辻が歓かん迎げいの声を上げた。

「喜んで！」

「椥辻士長が喜色溢あふれていて気色悪い」

「上う手まい！　墨染に座ざ布ぶ団とんを一枚！」

「墨染一士と烏丸曹長が酷ひどすぎて死にそうですよう」

（相変わらずですネ、トキーコのところハ）

　ＳＳ級と死し闘とうを繰くり広げていたはずなのに、まだまだ余よ裕ゆうがありそうで、それが武庫川たちには頼たのもしく映った。

　今回の合体（？）は最初のときと違ちがって、もう少し整然（？）としていた。中心に立つ向山の左に墨染、右に淀屋橋が陣じん取どった。墨染と向山は手を繫いだままだが、淀屋橋は左手を向山の右の二の腕に置いている。向山の前面に烏丸と太秦が立っていて、二人の背中に向山が伸のばした手を置いている。向山の背後には椥辻が立った。最初は彼の腰こしにしがみつこうとして両腕を伸ばした椥辻だが、淀屋橋から脳天にチョップを叩き込まれて諦あきらめ、今は伸ばした左手を彼の背中に当てているだけだ。

「さっきみたいに密着して圧着したほうが魔ア技シ補ス助トの効きがいいんじゃないですかねぇ」

　とぼやいた椥辻だが。

「とにかくこれでやってみるわ。明らかに効果に差が出るという場合は、また押し競くら饅まん頭じゆう状態になればいいわ」

　という淀屋橋の指示に仕方なく従った。

「液体窒素槍ニトロジエノン、発射シユート！」

　まず烏丸が攻こう撃げきの火ひ蓋ぶたを切って。

「超高熱炎弾リトルサンフラワー、投擲スロウ！」

「猫ネコ大行進プシキヤツトマーチング！」

　太秦と椥辻が続いて。

「吸魔大輪ラブラフレシア、散布！」

　淀屋橋が止とどめを刺さしに行った。

　四人の魔マ技ギ攻撃で、Ｓ級四体とＡ、あるいは特Ａ四体、合計八体の魔妖はそれほど時間を経へずに消滅した。

「凄いで～す、トキーコ」

　武庫川が淀屋橋に突とつ進しんし、抱だきついた。

「トキーコは、わたしたちの命の恩人ですね～」

　それを見た武庫川小隊の北きた大おお路じが烏丸に囁ささやきかけた。

「おい、第二に師し団だん巨きよ乳にゆうツートップのハグは凄いな」

「そうっすね。弾だん力りよくに富んだスイカが四つ、押し合い圧へし合いしてる感じっすね」

「やべ～、鼻血出そうだわ」

「動画撮とってＹＯＵユー ＴチＵユＢーＡバとかに上げたら、一日で再生回数百万を突とつ破ぱしそうっすね」

「そんなもったいないことするか。動画撮ったら自分たちだけで楽しむわ」

「あ、あ～、そうっすか」

（マジ顔でそんなこと言われてもなぁ）

　と思わないでもない烏丸だった。

「朱鷺瑚さん、北面の応おう援えんに行かなくていいの？」

　と太秦が訊きいた。

「そうね。まだ終わっていないようなら、行って助けたほうがいいわよね。みんな、まだ余力はある？」

「うい～っす」

　烏丸が右手を上げると、太秦、椥辻、墨染も大だい丈じよう夫ぶだと応こたえた。

「では、北面の応援に向かいましょう」

　淀屋橋は墨染以外の隊員をいったん向山から離し、北面に向かって走った。それを武庫川小隊が追いかけていく。

　北面にはＳ級二体と特Ａ級が二体、Ａ級が一体、残っていたが、駆かけつけた淀屋橋小隊が攻撃に参加すると、それらの魔妖群はあっという間に一いつ掃そうされてしまった。

「やれやれ、これでなんとか生せい還かんできそうだね」

　額に浮うかんだ汗あせを手で拭ぬぐい、大泊がそう言うと、あちこちから歓かん声せいやら安あん堵どの息やらが漏もれた。
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　第二師団の駐ちゆう屯とん地ちから出しゆつ撃げきしてきた増ぞう援えんが旧区役所に着いたとき、すでに魔妖群は壊かい滅めつしていた。増援部隊を自ら率いてきた二に乃の瀬せ大たい佐さは全員の無事を喜び、思わず大泊少佐を抱だきしめたのだが、どこから見てもベアハッグを極きめているようにしか見えない──何しろ二人の身長差は二十センチ以上もあるから大泊少佐の両足は宙に浮いていた──という専もつぱらの評判だった。

　思わぬ魔妖の大群の出現に、旧区役所を要よう塞さい化することを断念した二乃瀬は、全部隊に対して即そく時じ撤てつ収しゆうを命じた。せっかく運び入れた資材が無む駄だになりそうだが、強力な魔妖群の出現は師団長の予想を遥はるかに超こえた異常事態で、資材を惜おしんでいる場合ではなかった。二乃瀬は新たな魔妖群の出現を警けい戒かいしつつ、自らが率いる小隊で殿しんがりを務めた。案に相そう違いして、駐屯地に引き揚あげるまで魔妖と遭そう遇ぐうすることはなかった。

　駐屯地に戻もどった二乃瀬は、出撃部隊に警戒態勢を維い持じさせたまま、大泊中隊には休息を取らせることにした。大泊が率いた特別中隊の解散と各員の休息が告げられると、淀屋橋たちは大いに安堵し、喜んだのだった。
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　第二師団の討魔兵がすべて引き揚げた後──。

　旧練馬区役所からさほど離れていない廃はいビルの屋上に人ひと影かげがあった。いや、魔ま素その濃こい廃はい区く内に独りで佇たたずむそいつに、「人影」という言葉を使っていいのかどうか。そいつは廃ビルの屋上から旧練馬区役所方面を遠望しながら呟つぶやいた。

「なるほど。軍隊は質より量だというのが近代戦の鉄則だったね。君は、それを押し通すわけか。君は、あくまでも人として振ふる舞まおうというわけか」

　そいつは薄うすく笑い、歌うように言葉を紡つむいだ。

「では、僕も君の、君たちの戦い方を見習ってみようかな。見習って、君の望みを阻そ止ししてみようかな。君が人として振る舞うのを邪じや魔ましてみようかな」
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　司令官室に招いた大おお泊どまり少しよう佐さをソファに座らせると、師し団だん長ちようの二に乃の瀬せ大佐は彼女の正面に座り、労ねぎらいの言葉をかけた。

「ご苦労だったね、大泊」

「ええ、まったく苦労しました。一時は、最悪、玉ぎよく砕さいも覚かく悟ごしましたよ」

　一いつ騎き当とう千せんの大泊も師団長と差し向かいというのは緊きん張ちようするらしく、いつもの緩ゆるい言動は影かげを潜ひそめていた。

「簡単な報告を聞いただけだが、また淀よど屋や橋ばし小隊が、というか、向こう山やま春日かすがが威い力りよくを発揮したそうだな」

「そうですね。向山の魔ア技シ補ス助トで支し援えんされた淀屋橋小隊各員の魔マ技ギは大したものでした。ですが」

「ん？　何かあったのか？」

「ＳＳ級、いえ、ＳＳＳトリプルエス級と言ってもいい巨きよ大だい魔ま妖ようを相手にしたとき、最初は思ったほど魔ア技シ補ス助トが効かなかったのです。向山自身も首を捻ひねっていました。そこで、仕方なく五人合体という大おお技わざを使ったわけですが、あ、このアイディアは淀屋橋小隊名物の腐くされ女子の思いつきなので、彼女を褒ほめてやってください」

　この場に椥なぎ辻つじがいたら、酷ひどすぎると言って泣いたかもしれない。もっとも本人がいないからこそ、大泊も平然とそんな言葉を遣つかっているのだろうが。

「ほう？　ただ腐っているだけじゃないんだな、あいつ」

「納なつ豆とうも腐っていますが、体にいい食べ物ですしね」

「椥辻も腐ってはいるが、二に師し団だんのためになる討とう魔ま士しだと？」

「さて、そこまでは保証できかねますが、腐ふ菌きんが他ほかの隊員に伝う染つって、師団全体がＢＬ色に染まることもないでしょう」

　二乃瀬が、くくく、と声を抑おさえて笑う。

「相変わらず厳しい評価だな」

　しばらく笑っていた二乃瀬だが、やがて笑いを収め、上体を乗り出した。

「で？　どうして当初、魔ア技シ補ス助トが効果を発揮できなかったんだ？」

「その原因は、結局、不明のままです。四人でターボ攻こう撃げきをかけたおかげでＳＳ級を屠ほふれましたが、向山曰いわく、『ふつうに魔ア技シ補ス助トが効いていれば、もっと簡単に倒たおせたと思う』とのことですから、最後まで魔ア技シ補ス助トの効きが悪かったのは確かなようです」

「ふぅん」

　低く唸うなった二乃瀬だが、すぐに顔を上げた。

「だが、それでも最後にはＳＳ級、いやＳＳＳトリプルエス級を倒せたことには違ちがいない。やはり向山春日の魔ア技シ補ス助ト、使いでがあるな」

「ですね。これで彼の魔ア技シ補ス助トが淀屋橋小隊以外の隊員にも効けば万ばん々ばん歳ざいなのですが」

「それについては、一つ考えがあるんだ」

「はい？　どのような？」

「淀屋橋小隊の連中しか魔ア技シ補ス助トを受けられないのは、どう考えても不ま味ずい。二重の意味で不味い」

「二重の意味、ですか？　一つは淀屋橋小隊を無理使いする懸け念ねんがあると推察できますが、もう一つはなんなのです？」

「淀屋橋小隊が討うち死にでもしたら切り札が使えなくなってしまう、ということさ」

「あ、ええ。そうです、ね」

「現状、淀屋橋小隊しか魔ア技シ補ス助トが受けられない。となると、強力な魔妖群との戦せん闘とうには淀屋橋小隊に矢や面おもてに立ってもらわなくてはならない。しかし、そうなると、淀屋橋小隊の誰だれかが討ち死にする可能性が高くなる。討ち死にとまでは行かずとも、重傷を負って戦線離り脱だつなんてことになれば、大きな戦力ダウンに繫つながるだろう？」

「それはまぁ、たしかに」

「だが、仮にもう一個小隊でもいい、魔ア技シ補ス助トを受けられる部隊があれば？　たとえ淀屋橋小隊から二人、三人と重傷者が出ても、最悪、淀屋橋小隊が消失ロストしても、極きよく端たんに大きな戦力ダウンにはならない。そうは思わないか？」

（淀屋橋小隊消失を前提でものを考えるか。司令官ともなると視点が違うな。視点が違うというか、容よう赦しやがないというか）

　と感心する大泊だが、淀屋橋小隊がいなくなるという事態は、前線指揮官としては歓かん迎げいできるものではない。

（というか。そもそも淀屋橋小隊が全ぜん滅めつすれば、向山だって）

　そう思った大泊は、その可能性について言げん及きゆうする。

「ですが師団長、淀屋橋小隊が消失するような事態になれば、向山春日も一いつ緒しよにいなくなっていると思われますが」

「そうだな。ふつうはそうだろう。しかし、果たして彼はふつうの存在だろうか」

　最後の一言は何やら独り言のように聞こえ、大泊は思わず師団長の口くち許もとに目をやったのだが、すぐに目を逸そらせた。上官が何を考え何を狙ねらっているかを忖そん度たくするのは自分の仕事ではないし、上官の考え方の是ぜ非ひを問うのも自分の仕事ではないと、大泊はそう考えた。

（わたしは命じられたことを実行するだけだしね）

「戦闘に際しては、向山春日の生存と生せい還かんを最優先にするしかないだろうな。何しろ彼は切り札だ。我が第二師団の、彼が切り札なのだ」

　二乃瀬がそう言う以上、彼女が第一いち師し団だんや第三さん師し団だんのことを念頭に置いているのは確実だが。

（それこそ、わたしがどうこう言うことじゃない。ただ、淀屋橋小隊以外に彼の魔ア技シ補ス助トを受けられる部隊がいてくれたほうがいいのは間ま違ちがいない）

「師団長のお考えはわかりました。バックアップの存在も必要だとは思います。しかし、具体的にどうやってバックアップを育てるおつもりですか？」

「他の隊も向山と一緒に行動させようと思う」

「……えぇと？」

　大泊は二乃瀬の言葉の意味がわからず、目を瞬しばたたいた。

「言い方を変えると、つねに淀屋橋小隊と一緒に動く小隊を用意しようということさ。わたしはね、大泊」

「あ、はい」

「淀屋橋小隊の五人だけが向山の魔ア技シ補ス助トの効果を十全に発揮できる理由は、彼との接せつ触しよく時間が多いからではないかと考えているんだ」

（ああ、そういうことか）

　ようやく大泊は二乃瀬が何を狙っているのかわかってきた。

「つまり他隊の隊員の接触時間も増やす、ということですね」

「そうだ。具体的には淀屋橋中ちゆう尉いを指揮官とした臨時中隊を編制して、他隊を、そうだな、二個小隊を組み込んで、向山との接触時間を増やす……という方向だな」

「三個小隊で一個中隊……ですか。ですが、淀屋橋は中尉です。それも、ついこのあいだ昇しよう任にんしたばかりの、ですよ？　中隊指揮官とするのは少し無理があるのでは？」

「それについては少し考えがある」

「お伺うかがいしてもよろしいでしょうか？」

「まぁ要するに臨機応変に事に臨のぞもうということだ。具体的には」

　二乃瀬が自分の考えを披ひ露ろうすると、大泊は驚おどろくやら呆あきれるやら。

（たしかに臨機応変な措そ置ちだけど、そんなの見たことも聞いたこともないぞ）

　だが大泊は、それも現場指揮官である自分が口を出す問題ではないと思い直す。

「了りよう解かいしました。では、こちらは、淀屋橋が指揮する三個小隊を一個中隊として運用する……という前提で作戦を立てます」

「よろしく頼たのむ」

「承知いたしました」

「ご苦労だったな。では、戻もどり次し第だい、淀屋橋中尉にわたしのところまで来るように伝えてくれないか」

　立ち上がった大泊が二乃瀬に敬礼を送った。

「それも承知であります。では、失礼いたします」

　一礼して回れ右をしかけた大泊だが、そこで体の動きを止めた。

「差し支つかえなければ、淀屋橋中隊に配属される二個小隊、どの隊を想定されているか、お教え願えますか？」

「ああ、それか。まだ決めてはいないが、すでに向山と行動を共にしたことのある部隊がいいだろうな。ということは、貴き船ぶね小隊が第一候補となる。あとは武む庫こ川がわ小隊辺りが適当じゃないか？」

「武庫川小隊が適当……ですか？」

「ああ。我が師団の巨きよ乳にゆうツートップが揃そろい踏ぶみとなれば、向山春日も喜ぶだろう？」

（なるほど。それはたしかに喜ぶだろうな。あいつ、爽さわやかな見た目とは裏腹の、かなり露ろ骨こつなスケベだからな。巨乳ツートップに挟はさまれた貴船が少し不ふ憫びんだけど。しかし）

「了解いたしました。では、失礼いたします」

「ご苦労さん」

　二乃瀬の部屋を退出した大泊は、司令部の廊ろう下かを歩きながら、先ほどの師団長の言葉を反はん芻すうする。

（淀屋橋を中隊指揮官にするためとはいえ、そんなことをするか。二師長、本気なんだな。だったら正式に大たい尉いに押し上げてしまえばいいのに。いや、それをしたら、さすがにどこかから横よこ槍やりが入る……か？　だからこその、あれか。まぁ、でも）

　それは自分が考えることではないと大泊は自らに言い聞かせる。

（それにしても淀屋橋と淀屋橋小隊の連中は、たまたま向山春日を引き当てただけなのに大変だな。それが幸運だったのか不幸だったのかは、神のみぞ知る、か。しかし向山春日とは、いったい何者なんだ。見た目はただのハイティーン男子だが、男のくせに討とう魔ま能力があるとか、誰も使えない魔ア技シ補ス助トが使えるとか。そもそも廃はい区くで生き埋うめになっていたところを発見されたというのがふつうじゃない。いったい彼は……）

　とりとめもなくそんなことを考えながら大泊は師団司令部をあとにした。事を公おおやけにできないから、駐ちゆう屯とん地ち内放送で呼び出すことはできない。仕方がないから、大泊は自分で淀屋橋を捜さがすことにした。

（いずれにせよ、淀屋橋小隊がとびきりの戦力である以上、現場指揮官であるわたしは、磨すり減るまで彼女らを使い続けることしかできないわけだが。そういう意味では、淀屋橋小隊以外のバックアッパーが育ってくれることを祈いのるしかない。そうなれば淀屋橋小隊が磨り減るのが少し先に延びるからな）

　二乃瀬のことを「容赦がない」などと評していた大泊だが、現場指揮官の彼女だって、そうとうに容赦がない存在だった。
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　隊舎の隣となりにある作戦指揮所に顔を出した大泊が、指揮所に詰つめている部下に淀屋橋小隊の居場所を尋たずねると、シフト表を睨にらんだ一人が答えてきた。

「淀屋橋小隊は非番扱あつかいになっていますから自室にいると思います。もしかすると、どこかでレクリエーション中かもしれませんが。誰かを呼びに走らせますか？」

「ふわ～～ぁぁあ」

　大泊は大きく伸のびをし、同時に欠伸あくびをしつつ、壁かべ掛かけ時計をチラッと見やった。二乃瀬の部屋にいたときとは違い、完全にいつものリラックスモードに戻っている大泊である。

「いや～、直じかに淀屋橋中尉と話をしたいから、寮りようのほうに行ってみるよ。誰か従ついて来てくれないか」

「では、わたくしが」

　指揮所の予備要員だった庄しよう内ない曹そう長ちようが敬礼を送ってきた。

「もう十一時だ、部屋にいなかったとしても食堂で張ってれば捕つかまえられるだろうしね。じゃ、行こうか～」

　庄内曹長を従え、大泊は寮へと足を向けた。
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　淀屋橋小隊の部屋を訪ねてみると、向山がぽつねんと椅い子すに座ってマンガを読んでいた。いきなり現れた大泊を見て、向山は慌あわてて椅子から立ち上がり、敬礼を送って寄よ越こした。相変わらず様さまになっていない敬礼だった。

「淀屋橋たちは？」

「あ、はい、お風ふ呂ろに行きました」

　朝の教練が終わったあとに入れるようにと、大浴場は早朝から開いている。

「ふむ？　君は行かなかったの？」

「女子風呂に入れるのなら行きたかったですけど」

「そうか。男性用は医い療りよう棟とうまで行かないとならないか」

「おまけに、この時間は清せい掃そう中だそうですから、僕は一人おとなしくお留守番です」

「ふむ。では、我々も行くか」

　という大泊の言葉に、庄内が首を傾かしげる。

「はい？　どこへ、でありますか？」

「一ひと風ふ呂ろ浴びに、だよ」

「え？　いま勤務中でありますが」

「だからぁ。わたしは淀よどちゃんに大事な話があるの。直に話をしなくちゃならないわけ。その淀ちゃんがいま風呂にいるなら、わたしも風呂に入らなくちゃダメでしょ？」

　なんという屁へ理り屈くつ！　と思わないでもない庄内だが、大泊がそう言い張るなら、敢あえて彼女を制止しようなどとは思わない。

（下へ手たなこと言って少しよう佐さの機き嫌げんを損そこなうと全ぜん裸ら入浴を命じられそうだし。って、違ちがうわ！　入浴は誰だれだって全裸だわ！）

　内心で一人ボケツッコミを披露しながら、庄内は曖あい昧まいな顔で頷うなずいた。

「了解であります。では、わたくしはこれで」

　淀屋橋小隊の居所が判明した以上、自分はお役やく御ご免めんだと思った庄内だが、大泊は解放してくれなかった。

「なに言ってるの。庄内ちゃんも来るんだよ」

「はい？　どこへ、でありますか？」

「決まってるでしょ。一いつ緒しよに風呂に入りに行くの」

（決まってるのか、それは!?　い、いや、まぁいいんだけど。勤務中に風呂に入れるのは、それはそれでありがたいし）

「了解いたしました。ではお供いたします」

「じゃ、向山ちゃん、邪じや魔ましたね」

「あ、いえ、お疲つかれ様さまです」

　向山が羨うらやましそうな顔になっているのを見て、大泊が言った。

「やっぱ一緒に来るかい？」

「ぜひに！　と言いたいですが、まだ小隊長に殺されたくはないので遠えん慮りよしておきます」

　大泊は、くくくっ、と笑った。

「そうだねぇ。淀ちゃん怒おこらせたら、タマを握にぎり潰つぶされそうだしねぇ」

　向山は少し腰こしを引いて、ぶるっと体を震ふるわせる。

「んじゃ、またあとでね」

「あ、はい、お疲れ様でした」

　寮を出た大泊は、庄内を従えて女子用の大浴場に向かったのだった。
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　大浴場とは言うものの、女子用の浴室はそこまで広くはない。浴よく槽そうは十人も入れば満まん杯ぱいだし、洗い場（カラン）も十人分しかない。二個小隊が入れば、それで打ち止め状態だというのに、いつもは三個小隊から四個小隊で使っているのだから、

「朝の通勤ラッシュの丸まるの内うち線並みの混雑じゃね？」

　と嘆なげく隊員がいるのも無理はない。

　しかも、制限時間が設けられている。混んでいて、しかも忙いそがしい。それがいつもの入浴タイムだが、今日は淀屋橋小隊の貸し切り状態だ。淀屋橋以下、烏丸からすま、太秦うずまさ、椥辻、墨すみ染ぞめは、浴槽で思いきり手足を伸ばしてリラックスしていた。

「しっかし、いつ見ても朱と鷺き瑚こさんのおっぱいは見事ですよねぇ」

「カガちゃん、あんまりまじまじと見ないでくれる？」

「いや～、こんな立派なおっぱいが目の前にあるのに、まじまじと見ないとか、無理ですよう」

　椥辻はどこ吹ふく風でそんなことを言いつつ、淀屋橋の胸から目を離はなさない。

　すると、烏丸も同調してきた。

「だよな～。朱鷺瑚さんのおっぱいを見ない奴やつは不敬罪で銃じゆう殺さつだろ」

「見ない奴は銃殺で、触さわらない奴は絞こう殺さつ」

　そう言って手を伸ばしてきた墨染の手首を、淀屋橋ががしっと握った。

「いやだわ。ケイちゃんが何を言ってるかわからないのだけど？」

　墨染の華きや奢しやな手首が、めきょ、と軋きしんだ。

「痛いたたたた。朱鷺瑚さん、手首が潰れる離して許して勘かん弁べんして」

「ケイちゃん、勝手に人のおっぱいを触ろうとしてはダメよ？　わかった？」

「わかりましたごめんなさいもうしません痛い痛い痛い」

　ようやく淀屋橋が墨染の手首を解放してくれた。墨染は浴槽内で正座をして、淀屋橋に向かって頭を下げた。

「勝手におっぱいを触ろうとしてごめんなさい」

「わかればいいのよ？」

「これからはちゃんと許可をもらって触る」

「はい？」

「ということで、おっぱい触っていい？　朱鷺瑚さ……痛い痛い痛い痛い」

　またも手首を摑つかまれ悲鳴を上げる墨染を見て、烏丸がやれやれと首を横に振ふった。

「意外と学習しない奴だな、墨染も」

「ですよねぇ。わたし、手首だけは何があっても守らなくちゃなので、朱鷺瑚さんのおっぱいを無理やり触りに行くなんていう無茶はできませんよう」

　左手で右の手首を撫なでつつ、椥辻がそう言うと、烏丸が薄うすら笑いを浮うかべた。

「だからいつも首を絞しめられてるのか」

「首ならいくら絞められても漫まん画がを描かくのに支障はありませんからねぇ」

「いや？　生きていくのに支障が出ると思うけどな！」

　一人だけ少し離れたところにいた太秦が顔を顰しかめて言った。

「も～～、あなたたち、うるさいわねぇ。せっかくの貸し切り状態なのに、うるさくってリラックスできないじゃない」

「いや？　おまえの体勢はかなりリラックスしてると思うけど!?」

　なるほど、烏丸が言うように、浴槽の隅すみで思いきり足を伸ばし、肩かたまでお湯に浸つかっている太秦は、かなりリラックスしているように見えた。

「体勢はね。わたしは身も心もリラックスしたいの」

「じゃあ、おまえは朱鷺瑚さんのおっぱいタッチ禁止な」

「え？　それは触るわよ？」

「いやだ。セッちゃんもザミちゃんも何を言っているのかしら。一度、湯船の底に沈しずんでみる？」

　墨染の手首を解放した淀屋橋が、にこやかな笑えみを浮かべながら、そんなことを言う。

　ぶるぶるぶる。

　烏丸と太秦が同時に首を横に振った。

　と、そのとき。

　がらり。

　脱だつ衣い所に通じる引き戸が勢いよく開けられ、全員が一いつ斉せいにそちらに顔を向けた。

「やぁ諸君、いい湯を楽しんでいるようだね」

「おっっっ大泊少佐っっ!?」

　烏丸は浴室の空気が凍こおりついたような錯さつ覚かくを覚えた。

「何をそんなに驚おどろいているのかな？」

　大泊がにこやかな顔で浴槽を見回している。

（いやいや、驚くでしょ！　少佐なら司令部にある幹部用の風呂を使えるはず。どうしてわざわざ隊舎のお風呂に？）

　烏丸は嫌いやな予感がして身み震ぶるいする。お湯に浸かっているのに、なんだか寒気がする。その思いは、多かれ少なかれ、他ほかの隊員も同じだった。

　全裸で胸を張り仁に王おう立ちになっている大泊の後ろから、もう一人、浴室に入ってくるのが見えた。

（司令部要員の庄内さん！　でも、少佐も庄内さんも今はシフトが入っているはず。どうして、ここのお風呂に？）

　淀屋橋も嫌な予感がしてならない。

（少佐がここに来るということは）

　淀屋橋はそっと隣となりを見て囁ささやくように言った。

「セッちゃん、何かやった？」

　烏丸は可能な限り小声で鋭するどくツッコむという離はなれ業わざに挑ちよう戦せんする。

「なんで真っ先にあたしに声がかかるの!?」

「え？　だってセッちゃんがいちばんやらかしそうだから」

「朱鷺瑚さんが酷ひどくて泣けてくる」

　烏丸が、がっくりと肩を落としてうなだれた。

「ああ、違う違う。わたしは烏丸ちゃんに全ぜん裸ら盆ぼん踊おどりをさせようとして来たわけじゃないから、安心して」

　烏丸は大きく安あん堵どの息を吐はき。

　他の四人は、本当に～？　という疑いの眼まな差ざしを大泊に送った。

「それより、いつまでもここに突つっ立ってると寒いんで、入っていいかな～？」

「あ、ええ、どうぞ」

　淀屋橋が他の隊員に場所を空けるようにと促うながし、四人はそそくさと湯船の四よ隅すみに散っていった。体にかけ湯をした大泊は、悠ゆう揚ようとした態度で湯船の縁へりを跨またぐと、お湯の中に静かに体を沈める。

「あ～、いいお湯だねぇ。湯船が広いのも嬉うれしいね」

「いえ、あまり広くはないと思うのですが」

　と淀屋橋が言うと、大泊は、ん？　と首を傾かしげたが。

「ああ、そうだったね。今日は君たちしか入っていないから、イレギュラーな状態なんだったね」

「そうです。いつもはここに十五人とか二十人とか押し込められるんですよ？　芋いもの子を洗うという表現、まさにこのことか、という大混雑です」

「大泊少佐、この風ふ呂ろ、もうちょっと大きくしてもらえないですかね」

「ははは、それは無理な相談だ、烏丸ちゃん」

「ですよね～」

「でも、まぁ、そうだな、君たちは前回の戦いの功労者だ。ときどきは貸し切りで使えるように取り計らってもらう……よう具申してもいいかもね」

「やった！」

　湯船の中で万ばん歳ざいの真ま似ねをした烏丸は、手を下ろすと、大泊に向かって手を合わせた。

「ほら、みんなも大泊大だい明みよう神じん様を拝めよ」

「はは～～」

　淀屋橋以下、太秦、椥辻、墨染が、わざとらしい態度で手を合わせ、頭を下げた。

「よろしくお願いしま～す」

「いや、べつに拝む必要なんかないけどね。でも、一つ条件がある」

　顔を上げると、全員が怪け訝げんそうに大泊を見やった。

　代表して烏丸が訊きく。

「なんすか？」

「淀ちゃんのおっぱいを触らせてくれたら具申するよ」

「はいぃ!?」

　淀屋橋が素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げたが。

「なんだぁ、そんなことですか。どうぞどうぞ、いくらでも好きなだけ思う存分、お触りください。なんだったら揉もんでもいいっすよ」

「そうか。じゃ、遠えん慮りよなく」

　両手をお湯の中から出した大泊が、淀屋橋のほうへにじり寄ってきた。

「いえぇっ？　本人を抜ぬきにして話を進めないでいただきたいのですけどっっ！」

　両りよう腕うでで豊かな胸を隠かくすようにして、淀屋橋はしゃがんだまま後あと退ずさる。

「ままま、朱鷺瑚さんがちょっと我が慢まんするだけで、あたしらは貸し切りでお風呂に入れるようになるんだから」

　烏丸が淀屋橋を丸め込もうとすると、次々に賛同者が出た。

「そうよね。ちょっと我慢するだけですものね。それで小隊がお風呂を独どく占せんできるのなら、安いものよね。ねえ、朱鷺瑚さん小隊長！」

「部下のために頑がん張ばる。それが朱鷺瑚さん小隊長の責務」

「大だい丈じよう夫ぶですよう。全然痛くないですからぁ。大泊少佐なら、優やさしく丁てい寧ねいに揉んでくださいますよう。それはもう気持ちよくなる感じで。朱鷺瑚さん小隊長は天国に行けるしぃ、わたしたちは貸し切りでお風呂に入れるしぃ。これがウインウインって奴じゃないですかねぇ？」

「わたしは全然ウインしてませんけどっっ!?」

「どうする、淀ちゃん。君の決断一つで、これからも君たちは、のんびりと、のびのびと、ゆっくりたっぷり風ふ呂ろに入れるわけだけど？」

「大泊少佐が露ろ骨こつに脅おどしに来ましたっ！」

「そんなに心配しなくてもいいって。痛くしないから。むしろ気持ちよくしてやるから。ういひひひ」

「どこの中年狒ひ々ひオヤジですかっっ!?」

「小隊長ぉぉ、あたし、これからもゆっくりとお風呂に入りた～い～♡」

「セッちゃんが気持ち悪いんですけどっ!?」

「お願いするでござる、小隊長。我ら部下を救うと思っておっぱいを揉まれてくだされ」

「ケイちゃんが時代劇の侍さむらいみたいなことを言い出したっ!?」

　太秦も、うんうんと頷うなずき。

　ペコちゃん人形のような笑顔で椥辻が、ぐっ、と親指を突き立てた。

　がくり。

　淀屋橋の肩が落ちた。

「あの、ちょっと……ちょっとだけ、ですよ？」

「わかってるってば。任せなさい」

　ぐへへへ、と笑いながら大泊が手を伸のばしてくる。

「全然わかってるようには見えないんですけど～～っ!?」

「大丈夫、大丈夫、わたしに任せておけばいいんだよ。そうすれば天国に行けるからね」

「あ、ちょ、それ、しょ、少しよう佐さ……いやぁぁぁぁ」

「なんだ、このけしからん手て触ざわりは。こんなに柔やわらかくて手に吸いつくように肌き理め細こまやかで弾だん力りよくがあって、まったくけしからんね！」

「ちょぉぉ、少佐、ダメですって、あ、ちょ、や、ダメぇぇぇ」

「どうやったらこんなに育つんだ？　もう人間の持ち物じゃないな、これ。別の生き物が寄生してるんじゃないか？　これがホントの寄き生せい乳にゆうなんちゃって」

（うわぁ、はっちゃけてるな、大泊少佐）

　眠ねむり姫ひめとか居眠り爆撃姫スリーピングボマーとか言われている大泊が、喜色を露あらわにして淀屋橋のバストを揉み拉しだいている様さまを見て、珍めずらしいこともあるもんだと烏丸は感心する。

（朱鷺瑚さんのおっぱいがそれだけ価値あるものだってことか）

「なぁ、烏丸ちゃんもそう思うだろ？」

　いきなり名前を呼ばれて、ぎくりと烏丸は身を硬かたくする。

「どうして自分が呼ばれたのかわからないんですが、そうっすね、自分もそう思います」

「あぁぁ、ダメ、大泊少佐、もうダメですってばっあぁあ」

「けしからん。本当にけしからんおっぱいだ。この半分、いや三分の一でもいいからわたしに寄よ越こせって話だよ。ねえ、墨染ちゃん」

「どうして自分が呼ばれたのかはよくわかりますけど、大泊少佐に一票投じます」

「いぃやぁ、助けてぇぇ」

　救いを求めて周りを見回す淀屋橋だが。

「部下のため身を犠ぎ牲せいにして頑張ってくれる淀屋橋小隊長殿どのに敬礼！」

　烏丸の号令に、太秦、椥辻、墨染がきりりとした顔で敬礼を送ってきた。

「もう嫌ぁぁ。みんなあとで覚えてなさいっ……あぁぁっダメダメ、そんなに強く摘つまんじゃダメですってぇぁぁひぃぃ」

　ゆったりリラックスバスタイムのために尊い犠牲となった淀屋橋のことは決して忘れないと、心に誓ちかう烏丸たちだった。
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　淀屋橋は浴よく槽そうの縁に後頭部を載のせ、お湯の中でしどけなく体を伸ばし、茹ゆだった蛸たこのような赤い顔を天てん井じように向け、ぜぇはぁと荒あらい息を吐はいている

「いやぁ、堪たん能のうした～。来たかいがあったわ～」

　湯船の中で嬉しそうに笑っている大泊を、少し離はなれた場所から呆あきれた顔で庄内が見やっている。

「少佐がお楽しみなのはともかく、そろそろ本題に入らなくてよろしいのですか？」

「本題？　本題ってなんだっけ？　わたし、淀ちゃんのおっぱいを揉みに来たんじゃなかったっけ？」

（この人はもう）

　庄内は天を仰あおいでため息を吐ついた。そして、ちらっと淀屋橋のほうを見る。

（淀屋橋中ちゆう尉いも災難だったな。可哀かわい相そうに）

「少佐は、淀屋橋中尉に大事な話があるから直じかに話をしないと、と仰おつしやっていました。大事な話はよろしいのですか？」

「あ～～、そうだった、そうだった。もう淀ちゃんのおっぱいの見事さに、すっかり忘れていたよ」

　大泊ともあろう者が忘れていたはずがないと思う庄内だが、そこは触ふれないでおく。

「さて、淀ちゃん」

「あ……はい」

　淀屋橋が、のろのろと頭を擡もたげた。

「二乃瀬大たい佐さがお呼びなんでね、すぐに大佐の執しつ務む室まで出向いてもらいたいんだけど、いいかな？」

　二乃瀬の名前が出たので淀屋橋が我に返る。

「それはもちろんかまいませんが。あの、師団長はどういった御ご用よう向むきなのでしょう」

「君たちと向山春日のことに関しての相談、といったところだね」

　淀屋橋が浴槽内に散らばっている隊員の顔を順じゆん繰ぐりに見回すと。

　烏丸は小さく肩かたをすくめ、太秦はそっとため息を吐つき。

　椥辻は右の親指を、ぐっ、と立て、墨染は表情を変えないまま小首を傾かしげた。

　結局、二乃瀬が自分たちと向山についてどんな話をしようと思っているのか、誰だれも何もわかっていないのは明らかだった。そして、それは淀屋橋も同じだった。

（ここであれこれ考えていても仕方がないわね。とにかく二師長のところへ出頭するしかないですか。また無理難題を押しつけられないといいのですけど）

「というわけで、伝えたからね、淀ちゃん」

「あ、はい。ですが、あの、これだけを伝えるためにわざわざ少佐が？」

「そう、これだけを伝えるためにわざわざ来たんだよ。何しろ余人に知られたくない案件だからね」

　そう言って、大泊は浴槽内の隊員に視線を走らせた。

「君たちも、淀ちゃんが師団長に呼ばれたのは秘密の上にも内ない緒しよだからね？　いいね？　わかっているね？　誰かに話をしたら全ぜん裸らサンバカーニバルだからね？」

　烏丸、太秦、椥辻、墨染は、壊こわれた首くび振ふり人形のように、かくかくと首を縦に振った。

「では、急いで支し度たくをして師団長のお部屋に向かいます」

「よろしく。さて、わたしも出るかな。あまりのんびりしてるわけにもいかないのでね」

「あ、では、わたしも一いつ緒しよに」

　と言って湯に浸つかっていた庄内が立ち上がった。

「そうだね。ちょっと時間がかかっちゃったから少し急いだほうがいいかもだね。師団長は気が短いから」

（いえ？　時間がかかっちゃったのは、あなたがわたしを弄もてあそんでいたからでは！）

　とツッコみたい淀屋橋だが、そんなことをしたら、どんなツッコみ返しが来るかわからない。この場で全裸水泳ただし平泳ぎ！　などと言われたら堪たまらない。無言で立ち上がった淀屋橋の肌理細やかな肌をお湯が滑すべり落ちていく。それを湯船にしゃがんだ体勢のまま、大泊が見上げていた。

「凄すごいな。この角度で見上げると、おっぱいが邪じや魔まで淀ちゃんの顔が見えないわ」

「いえ、あの、その角度で見上げないでください」

　淀屋橋は体を丸めるようにしてそそくさと湯船から上がり、そのまま脱だつ衣い所のほうへと突とつ進しんしていった。

「じゃ、わたしも出るから。みんな、今の件、よろしくだよ。とくに烏丸ちゃんと腐くさったちゃん、余よ所そで喋しやべらないようにね」

「ぶほっっ」

「ひゃいっっ!?」

「どうして自分の名前が出るのかさっぱりわかりませんが！」

「どうして自分が、腐ったちゃんと呼ばれるのかさっぱりわかりませんが」

　同時にツッコんだ烏丸と椥辻だが、すぐに烏丸は、びしりと気をつけの体勢を取った。

「了りよう解かいしております。ご心配には及およびません」

「君たちの場合は、存在自体がご心配なんだよね」

「ぐはぁっっ」

　烏丸と椥辻は、見えないボディブローを鳩みぞ尾おちに叩たたき込まれたように上体を曲げ、腹を押さえて呻うめいた。

「まぁ、いろいろ大変だと思うけど、よろしく頼たのむよ」

　立ち上がった大泊が悠ゆう揚ようとした足取りで湯船から出ていくと、庄内があとに続いた。

　引き戸を引いて二人が浴室から出ていくと、四人は、ほ～～っと長い安あん堵どの息を吐はく。

「あの人が側そばにいると、気が休まらねぇぇ」

　烏丸が低く抑おさえた声でそう言うと、太秦が頷いた。

「ホント、心臓に悪いわよね。一緒に着き替がえたくはないので、少し遅おくれて脱衣所へ行きましょうか」

　横から椥辻が割り込んできた。

「しかし、いいものを見られましたよう」

「あ？　ああ、朱鷺瑚さんのおっぱいが揉もみ拉かれるところな」

「あの素す敵てき光景だけでご飯三杯ばいはいけますよう」

「わたしも参戦したかった」

「いやいや墨染、そんなことしたらあとで朱鷺瑚さんにいびり抜ぬかれるからな？」

　太秦が諦てい観かんの籠こもった声で応じた。

「見ていただけで、もうかなりいびられそうだけどね」

「しかし、また朱鷺瑚さんが二師長から呼び出しか。今度はなんの話だろうな」

「向山春日絡がらみって言ってましたけど、また同居の話ですかねぇ」

「それはないだろ、椥辻。もうあたしら同居してるんだし」

「ですねぇ。あ、もしかして、入浴も一緒にとか、そういう話ですかねぇ？」

「そんな話なわけないだろ！」

「そんな話だったら、朱鷺瑚さんが断固断然、断ると思うけど？」

「ですかねぇ。わたし的にはＯＫなんですけどぉ」

「だからおまえは腐ふ敗はいしてるとか腐ふ脳のうだとか、腐った亡もう者じやで腐ふ亡もうだとか言われんの」

「何か新語が混じってましたけどっ!?」

「腐った亡者で腐亡！」

　墨染が、くすっと笑った。

「烏丸曹そう長ちように座ざ布ぶ団とんを二枚進しん呈ていしたい」

「墨染一士が酷ひどすぎますよう」

「でも、気になるわよね」

「まったくだな。気になってのんびり風ふ呂ろに浸かってる気分じゃないな。出て、朱鷺瑚さんが戻もどるのを部屋でおとなしく待つか」

「とはいえ、まだ脱衣所には少しよう佐さがいるだろうし」

「わたし、髪かみの毛だけは洗っておきたいから」

　太秦がそう言うと、次々に賛同者が出た。

「あ、わたしもですよう」

「わたしも」

「なんだよ。じゃ、わたしもつき合うわ」

　というわけで四人は髪を洗った後に風呂から上がり、脱衣所を覗のぞいた。さすがに大泊の姿は見えなかった。四人は安心して体を拭ふき、髪を乾かわかし、制服を着ると寮りようの部屋に戻るのだった。
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　部屋に戻った烏丸が、いかにも意味ありげな顔で、

「またおまえ絡みで朱鷺瑚さんが二師長に呼ばれたぞ」

　と向山に告げると、彼は心配そうな顔になった。

「今度はなんなんでしょうか？」

「知らね」

「え～～、だったら、そんな意味深な言い方しないでくださいよ」

「いや、朱鷺瑚さんが呼ばれたのはおまえのせいだからな」

「そんな無茶な」

「いいや、おまえのせいだ。あたしらが超ちよう強力な魔妖に攻せめられて死にそうな目に遭あったのも、朱鷺瑚さんが大泊少佐におっぱい揉まれたのも、ぜ～んぶおまえのせいだ」

　向山が、え!?　と目を見開いた。

「今の話を詳くわしく」

　烏丸がジト目になって頭を引いた。

「おっぱい話には食いついて離れないな、おまえ」

「男たるもの、他ほかの何に食いつけばいいんですか」

「違ちがいますよう、向山春日。おっぱいは食いつくものじゃなくって、優やさしく吸いつくものですよぉ」

　がす。

「痛つうっ！」

　頭を押さえて蹲うずくまった椥辻が、涙なみだ目めで烏丸を見上げる。

「暴力反対ですよう」

「いいからおまえは黙だまってろ！」

「横暴。烏丸曹長は相変わらず横暴ですよう。横暴で、乱暴で、利きかん坊ぼう」

「うるさい。右手首をへし折るぞ」

「ひぃぃ、それだけはご勘かん弁べんをぉ」

「椥辻士長なら、両手を折られても、足で漫まん画がを描えがきそう」

「本当にやりそうで気持ち悪いわね」

「太秦曹長が最悪ですよう」

　相変わらず賑にぎやかで、いっそうるさくて、五人の無む駄だ話ばなしは止とどまるところを知らない。

　そうこうしているうちに淀屋橋が戻ってきた。五人はぴたりと無駄話をやめ、部屋に入ってきた淀屋橋を取り囲む。

「二師長の話はなんだったの、朱鷺瑚さん!?」

　五人を代表して烏丸がそう尋たずねると、淀屋橋は顔に戸と惑まどいの色を浮うかべて答えた。

「それがね、わたしたちと武庫川中ちゆう尉い、貴船中尉の三個小隊で一個中隊を編制して、わたしが中隊長に就任……するのですって」

「ん？　ずいぶん他ひ人と事ごとな言い方だけど、それって要するに朱鷺瑚さんが中隊長になるってこと？」

「バカなの、烏丸!?　いま朱鷺瑚さんがそう言ったじゃない」

「あ、そうだっけ」

「どういうことですかねぇ。中隊規模での部隊運用なんて、緊きん急きゆう時の特別措そ置ちとしてしかやってなかったじゃないですかぁ」

　と椥辻が首を捻ひねると。

「とにかく朱鷺瑚さん、詳くわしい話を聞かせてよ」

「そうね。わたしも、まだ何がなんだかよくわかっていないのだけど、とりあえず二乃瀬大たい佐さから言われたことをみんなにも話すわね」
















「じゃ、お茶を淹いれるわ」

　六人は思い思いに椅い子すを持ち寄り、太秦が淹れたお茶を飲みながら、五人は淀屋橋の話に耳を傾かたむけるのだった。
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「……というわけで、わたしは大たい尉い見習いに任官した後、臨時特別中隊の中隊長に就任。武庫川小隊と貴船小隊とうちの三個小隊を指揮することになったの」

　烏丸が呆あきれた顔になる。

「大尉見習いって、なんなの、それ」

「なんなのと言われても」

　淀屋橋は情けなさそうな顔で応じた。

「とりあえず中隊指揮官ともなると、中尉ってわけにはいかないでしょう？　かといって、わたしはこないだ中尉に昇しよう任にんしたばかりだから、また大尉に昇任ってわけにもいかないでしょう？　そこで、便べん宜ぎ的に大尉見習いに昇しよう格かくさせて中隊を指揮させる……のだそうよ」

「それ、昇格なんですかねぇ」

　椥辻は首を捻っている。

「いちおう大尉に準じる扱あつかいだから中隊を指揮しても問題なし。何か問題が出ればすぐに中尉に戻せるから、それも問題なし。だそうよ。二乃瀬大佐が仰おつしやるにはね」

「いや？　いろいろ問題しかないように思えるんだけど!?」

　烏丸が目を剝むくと、太秦が重々しく頷うなずいた。

「適当にしていい加減ね。あの師団長ならやりそうだけど」

「いくらこのあいだの区役所攻こう防ぼう戦せんで我が小隊が大活かつ躍やくしたとはいえ、朱鷺瑚さんだけをぽんぽんと昇しよう進しんさせるわけにもいかないのはわかる。組織のバランスが崩くずれかねないし。苦し紛まぎれとはいえ、二師長はよく考えていると思う。見習いなら余よ所そから何か言われても言い逃のがれが利きくだろうから」

「したり顔で幹部みたいなこと言ってんなよ、墨染」

「まぁ、でも、結局ケイちゃんの言うとおりだと思うわよ」

「朱鷺瑚さんの階級問題はそうだとしても」

　そう言って、太秦は難しい顔で皆みなを見回した。

「武庫川中尉のところと貴船中尉のところと三個で中隊って、どういうことかしらね」

「それは……わたしたちのバックアップ……ということみたい」

「バックアップ？　どういうこと？」

「つまり。今のところ向山君の魔ア技シ補ス助トを受けて効果を発揮できるのはわたしたちだけでしょう？」

「ああ、うん、そうみたいだな。理由はわからないけど」

　そう言って烏丸が向山を見やると、彼は軽く右手を振ふってみせた。

「僕にもわかりませんから」

「なるほど。だからバックアップね」

「だから。どういう意味だよ、太秦!?」

「あんた、脳のう味み噌そがあるなら少しは考えなさいよ」

「面めん倒どうくさい」

「あなたねぇ」

　がくり、と太秦が肩かたを落とす。

　説明する気をなくした太秦に代わって、淀屋橋が話を引き取った。

「つまりね、セッちゃん、わたしたちに何かあった場合、向山君の魔ア技シ補ス助トが宝の持ち腐ぐされになっちゃうでしょ？」

「ああ、そういうことか」

「そう。仮にわたしたちが戦えなくなっても、向山君の魔ア技シ補ス助トを受けられる部隊が他にいれば、戦力ダウンは限定的でしょう？」

　烏丸が顔を歪ゆがめた。

「わたしたちが戦えなくなった場合って、嫌いやな仮定だな」

「そういうことを考えるのが幹部の役目」

「おまえはどっちの味方だ、墨染！」

「え？　べつにどっちの味方でもない。わたしは事実を述べているだけ」

「あ～、こいつ、殴なぐりてえ」

「暴力反対」

「墨染一士とわたしは同意見ですねぇ」

「おまえもしたり顔で偉えらそうなこと言ってるんじゃねえ。頭ず蓋がい骨こつ開いて腐くさった脳味噌を取り出すぞ」

「人体実験も反対ですよう」

「話が逸それてるわね」

　と釘くぎを刺さしておいて、太秦は話を本題に戻す。

「要するに上は、というか二師長は、わたしたちだけが向山の魔ア技シ補ス助トを受けられているのは、わたしたちと向山の接せつ触しよく時間が長いから、と考えてるってこと？　朱鷺瑚さん」

「そのようね。それも、ただ単に接触時間が長いというより、長いのに加えて親しい関係を築いているから……と考えているみたい」

「ははぁ、なるほど」

　烏丸が大きく頷いた。

「武庫川小隊と貴船小隊にも向山と親しい関係を築かせろって、そういうこと」

「築かせて堪たまるもんですか。向山春日と親しくなっていいのはわたしたちだけですよう。とくに武庫川少隊は危険ですよう」

「何がどう危険なんだ？」

「え？　武庫川中尉が、に決まってますよう。朱鷺瑚さんに勝まさるとも劣おとらない凄すごおっぱいの持ち主じゃないですかぁ」

「凄おっぱいって」

　烏丸が苦く笑しようし、淀屋橋は椥辻を睨にらみつけた。

「そんな武庫川中尉と行動を共にしたら、おっぱい好きの向山春日が武庫川中尉の虜とりこになってしまうかもしれないじゃないですかぁ」

　烏丸、太秦、墨染が一いつ斉せいに向山に視線を向けた。

「え？　いくらおっぱい好きだからって、そんな浮うわ気きはしませんよ。僕、淀屋橋小隊長のおっぱい一筋ですから」

「胸を張ってそんなことを言われてもな」

　辟へき易えきした顔で烏丸がそう言うと、太秦が淀屋橋に顔を向けた。

「一筋だそうよ、朱鷺瑚さん。どうするの？」

　顔を赤くした淀屋橋が、へどもどしながら応こたえた。

「どどど、どうすると言われましても」

「うわ。朱鷺瑚さんが照れてる。可か～愛わいい～～」

　赤い顔のまま、淀屋橋が左手で右の拳こぶしを握にぎって、ぽきぱきと関節を鳴らした。

「セッちゃん、一度、天国に逝いってみる？」

　ぶるぶるぶる。

　烏丸は全力で首を左右に振った。

「春日が武庫川中尉のおっぱいに目が眩くらまなきゃいいんですけどう。朱鷺瑚さん一筋とか言いながら、すぐに転びそうな気がするんですよねぇ」

「そう。向山春日は、大きなおっぱいなら誰だれのでもいい主義者」

「墨染さん、僕のことを見誤ってますよ。僕は、大きければ誰のおっぱいでもいいなんていう男じゃありませんよ。大きかろうが小さかろうが、おっぱいならすべて大だい歓かん迎げいという、おっぱい博愛主義者なんです」

「博愛主義の解かい釈しやくを間ま違ちがっている」

「だから僕、墨染さんのおっぱいも大好きですよ」

「また向山春日は真ま面じ目めな顔でそんなことを言う。照れてしまうから困る」

　横合いから烏丸が感心の声を漏もらす。

「と言いながら、表情が変わってないのが墨染の凄いところだな」

　ちらっと烏丸を見やった墨染だが、すぐに向山に視線を戻もどす。

「ところで向山春日、烏丸曹そう長ちようのはどうか？」

「は？　おまえ、いきなりなんてことを訊きいてるんだ!?」

　目を見開いて烏丸がツッコんできたが。

「もちろん烏丸さんのおっぱいも大好きですよ」

「まっ満面の笑えみでそういうことを言うなと！」

「烏丸曹長が顔を赤くして照れている。今日はみんな照れ照れの日」

「わたしだけ照れるようなことを言われてないんだけど？」

　太秦が少し不満そうにそう言うと。

「わたしも言われてませんよう。向山春日に、椥辻さんのおっぱい好き好き超ちよう愛してるとか言われたいですよう」

「椥辻さんのおっぱい、超愛してますよ。もちろん太秦さんのおっぱいも。なんていうか、僕、淀屋橋小隊の皆さんのおっぱいが大好きなんですよ。ね？」

「ね？　とか爽さわやかな笑顔で言われてもな」

　烏丸は思いきり不ふ審しんそうな目を向山に注ぐ。

「おっぱい好きって言われたですよう。嬉うれしいですよう。揉もんでもいいですよう。むしろ揉まれたいで」

　ごすぅっっ！

　淀屋橋のチョップが脳天に炸さく裂れつし、椥辻はその場に蹲うずくまる。彼女は頭頂部を押さえ、目に涙なみだを浮うかべて淀屋橋を見上げた。

「本気で殴らないでくださいよう。朱鷺瑚さんに本気を出されたらマジで頭蓋骨にヒビが入りますよう。洒落しやれになんないですよう」

「だったら、少しは弁わきまえましょうね、カガちゃん」

「うぅ、ごめんなさい」

「ところで朱鷺瑚さん、武庫川小隊と貴船小隊をバックアップ要員に育てるといってもさ、わたしら、具体的に何をすればいいわけ？」

「とくに具体的な指示はなかったわよ？　あくまで通常任務の範はん囲い内ということなので、ふつうに、自然に、任務を熟こなせばいいと思うわ、セッちゃん」

「そっか。なら気が楽だけど。でも、バックアップが育たなかったからって、あたしらに責任を押しつけないでほしいけどな」

「その辺は、上の責任でしょう？　わたしたちが考えることではないと思うわよ？」

　烏丸は、了りよう解かいの意を込こめて右手を上げた。

「というわけで、向山君。明後日あさつてから武庫川小隊と貴船小隊と行動を共にすることになりますけど、あまり巫ふ山ざ戯けたことをしてはダメよ？」

「え？　しませんよ、そんなこと」

「どうかな。こいつ、事故に見せかけて武庫川中ちゆう尉いのおっぱいを揉みに行くと思うけど」

「そんなことしませんよ！　烏丸さん、適当なこと言わないでください」

「適当かぁ？」

「普ふ段だんの言動を見る限り、烏丸曹長に一票を投じたい気がする」

「墨染さんまで、そんな」

「わかっているわよね？　そんな巫山戯た真ま似ねをしたら、向山君の大事な二つの丸いナニを握り潰つぶしますけど？」

　淀屋橋がどこまでも真しん剣けんな顔で視線を向山の股こ間かんにロックオンさせると、向山は股間を手で隠かくして跳とび退すさる。

「ししし、しませんてば」

「なら、いいのですけど」

　ようやく表情を緩ゆるめると、淀屋橋は五人の顔を見回した。

「というわけで、明後日から臨時特別中隊としての任務が始まります。つねに他隊の人の目があるわけだから、みんなも、しっかりしてね？　いいわね？」

「大だい丈じよう夫ぶだって、朱鷺瑚さん。今までとやることは変わらないんだろ？」

「やることは変わらないけど、態度とか言こと葉ば遣づかいとか、そういうのは今までと変えてね、という話をしているのですけど、セッちゃん」

「あ、うん、まぁ、頑がん張ばる」

　烏丸がそう応えると、太秦がひんやりとした声を上げた。

「向山が武庫川中尉の巨きよ乳にゆうを触さわりに行くのも心配だけど、烏丸が貴船小隊の連中に喧けん嘩かを売りに行くのも心配よね」

「そ、そんな心配はしなくてもいい」

「本当に？　本当の本当に？」

　太秦にじっと見つめられ、烏丸が冷ひや汗あせを流す。

「た、たぶん」

　淀屋橋がひんやりとした声を出した。

「セッちゃん？」

「あひゃい、朱鷺瑚さん？」

「子供じゃないんだから、食後のデザートの取り合いで喧嘩なんかしたら、セッちゃんの残り少ないおっぱいを引きちぎりますからね？」

「しないってば！　っていうか、残り少ないって、酷ひどい言われよう！」

「じゃ、この話はこれでお終しまい。明日になれば師団本部から正式な発表があるから、それまでは他ほかの人に話してはダメよ？」

　淀屋橋に睨まれ、一同は思わず敬礼を返すのだった。

「了解しました！」
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　その翌日に臨時特別中隊、略して臨特中の編制が発表されたときは、第二に師し団だんに驚おどろきと衝しよう撃げきが走った。

　中隊での部隊チーム運用は、何かの作戦に限定された特別措そ置ちだ。今回は「臨時」の言葉こそ冠かんせられているが、緊きん急きゆう事態が勃ぼつ発ぱつしたわけでも、新たな作戦が発動したわけではない。通常業務も中隊で行われるとすれば、前代未み聞もんのことだった。おまけに中隊指揮官に就任した淀よど屋や橋ばしの階級が大たい尉い見習いときたから、これで驚かない者がいたら、それこそ驚きだ。

　発表を知った第二師団の討とう魔ま士したちは、臆おく測そくを巡めぐらせ、噂うわさ話ばなしに花を咲さかせることになる。その日の朝食時の食堂は、喧かまびすしいことこの上なかった。




「ねえ、あれ、どういうこと!?」

「何があったの？」

「わけがわからない」

「意味もわからないし、二師長の狙ねらいもわからないな」




「淀屋橋小隊、また連中が何かやらかしたのか？」

「その淀屋橋中ちゆう尉い、今度は大尉見習いに昇しよう進しん……見習いって何!?」

「中尉の上、大尉の下……ってことか？」

「だとしても、『代理』でも『準』でも『扱あつかい』でもなく、見習いだもんな」

「二師長、なに考えてるのかね」




「淀屋橋と武む庫こ川がわと貴き船ぶね。この三個小隊に何か意味があるのか？」

「意味がありそうには思えないけど」

「なんでこの三つで一個中隊なんだろうな」




「二師団の巨乳ツートップが揃そろい踏ぶみだね」

「もしかして、向こう山やま春日かすがの接待用？」

「なんの接待だよ」

「だって、すけべな男子だって言うよ？」

「男なんて、すべからくすけべな生き物だろ」

「達観してる～」

「しかも男は、みんな巨乳好きなんだよ」

「巨乳死すべし」

「淀屋橋も武庫川も、おっぱい引きちぎられて死ねばいいのに」

「誰だれに？」

「えぇと……烏丸からすま辺りに？」

「ははは。あいつならやりそうだな」




　本人が聞いていたら頭から湯気を噴ふき出して怒おこりそうだが、幸いにして、その場に烏丸はいなかった。

　それはともかく、発表を知った師団員は誰も彼もが驚き、呆あきれ、不ふ審しんがった。ある者は師し団だん長ちようの決定に何か裏があるのでは？　と疑念を抱いだき、中には面おも白しろがって拍はく手しゆする者すらいた。

　そんな師団内の騒そう動どうなど意に介かいさずといった態度で二に乃の瀬せ大たい佐さは淀屋橋小隊、貴船小隊、武庫川小隊に正式な辞令を授さずけ、訓示を垂れた。こうして淀屋橋朱と鷺き瑚こは、正式に「大尉見習い」となり、一個中隊＝三個小隊を率いる中隊長に就任したのだった。
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　臨時特別中隊、略して臨特中。

　構成部隊は、淀屋橋小隊、貴船小隊、武庫川小隊。

　中隊指揮官は淀屋橋朱鷺瑚大尉見習い。

　ということで、淀屋橋中隊と呼ぶ者もいた。

　淀屋橋は中隊指揮官であると同時に淀屋橋小隊の小隊長でもある。そこで司令部は新たに烏丸を正式に淀屋橋小隊副長に任命し、淀屋橋が中隊の指揮に専念できるよう配はい慮りよした。淀屋橋を中隊指揮官専任としてしまえば話は簡単だが、あくまでこの中隊は「臨時」の特別中隊なので、専任の指揮官を立ててしまうのは不ま味ずい、という思おも惑わくが司令部にはあったようだ。司令部に、というか、二乃瀬大佐に。

「もう烏丸のことを烏丸って呼べなくなっちゃうわね」

　烏丸の小隊副長就任を聞かされたとき、太秦うずまさはそう嘆なげいた。

「いや、べつに今までどおりでいいよ」

「そうはいかないでしょ。曲まがり形なりにも討とう魔ま兵団は軍隊なんだから。部隊の副長を呼び捨てにするわけにはいかないでしょ」

「いや、まぁ、そうなんだろうけど」

「これからは副長様って呼ぶわ」

「嫌いやみか！」

「嫌みよ」

　などというやり取りが二人のあいだであったが。

「いいんじゃないですかね」

　と椥なぎ辻つじはあっさり受け容いれ。

「朱鷺瑚さんのあとを襲おそうのが烏丸曹そう長ちようというのが笑える」

　墨すみ染ぞめは真ま面じ目めな顔でそう言った。

「いや、べつに襲ってはいないからな？　まだ小隊長は朱鷺瑚さんのままだからな？」

「でも、実質的には、烏丸曹長がこの小隊の指揮官格」

「まぁ、そうかもしれないけど。それで何が笑えるんだ、墨染!?」

「師団随ずい一いちのおっぱい女王から、師団随一の貧ひん乳にゆう王女へバトンタッチ」

「殺すぞ、てめえ！　っていうか、随一の貧乳王女はおまえだろ！」

　ぐはっ、と墨染が血ち反へ吐どを吐はく。

「それは……そのとおりかもしれない」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、墨染さん。墨染さんの魅み力りよくは、そのロリボディにあるんですから。貧乳こそが墨染さんを墨染さんたらしめているんです」

　という向山のフォローになっていないフォローに、墨染が恨うらめしそうな顔で返した。

「向山は、言葉の暴力というものを知っている？」

　などというやり取りもあったが、ともあれ、烏丸が実質的に淀屋橋小隊を指揮する副長となったのだった。

　淀屋橋小隊は、副長の烏丸以下、太秦、椥辻、墨染、向山に、名目上は未いまだに小隊長の淀屋橋と、都合六人で構成されている。

　貴船小隊の指揮官は貴船繭まゆ実み中尉。貴船は中隊副長という位置づけでもある。もし淀屋橋が中隊の指揮を執とれなくなったときは貴船が引き継つぐと、そういうことだ。

　貴船小隊は、貴船以下、副官格である三み室むろ戸ど士長、棚たな倉くら、深ふか草くさ、円えん町まちの五人で構成されている。

　武庫川小隊の指揮官は武庫川琴座ライラ中尉。武庫川小隊は、武庫川と、副官格である北きた大おお路じ曹長、曽そ根ね、須す崎ざき、門かど真まの五人で構成されている。

　以上の十六名が、臨時特別中隊の隊員だった。
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　十六名がグラウンドの片かた隅すみに集合すると、貴船、武庫川、烏丸の三人が淀屋橋の下もとへと寄ってきた。

「朱鷺瑚さん、中隊一発目の任務はなんなの？」

　と烏丸が訊きくと、淀屋橋は司令部から受け取ったスケジュールデータをタブレットに表示させながら答えた。

「まずはアップね。軽くグラウンドを十周」

「うえぇ～～」

　長ちよう距きよ離りが苦手な烏丸が顔を歪ゆがめる。

「そのあとダッシュやジャンプ、綱つな登り、綱つな渡わたり、ボルダリング、そして射しや撃げきに格かく闘とう戦に剣けん術じゆつなどね」

「基本中の基本ばかりだな」

「午後は水練になってるわ」

「やたっ」

　泳ぎはあまり上う手まくないが、それでもグラウンドを走るよりはプールに入るほうが好きな烏丸が歓かん声せいを上げた。

「それはまぁいいのですが。この恰かつ好こうはどういう意味ですか、トキーコ？」

　武庫川が自分の出いで立ちを見下ろしながら訊いてきた。

　彼女がことさらそんなことを訊いた理由は、向山を除く女子十五人が体操服にブルマという出で立ちだったからだ。体操服もブルマもサイズが合っていなくて──どう見てもワンサイズ以上は小さい──あらゆる箇か所しよがはち切れそうで、いろいろな部分がはみ出しそうだった。黒こく一点（？）の向山も体操服に短パンという出で立ちである。




　最初に向山の恰好を見たとき、烏丸は、

「あいつがブルマでなくてよかったわ～」

　と軽口を叩たたいたものだ。

　すると椥辻が胸を張って言った。

「わたしは向山春日がブルマでもどんと来いですけどね！」

「おまえの鼻息が荒あらいのが気持ち悪いわ」

「でも、どうして体操服にブルマや短パンなんですかねぇ」

　椥辻は首を捻ひねっていたが、それは烏丸も同じ思いだった。




　ふつう教練は戦せん闘とう服で行う。跳とんだり跳はねたり駆かけたり登ったり下りたりするのは魔ま妖ようと戦うときであるから、魔妖と戦うときの恰好で行うのが当然だ。それなのに今は体操服とブルマで集合ときたものだ。武庫川が疑問に思うのも無理はない。

「あ……あ～～、えぇと」

　引き攣つった笑みを浮うかべて淀屋橋は言葉を探す。

「大おお泊どまり少しよう佐さが言うには、学生っぽい雰ふん囲い気きを出したいから体育の授業っぽくしてみました、のだそうよ？」

「意味がわかりませぇン」

「ええ、わたしもよくわからないわ」

　と応こたえた朱鷺瑚だが、じつは上の狙いは聞かされている。

　この教練の本当の狙ねらいは、体力増進でもなく格かく闘とう技ぎの上達でもなく、貴船小隊と武庫川小隊の各員が向山春日と馴な染じみ親しくなること、なのだ。彼女たちの恰好は、そのために用意されたものである。

　向山は記き憶おくをなくしているから自分の年ねん齢れいもわからない。だが、少なくとも外見からは高校生か大学生くらいだと思われる。だったら体育の授業っぽくすればリラックスできるのでは。リラックスできれば、貴船小隊や武庫川小隊の隊員とも親しくなりやすいのでは。親善が深まれば、魔ア技シ補ス助トも効きやすくなるかもしれない。
















　上層部には、というか、二乃瀬大佐にはそんな思惑があった。

　淀屋橋は呼び出された際、それを本人から直じかに聞かされている。

「向山春日がリラックスできるような仕し掛かけはこちらで用意するから」

　と、二乃瀬はそうも言っていたから、教練の際に着る物が体操服にブルマと指定されたとき、淀屋橋は、あぁそういうことかと思えたのだが、何も聞かされていない貴船や武庫川たちには、完全に意味不明だろう。とはいえ、そこをあからさまにはできない。貴船も武庫川も自分たちが淀屋橋小隊のバックアップとして育てられようとしているとは思っていない。それを言ってしまったら、彼女たちのモチベーションが下がる。

　淀屋橋としては、その辺、言葉を濁にごすしかなかった。

「上の狙いはよくわかりませんけど、上には上の考えがあるのでしょう」

「そうだな。現場指揮官が上の真意を忖そん度たくしていても始まらない。これはこれで行くしかないだろうな」

　自分の出で立ちを見下ろしつつ、貴船がため息混じりにそう言うと。

「小隊長、意外と似合ってるじゃないすか」

　などと三室戸が茶々を入れてきた。

「意外と、というのは、お互たがい様さまだな、三室戸」

「うぐぅ」

「じゃ、まずは柔じゆう軟なん体操をしましょう。小隊は五人なので、一人余りますね。向山君」

「あ、はい」

　呼ばれて向山が進み出てくると。

「じゃ、向山二士の相手は、意外とブルマがお似合いな貴船中ちゆう尉いにお願いしますね？」

「はぁ？　え？　いや、え？」

　貴船は驚おどろきに目を見開いて淀屋橋を見つめる。

「あら。聞こえませんでしたか？　ではもう一度、繰くり返しますね。柔軟体操、貴船中尉は向山二士と組んで行ってくださいね？」

「いや、なんで、わたし……が？」

「それはもう、貴船中尉がいちばんブルマがお似合いだからです」

「ぶふっ」

「ぷぷっっ」

　貴船小隊員から笑いが漏もれた。

「よろしくお願いします、貴船中尉」

　向山が様にならない敬礼を送ってきた。

「う……ま、まぁ、いいんだけど」

　少し視線を逸そらし気味にして貴船が応えた。

「小隊長が照れてる？」

「可愛かわいい～～」

「殺すぞ、おまえら」

「顔を赤くして凄すごまれてもね～」

　ぐぬぬぬ、と歯は嚙がみしている貴船の眼前に立った向山が、嬉うれしさを隠かくそうともせずに満面の笑えみで呼びかける。

「じゃ、貴船中尉、始めましょうか」

　貴船が、びくぅっと上体を引いた。

「お、おおう」

「小隊長がきょどってる」

「可愛い～～」

　いつもの威い厳げんはどこかへ吹ふっ飛んでしまった貴船だった。

「えっと、武庫川中尉のところで余る人は、わたしとお願いします」

　淀屋橋がそう言うと、すかさず武庫川中尉が手を上げた。

「わた～し。わた～しがトキーコの相手をするでぇす」

（なんだってぇぇえ!?）

　その場に居合わせた残り十四人の顔色が変わった。

（おいおい、二師団の巨きよ乳にゆうツートップが二人で組んで柔軟体操とか！）

（どんな恐おそろしい光景が現出するんだ！）

（揺ゆれる。それはもう恐ろしく揺れるぞ）

（揺れるだけじゃない。弾はずむぞ？　弾はじけるぞ？）

（これを見ずして何を見るというのか！）

　柔軟体操を始めたはいいが、誰だれも彼も気がそぞろで、淀屋橋と武庫川の二人にあからさまな視線を向けている。向山など、ガン見である。貴船もそれを注意したりはしない。というか、二人揃そろってガン見だった。

　背中を合わせて屈くつ伸しんしたり、両手を組んで体側を伸のばしたり、開かい脚きやくして前ぜん屈くつしたり。その度たびに二人の特大の胸が揺れ、弾む。

「ありがとうございます。ありがとうございます」

　椥辻が淀屋橋と武庫川に向かって手を合わせ拝み出した。

「ちょっと、みんな」

　柔軟体操を止めた淀屋橋が、周りの隊員を睨にらみつける。

「真ま面じ目めにやらないと、個人名を挙げて大泊少佐に報告しますけど？」

　そんなことをされたら、大泊から全ぜん裸ら柔じゆう軟なん体操を命じられかねない。全員が慌あわてて柔軟体操を再開させた。
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　午前中いっぱいをかけて臨特中の面々は、用意された教練プログラムを熟こなしていった。全員の恰好のせいでもないだろうが、和わ気き藹あい々あいとした雰囲気で、貴船小隊や武庫川小隊の面々と向山の交流も滞とどこおりなく進んだとは言えるだろう。

　教練が終わると、昼食である。

　全員が食堂へ移動して昼食を摂とることになったのはいいのだが、みな体操服とブルマのままだったから、居合わせた他ほかの団員から指を差されて笑われた。三室戸や烏丸を始め、何人か血の気の多い者がいきり立ったが、にこやかな顔で淀屋橋に注意され、立ち上がった者もおとなしく席に座った。

　笑顔の淀屋橋ほど怖こわいものはないという事実は、元淀屋橋小隊の五人だけでなく、貴船小隊や武庫川小隊にも知れ渡わたっているようだった。

　臨特中の面々は食堂中の注目を浴びながら体操服とブルマのままで食事を摂ったが、自分たちに向けられる好こう奇きの視線が気になって、食事を味わうどころではなかった。

「なんだろうな、この居い心ごこ地ちの悪さは」

　烏丸がそう言うと、太秦が、そうね、と頷うなずいた。

「戦闘服も体操服とブルマくらいにはキワモノなのにね。キワモノというか、色物？」

「誰もが戦闘服だから。ヌーディストビーチへ行くと、服を着ているほうが悪目立ちするのと同じでは」

「おお、なるほど。鋭するどいな、墨染」

「こんな好奇の視線に囲まれてたら、ろくに食事の味がしませんよう」

　と椥辻が言うと。

「おまえにも、そんなふつうの感覚があるんだな」

「え？　何を言ってるんですか、烏丸副長。わたしほどふつうの女子はいませんよ」

「どの口がそういうことを言うかな」

「たしかに椥辻士長は腐ふ痛つうの女子。ちなみに椥辻士長の場合、ふつう、は、腐くさって痛いと書く」

「上う手まいな、墨染！」

　話を聞いていた貴船小隊や武庫川小隊の隊員から拍はく手しゆが湧わいた。

「みんな、酷ひどすぎませんかぁ」

　泣きそうな顔で椥辻が周りを見回すと、貴船小隊の深草が真面目な顔で応こたえてきた。

「わたし、淀屋橋小隊と一いつ緒しよに中隊に組み込まれるって実家の母親に電話したら、腐ふ菌きんだけは伝う染つされるなって注意された」

　中隊員のあいだで爆ばく笑しようが起き。

「酷すぎる～～」

　椥辻が泣いた。

「ほら、みんな、手を休めない。早く食事を済ませて場所を移動しましょう？」

　どうしても好奇の視線が気になってしまう淀屋橋としては、一刻も早くこの場を立ち去りたかった。

　何しろ彼女の隣となりには体操服にブルマ姿の武庫川が座っている。もちろん淀屋橋も体操服にブルマ姿だ。二人とも胸むな元もとはハミ乳しそうなほど大きく盛り上がり、サイズの小さなブルマは見事なハイレグっぷりだった。おかげで食堂中の好奇の視線の八割方は淀屋橋と武庫川に集まっている。他の隊員も食事に集中できていないが、集中ができない度合いは、淀屋橋のほうが深刻だった。いっぽうの武庫川は周囲の視線が淀屋橋ほど気になっていないらしく──アメリカ育ちの為なせる業わざなのか──先ほどから淀屋橋に対してやたら話しかけたり、

「トキーコ、あ～ん」

　などと言って箸はしで摘つまんだ卵焼きを差し出してくるから始末に負えない。

（はぁ、もう。初日からこれでは、この先が思いやられるわね）

　淀屋橋は内心で深く大きくため息を吐つくことしかできなかった。
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　午後は水練だ。

　江え古ご田たの森もり駐ちゆう屯とん地ちにプールはないため、水練は近くにある休校中の高校の屋内プールを借りて行っている。食堂で昼食を摂ったときのように他の隊の隊員の目に触ふれないで済むのが淀屋橋にはありがたかったが、それは烏丸たちも同様だ。

　近所の高校まで移動し、更こう衣い室で体操服とブルマを脱ぬぐと、武庫川（と向山）を除く十四人は大いに安あん堵どの息を吐はいた。

「ようやくブルマから解放された」

　と烏丸が言うと、すかさず太秦が応じた。

「ブルマから解放されたというよりも、ブルマを穿はいたわたしたちを見る好奇の視線から解放されたと言うべきかしらね」

「だな。しかし」

　下着も脱いで全裸になると、烏丸は用意された競泳水着に足を通す。足を入れた水着を引っ張り上げながら、烏丸はチラッと淀屋橋に視線を走らせた。

　淀屋橋は体操服とブルマを脱いで下着姿になったところだ。下着といっても、体操服とブルマで教練をしていたわけで、いつものゴージャスなブラとぱんつではなく、スポーツブラとスポーツパンツだったが。

「ハイレグ競泳水着の朱鷺瑚さんと武庫川中ちゆう尉いを中隊で独どく占せんできるのは嬉しいよな」

　師団の水着は新素材の膝ひざや肘ひじまでを覆おおうタイプではなく、極ごく薄うす素材のハイレグ競泳水着だった。とはいえ、一秒を削けずるために体を限界まで締しめ付けるような競技者専用の高価なタイプではないから多少の余よ裕ゆうはあるのだが、いわゆるスク水と呼ばれるような水着とはフィット感が違ちがう。

　またもや太秦がツッコんできた。

「朱鷺瑚さんを独占というより、朱鷺瑚さんのおっぱいを、だけどね」

　すると、武庫川小隊の北大路が憤いきどおったような目を烏丸や太秦に向けた。

「くそぉ。うちの小隊長のおっぱいが貴様らの目の保養になってしまうなんて、な～んか悔くやしい」

「まぁ、そう言わないでよ、北大路曹そう長ちよう。その代わりにうちの朱鷺瑚さんのおっぱい観賞券を上げるから」

「そんな物もらって喜ぶと思ったか!?　喜ぶわ！　大喜びだわ！」

「北大路曹長がノリツッコミを!?」

「ノリツッコミというより、ツッコミボケよね、今の」

　と太秦が冷静に指し摘てきする。

「あ～、ごほん」

　わざとらしい咳せき払ばらいをしつつ、北大路がことさら抑おさえた声で言った。

「わかった。それで手を打とう」

「北大路曹長も好きだねぇ」

　烏丸が揶や揄ゆするように言うと、北大路は胸を反らせるようにして断言した。

「おっぱいが嫌きらいな女子などいない」

「え～～？　そこは男子って言うところじゃないの？」

「じゃあ、烏丸は嫌いなのか？」

「もちろん大好きだけど？」

　烏丸と北大路は顔を見合わせてにやりと笑う。

「武庫川中尉のおっぱい、いえ～～」

「淀屋橋大たい尉い見習いのおっぱい、いえ～～」

　二人が上げた手をパシッっと合わせると、少し離はなれたところで着き替がえ中だった淀屋橋が二人に疑いの眼まな差ざしを向けてきた。

「セッちゃん、なんの話をしているのかしら？」

「いえ？　なんの話もしてませんよ？」

「烏丸曹長の言うとおりです。うちの小隊長と淀屋橋中隊長の、水着に包まれた素す敵てきおっぱいをみんなで観賞しようとか、そんな話はしてません」

「まぁ、いやだ。北大路さんも一度、死んでみる？」

　ピキピキとこめかみに青筋を浮うかべたままにこやかな笑顔を向けてくる淀屋橋に、北大路が震ふるえ上がった。

「めめめ、滅めつ相そうもない」

「真面目に水練をしてくださいね？」

「ももも、もちろんです」

　淀屋橋が着替えに戻もどった。

「恐こえぇ～～、淀屋橋大尉見習い、恐こえぇ～～」

　冷ひや汗あせを流しながら北大路は水着を引っ張り上げ、肩かた紐ひもに腕うでを通した。

「烏丸は、ずっとあの人の下だったのか。よく今まで生きてこられたな」

「大げさな」

　と苦く笑しようする烏丸だが。

「朱鷺瑚さん、たしかに恐こわいけど、優やさしいところもあるんだよ」

「そうか。そうなんだろうな。うちの隊長も天然でドジっ娘こだけど、部下思いのいい人だからな」

「隊長になる人は、だいたいそんなものかもね」

「ってことは、わたしは隊長にはなれないな」

　と北大路が言うと、烏丸が、あれ？　と首を捻ひねった。

「あたし、副長になっちゃったけど大だい丈じよう夫ぶかな。朱鷺瑚さんは中隊長だから、うち、実質的にあたしが指揮官なんだよな」

　北大路がチラッと烏丸の顔に視線を走らせ、そして言った。

「なんとかなるんじゃないの？　ほら、地位が人を作るとか言うし」

「そうかなぁ。だったら北大路曹長も隊長になれるでしょ」

「う～ん、どうなんだろうな。ま、お互たがい頑がん張ばるしかないな」

「そうだね。ま、それはそれとして」

　烏丸が少しだけ顔を横に向け、更衣室の隅すみのほうで着替えている淀屋橋と武庫川を盗ぬすみ見た。

「今は目の前にある素敵おっぱいの観賞に注力したいけどね」

「異議なし」

　肝かん心じんの淀屋橋と武庫川は水着を着るのに苦戦していた。サイズが小さめだった……いや、サイズ自体は小さくはない。二人のバストサイズに比べて胸回りが小さかったのだ。

　元々、競泳水着は体の凹おう凸とつを抑えるデザインと作りになっている。つまりサイズが合っていたとしても、ジャストフィットする代しろ物ものなのだ。二人のバストサイズが同じ身長の常人を遥はるかに超こえているとなると、簡単に水着に収まりきらないのも当然と言えるだろう。

　すでに着替え終えていた残りの十三人は、悪あく戦せん苦く闘とうしながらバストを水着に押し込んでいる二人の様子を、憧あこがれと羨せん望ぼうと悔しさの入り混じった顔で見つめているのだった。
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　水練は二時間ほど続けられた。

　こと泳ぎとなると、中学時代に全ぜん中ちゆう──全国中学校大会──出場経験のある円町の独どく壇だん場じようだったが、水練は泳ぐだけではない。潜せん水すいになると、烏丸や三室戸、須崎などが健けん闘とうした。水中での格かく闘とう戦は淀屋橋が圧あつ倒とう的な強さを見せた。

「くっくくくっ、朱鷺瑚さんのおっぱいを合法的に揉もみ拉しだいてきますよう」

　などと嘯うそぶいて意い気き揚よう々ようとプールに入った椥辻だったが、僅わずか二秒で淀屋橋に沈しずめられた。揉み拉くどころか、指先さえ届かないという惨ざん敗ぱいだった。

「バカだな～、あいつ。朱鷺瑚さんの強さは嫌いやというほど知ってるだろうに」

　と烏丸は天を仰あおぐ。

　続いて、武庫川小隊の門真、貴船小隊の棚倉と、二人の勇者が挑ちよう戦せんしたが、いずれも歯が立たなかった。

「ダメだ。元ＳＰの朱鷺瑚さんには誰だれも敵かなわない」

　烏丸以下、恐おそれをなした残りの隊員がプールサイドから淀屋橋を見ていると。

「どうしたの、もう終わり？　それじゃ水練にならないわよ？　なんだったら二人がかり、三人がかりでもいいのだけど？」

「そこまで言われたら行くしかないな」

　と腕を回しながら烏丸が進み出ると、北大路も続いた。

「よし、わたしもやろう」

　円町も手を上げた。

「わたしも混ぜてください。元水泳部の沽こ券けんに関かかわりますんで」

「三人でもいいかな、朱鷺瑚さん」

　烏丸が訊きくと、水に浮かんだまま足だけを動かしている──立ち泳ぎの体勢だ──淀屋橋は、お出いで、と言うように右手を水から出して、くいくいと指を動かした。

「やったるか」

　烏丸が両手でぴしゃりと頰ほおを叩たたく。

「敵わないまでも一いつ矢し報むくいる。一揉みしてやる」

「おおっす！」

　烏丸、北大路、円町が三方向からプールに入った。そしてプールの中央に陣じん取どる淀屋橋目がけて抜ぬき手てで泳ぎ寄っていく。長さは二十五メートルで、七コースしかないプールだから、三人はすぐに淀屋橋の近くまで達した。

　三人も立ち泳ぎの体勢になって、じりじりと包囲の輪を縮めていく。

　最初に動いたのは淀屋橋の右後方から近づいていった北大路だった。抜き手とばた足で一気に距きよ離りを縮め、淀屋橋の肩かたに手をかけようとする。だが、淀屋橋の反応の早さは北大路の思おも惑わくを超えていた。水中を蹴けって腰こしから上を空中に浮かせた淀屋橋は、そこで頭を下に向け、飛び込むように水に潜もぐった。目標を見失った北大路の腕が虚むなしく空くうを摑つかむ。次の瞬しゆん間かん、北大路の体が沈んだ。

「ぐばぁっっ！」

　淀屋橋が水中から北大路の足を摑んで引きずり込んだのだ。

「ヤバっっ！　北大路曹長がやられる」

　慌あわてて烏丸と円町が、二人がいたところを目指して泳ぎ寄る。

　さすがに元水泳部、円町のほうが烏丸より早くそこに達した。だが、すでに北大路と淀屋橋の勝負は決していた。ぷかり、と北大路の体が仰あお向むけに浮かんできた。と思った次の瞬間、今度は円町の体が水中に引きずり込まれる。

「なんのぉっっ」

　泳ぎなら負けていない。円町は巧たくみに手足を動かしながら淀屋橋の腕を振ふり切った。そこへ烏丸も参戦していった。

「誰かマナーツを引っ張り上げてくださ～イ」

　プールサイドで武庫川が声を張り上げた。

　慌てて曽根や須崎といった武庫川小隊の隊員がプールに飛び込み、仰向けに漂ただよっている北大路を引っ張ってきてプールサイドに上げた。

「どうですカ？」

「気絶してるだけです、問題ありません」

「とくに水も飲んでいないようですね。一いつ瞬しゆんで絞しめ落とされたのでは？」

「さすがトキーコ、恐るべき腕でぇス」

　武庫川は改めて尊敬の眼差しをプールのほうへ送るのだった。

　水中の格闘戦はなおも続いている。両者とも、相手の腕を摑もうとしつつ、相手の腕を振り払はらう。その間も、水中では蹴り合いが行われている。立ち泳ぎしながら、片足を繰くり出して相手の下半身を蹴るのだ。手て数かず──というか足あし数かずは圧倒的に淀屋橋のほうが多い。

　円町が非勢なのを見て、烏丸が淀屋橋に摑みかかろうとするのだが、淀屋橋は円町の周囲を巡めぐるように巧みに位置を変え、体勢を変えるので、烏丸もなかなか飛びかかれない。立ち泳ぎの上う手まさも淀屋橋のほうが一枚上うわ手てだった。とうとう円町が悲鳴を上げた。すでに足や腰に何発も蹴りを喰くらっていて、その痛みが激しくなってきた。

「ごめん、烏丸さん、わたしギブ！　これ以上やったら再起不能になりそう」

　円町は弱々しい抜き手で淀屋橋から離れていった。

「残るのはセッちゃんだけね」

　にっこりと笑いながら、淀屋橋が体の向きを変える。

（朱鷺瑚さんと一対一とか、ヤバすぎる）

　震え上がる烏丸だが、何もしないままギブアップするのも癪しやくな話だ。

　敵わぬまでも一矢報いようと覚かく悟ごを決める。

（一矢っていうか、一揉みだけど）

　烏丸は立ち泳ぎしながら、慎しん重ちように間合いを詰つめていく。

「相手が三人いたのに、二人を各個撃げき破はして、最後には一対一の局面に持っていくとか、上手いな、大たい尉い見習い」

　食い入るように四人の水中模も擬ぎ戦を見つめていた貴船が感心の声を上げた。

「そうっすね。円町、泳ぎは上手いけど、蹴り合いじゃ分が悪かったですね」

　と三室戸が応じた。

「だな。次は水泳の選手じゃなく、水球の選手を用意すべきだな」

「なるほど。水球の選手なら、水の中での蹴り合いはお手の物ってことですか」

　などと貴船や三室戸が真しん剣けんに格闘戦の論評をしている横で、椥辻と墨染も声を落として話をしていた。

「プールの中にカメラ持ち込んで、底から見上げるアングルで狙ねらったら、素す敵てき映像が撮とれるのにぃ」

「相変わらず椥辻士長の発想が酷ひどい。でも、もしそんな素敵映像が撮れたら、ぜひ売っていただきたい」

「まぁ、撮れないんですけどねぇ」

「そうだね。一度、着き替がえを盗とう撮さつしようとして、あっさりばれていたよね」

「あのときはマジで殺されるかと思いましたよう。なんであんな超ちよう小こ型がたカメラに気づけるんですかねぇ」

「それなのに、まだ朱鷺瑚さんの素敵映像を撮さつ影えいしようと考える椥辻士長の根こん性じようは、賞賛に値あたいすると思う」

「おや？　珍めずらしく墨染一士に褒ほめられましたよう」

「褒めてはいない」

　プールサイドで見ている者たちが囃はやしたり歓かん声せいを上げたり手を叩いたり応おう援えんしたりしているあいだに、ついに最後の決戦が始まった。

　間合いを詰め合った淀屋橋と烏丸が、腕うでを伸のばし、相手を摑みにかかったのだ。同時に足を繰り出して相手の足や腰を蹴ろうとする。

（ぐっ！　朱鷺瑚さんの蹴りが重い。こんなのを何発も喰らったら、青あざだけじゃ済まないわ。円町がギブしたのも無理ないな）

　と思うものの、これだけ接近した以上、蹴りを喰らわないわけにはいかない。右足を前に出してなんとか蹴りをガードしようとする烏丸だが、ガードのために上げた右足を蹴られるし、それが痛いから始末に負えない。

（ダメだ。長期戦になったら勝ち目がない。こうなりゃ死なばもろとも作戦で！）

　蹴られるのもかまわず、烏丸は一気に間合いを詰めた。足だけじゃなく、腹部や腰にもびしばしと蹴りが入る。

（痛い痛い痛い！　くっそ～～、もうちょっと！）

　淀屋橋の蹴りはかなり痛かったが、烏丸は我が慢まんして泳ぎ寄った。

（このまま抱だきついて朱鷺瑚さんの自由を奪うばう！）

　烏丸が淀屋橋の上半身にしがみつく。両足を淀屋橋の腰に絡からめ、顔をお腹なかに埋うずめるようにして相手からの攻こう撃げきを防ぎつつ、右手を伸ばす。

「あっ、勢い余って手が滑すべった！」

　わざとらしい言い訳をしつつ、烏丸は伸ばした右手で淀屋橋の胸に手を置いた。本当は摑みたかったが、競泳水着が淀屋橋の胸を押さえつけているので、それは叶かなわない。

「あ、ちょ！」

「うわぁ、手が滑りまくる～～」

　烏丸は淀屋橋の左胸に置いた右手をもぎゅもぎゅと動かした。

「やだ、セッちゃん、何するの!?」

　烏丸の死なばもろとも作戦は、淀屋橋を激高させただけだった。

　がし。

　淀屋橋の左手が烏丸の右の手首を摑んだ。摑んで、ぎりぎりと締しめ上げる。

「痛いた痛いた痛いた！」

　淀屋橋の握あく力りよくは女子とは思えないほど強力だ。

「セッちゃん、これ、わざとよね？　わざとわたしの胸を触さわって揉もんだのよね？」

　頭上から淀屋橋のひんやりとした声が降ってきて、思わず烏丸はお腹に埋めていた顔を上げた。

　静かな微笑ほほえみを浮うかべ、淀屋橋が烏丸を見下ろしている。菩ぼ薩さつのような微び笑しようとは、まさにこのことか。だが、淀屋橋から怒ど気きが溢あふれ出しているのが、烏丸にはビリビリと感じられた。外げ面めん如によ菩ぼ薩さつ内ない心しん如によ夜や叉しやとは、まさにこのことか。

「も～、セッちゃんたら。一度、死んでみる？」

（あ、死んだ。あたし、マジ死んだろ）

　淀屋橋は空いている右手を烏丸の頭頂部に載のせると、思いきり押し下げた。

　泡あわを吹ふきながら烏丸の頭が水中に沈んだ。烏丸は絡めた足を離はなして、必死に動かす。けれど淀屋橋の腕わん力りよくは強力で、おまけに体重も淀屋橋のほうが重い。烏丸は必死に水をかき、足をばたつかせたが、浮き上がることはできなかった。

　討魔士はみな鍛きたえているから、思いきり息を吸えば、二分や三分は息を止めていられる者が多い。けれど今は、いきなり沈しずめられたから肺に空気を送り込む余よ裕ゆうがなかった。なお悪いことに、沈められたとき反射的に息を吐はいてしまった。烏丸の肺の中の空気残量はそれほど多くない。

　三十秒……四十秒……五十秒。

　プールサイドで様子を見ていた太秦が立ち上がる。

「不ま味ずいわね。あのままだと、烏丸、本当に死ぬわよ？」

「いやいやいや、いくら朱鷺瑚さんでも、そこまではしないんじゃないですかぁ？」

　椥辻がそう言うと、太秦はあまり熱のない声で応じてきた。

「だといいんだけど」

「止めたほうがいいような気がする」

　墨染が、すっくと立ち上がった。

「向山春日、来て」

　それまで熱心に競泳水着女子による水中格かく闘とう戦に見入っていた向山が、驚おどろいたような顔を墨染に向けてきた。

「え？　僕ですか!?」

「いざというときに頼たよりになるのは、やはり男子」

　そう言うと、墨染はプールに飛び込んだ。向山は曖あい昧まいな顔で頷うなずくと、墨染のあとを追ってプールに飛び込む。

「仕方ないわね」

　太秦もあまり乗り気ではない様子でプールに入った。

「わたしも水中カメラを持っていれば追いかけるんですがねぇ」

　椥辻は三人に向かって手を振ることしかしなかった。
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　烏丸を沈めている淀屋橋に近づいたところで、墨染が泳ぎを停止した。

「向山」

「はい、墨染さん」

「もう一分以上経過した。ぐずぐずしてはいられない。すぐに朱鷺瑚さんを止めて」

「え？　でも、どうすれば？」

「飛びかかるしかない」

「いいんですか？」

「いいも悪いも、そうしないと烏丸副長が死ぬ」

「わ、わかりました」

　向山はゴクリと唾つばを吞のむ。

「飛びかかったとき、朱鷺瑚さんの体に触れてしまうのは仕方のないこと」

「はい？」

「仕方のないこと。何しろ烏丸曹そう長ちようの命が懸かかっている」

「あ、ああぁ、はい、わかります」

「行って」

「了りよう解かいです」

　向山はがむしゃらなクロールで淀屋橋に向かって近づいていった。

　立ち泳ぎしている墨染の横まで太秦が進み出た。

「墨染、あなた、向山を焚たきつけてどうするの。烏丸の二にの舞まいになるわよ？」

「その隙すきに烏丸曹長を助ける。大だい丈じよう夫ぶ。絞しめ殺されるにしろ蹴けり殺されるにしろ、朱鷺瑚さん相手なら向山も本ほん望もう」

「あなた……割と酷い女よね」

「自覚がないこともない」

　太秦は、はぁ、とため息を吐ついた。

「まぁ、いいけど」

「向山が朱鷺瑚さんの注意を引いているあいだに烏丸副長を」

「わかったわよ」

　墨染と太秦は大きく迂う回かいして淀屋橋の背後へと泳いでいった。

　クロールで突とつ進しんしてきた向山は、その勢いを殺さず、顔を上げて淀屋橋に体当たりした。

「淀屋橋さん、抑おさえて！　抑えてください」

「あ？」

　クロールの選手がゴールするときのように、向山の右手が勢いよくタッチされた。柔やわらかくて弾だん力りよくのある物に。

「あ、あれ？」

　淀屋橋のお腹に頭から衝しよう突とつした向山が、自分の右手から受ける感かん触しよくに、もしやと思って見上げると、たしかに右手は淀屋橋の胸にタッチしていた。淀屋橋が烏丸を手放した。そして向山の両手首を捕つかまえる。

「わざとね？　向山君もわざとやったのね？」

「ち、違ちがいます、これは事故、そう、不幸な事故……痛いた痛いた痛いたっ！」

「太秦曹長、今のうちに烏丸副長を」

「あ、ああ、うん」

　ぐったりと脱だつ力りよくして浮かんだ烏丸の背後から、太秦は立ち泳ぎしながら右手で抱かかえた。溺おぼれた者を救助する場合は、背中の側から近づくのが常識だ。立ち泳ぎしつつ右手で烏丸の体を抱かかえた太秦は、そのまま左手で水をかいてプールサイドのほうへ泳いでいく。その間かん、向山は淀屋橋に抱きついた恰かつ好こうのまま一方的に殴なぐる蹴るの暴行を受けていた。

「痛い、死ぬ、痛い、死んじゃいます、淀屋橋さん、やめて！　やめてくださいぃ！」

「向山春日、君の尊い犠ぎ牲せいは烏丸小隊で長く語り継つがれると思うから成じよう仏ぶつして」

　墨染は、淀屋橋から距きよ離りを取ったところで立ち泳ぎしながら、悲鳴を上げている向山に向かって合がつ掌しようした。

　一方、プールサイドで淀屋橋の暴れっぷりを見ていた貴船は、思わず隣となりの三室戸に声をかけていた。

「なあ、三室戸」

「なんですか、小隊長？」

「わたし今、暴れている淀屋橋中隊長を見てて連想したものがあるんだ」

「何をですか？」

「昔、動物園で見たゴリラ」

　三室戸は噴ふき出しそうになるのを必死で我慢してから、小さな声で言った。

「小隊長、それ、絶対に口にしないほうがいいですよ。死にたくなかったら」

　貴船が大おお真ま面じ目めな顔で頷いた。

「ああ。絶対に口には出さないよ。おまえも忘れてくれ」

「はい、忘れました」
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　プールサイドに引っ張り上げられた向山は、太ふと腿ももやお腹、腰こしや背中と、至る所が青あざだらけだった。

「墨染さん、酷ひどい……」

　プールサイドに仰あお向むけに寝ね転ころがった向山が、涙なみだ目めになって恨うらめしそうに墨染を見上げる。

　そんな彼に、墨染は、ごめん、と手を合わせた。

「でも、おかげで烏丸曹長は一命を取り留めた。向山は烏丸曹長の命の恩人」

　向山は、はぁぁ、と切ないため息を吐ついた。

「それは光栄ですけど。逆に僕が死ぬところでしたよ」

「大丈夫。朱鷺瑚さんは死なないギリギリのところで手加減してくれる」

「いえ？　それ、全然大丈夫じゃないですけど!?」

　死ぬギリギリのところって、もはや拷ごう問もんだと思う向山だった。

　太秦が水から上がった淀屋橋の前に立つ。

「朱鷺瑚さんも、少しは自重して」

「でも、あれはセッちゃんが」

「たしかに烏丸は不ぶ躾しつけで無ぶ遠えん慮りよで無ぶ頼らいの輩やからだけど、だからといって死ぬような目に遭あわせたらダメでしょう？」

「う……はい」

「そうですよう。烏丸曹長みたいな生命力溢れる生物だったからよかったものの、わたしだったら死んでますよう」

「人を野生の……動物みたいに……言うな」

　向山同様、プールサイドに横たわったままで息も絶え絶えでツッコむ烏丸だった。

「朱鷺瑚さんは水中でも陸上でも他ひ人とより強いのだから、そこは弁わきまえておいてね、という話よね」

「ごめんなさい」

　淀屋橋はしゅんとうなだれ、太秦に頭を下げた。

「おい、太秦の奴やつ、凄すごいな。淀屋橋大たい尉い見習いを𠮟しかってるぞ」

「さすがにお嬢じよう様さまだけのことはありますね」

「お嬢様は関係ないだろ」

　貴船と三室戸が、そんなひそひそ話をしていると。

「セッちゃんも、ごめんなさいね」

　淀屋橋は烏丸にも頭を下げた。

「あ、いや、まぁ……元はと言えば悪ノリしたあたしが……悪かったんで、気にしないで……いや。やっぱ少しは気にして欲しい。ホントに天国の扉とびらが見えたし」

「見えたの地じ獄ごくの扉ではない？」

「うるさいよ、墨染は」

「わたしもやり過ぎだったわ。本当にごめんなさい」

　もう一度、烏丸に頭を下げた淀屋橋は、プールサイドに転がっている向山のところへと歩み寄っていった。

「向山君も青あざだらけだけど、大丈夫？　ごめんなさいね」

（うわぉ。寝転んだまま立ってる淀屋橋さんを見上げると、いろいろ凄いことに）

「はい？　何か？」

「いいえ、全然なんでもありません」

　いつまでもこの素す敵てきな光景を堪たん能のうしていたいところだが、それでは淀屋橋に気づかれてしまうかもしれない。気づかれたらまた恐こわい目に遭う。向山はゆっくり上体を起こした。

「ちょっと痛かったけど大丈夫です。このくらい、二、三日経たてば、いや四、五日かな？　自然に消えますよ」

「ごめんなさいね。でも、最初に向山君がわたしの胸に触さわったのが悪いんですからね」

「あ、はい、ごめんなさい」

「いえ、わたしもやり過ぎたので、ごめんなさい」

「いえいえ、僕のほうこそすみません」

　二人が謝罪合戦をしていると、貴船小隊や武庫川小隊の隊員が周りに集まってきた。

「いや～～、頑がん張ばったと思うよ、向山二士は」

「頑張った、頑張った。さすがに男子だ」

「それに比べて、うちの円町はだらしない」

「本当にね。早々にギブして逃にげ帰るとか」

「ちょ？　あなたたち、あの蹴りを喰くらってないからそんなこと言えるんですよ！」

「たしかに淀屋橋大尉見習いのキック力は凄いすね」

「キックもだけど、握あく力りよくも凄い。林りん檎ごを握にぎり潰つぶしてジュースを作る勢い」

「それは言い過ぎです、ケイちゃん！」

　プールサイドでへばっている烏丸と向山の周りに集まった一同から笑いが漏もれる。

　死人も重傷者も出すことなく、水練の時間は終わりを告げたのだった。
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　そうして数日が過ぎ。

　訓練に座学に食事にと、臨特中の十六人はつねに共に行動した。

　おかげで向山は貴船小隊員や武庫川小隊員とも親しくなっていった。

　それは二乃瀬や大泊の狙ねらい通りだったが、本当にそれで魔ア技シ補ス助トが効果的に受けられるようになるかどうかは、まだ五ご里り霧む中ちゆうという状態だ。

　実際に魔ア技シ補ス助トを受けてみない限り、親しくなった効果のほどはわからない。

　臨特中が編制された翌週。

　いよいよ魔ア技シ補ス助トの実地訓練が行われることになった。
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　翌週月曜日の朝九時──。




　朝食を摂とり終えた臨特中の十六名が駐ちゆう屯とん地ちのグラウンドの一角に集合した。

　今回の廃はい区く遠えん征せいの目的は、魔ア技シ補ス助トの実地テストである。貴き船ぶね小隊員と武む庫こ川がわ小隊員が向こう山やまの魔ア技シ補ス助トを受け、どれだけ魔マ技ギの威い力りよくを高めることができるか。貴船小隊の中には以前に一度、魔ア技シ補ス助トを受けている者がいるから、彼女たちの魔マ技ギが今回と前回ではどのくらい違ちがっているのか測れば、それが指標となる。

「あのときはおっぱいを触られて大変でしたけどね」

　と三み室むろ戸どが淀よど屋や橋ばしたちに愚ぐ痴ちをこぼす。

「今回もそんなことをしたら、わたしが握り潰しますから安心してくださいね？」

　何を？　とは訊きかない。向山がすけべなことをして握り潰されるとしたら、あのタマしかない。

「お願いしま～す」

　三室戸が淀屋橋に向かって頭を下げると、向山はブルブルと首を横に振ふり、ふるふると右手を振った。

「今回は、あくまで魔マ技ギのテストですから、廃区の奥までは行きません。少し入ったところでテストを実じつ施しします」

　淀屋橋がそう言うと、烏丸からすまが情けなさそうな顔で応じた。

「といっても、空に向けて撃うつってのもなぁ。空くう砲ほうだと、どれだけ威力があるのかがよくわからないんだよな」

「そうね。できればＤ級かＣ級が一体、二体くらい出てきてくれればいいのにね」

「やめてくださいよう、太秦うずまさ曹そう長ちよう、そんなこと言うのは～。それ、Ｓ級が出てくるフラグですよう」

「ビビリだな、椥なぎ辻つじは」

「このあいだ死ぬような目に遭ったばかりなのに、烏丸曹長が度胸ありすぎなんですよう。胸はないのに、どこにそんな度胸が詰つまっているんですかねぇ」

「死なすぞ、この野や郎ろう！　っていうか、あたし、いま副長じゃん。よ～し、Ｓ級が出たら椥辻に単独の突とつ撃げきを命じてやる」

「烏丸副長が酷ひどすぎますよう。淀屋橋中隊長、なんとかしてくださいよう」

「セッちゃん、部下を虐いじめてはダメよ？」

「え？　あたし、今までさんざん朱と鷺き瑚こさんから殴なぐる蹴けるの虐めを……」

「はい？　何か言ったかしら？」

「なんでもないっす～」

「それじゃ、出発します。いちおう時刻合わせを」

　隣となりに立つ貴船に淀屋橋がそう言うと、彼女は右手を上げて大きな声を出す。

「は～い、それじゃ合わせるよ～。九時十じゆう二ふた分ふん五ご十じゆう二ふた秒びよう、五十三、五十四……五十八、五十九、はい、十三分〇まる〇まる秒！」

　全員が時刻合わせを行った。

「では、十五分に進発します。もう一度、ルートと目的地を確かく認にんしておいてね」

　という淀屋橋の声に各員がタブレットの画面を覗のぞく。

　ルート確認が終わると、各自、タブレットを背はい囊のうに押し込んだ。

「よし、出るぞ」

　貴船の号令に一同が顔を上げる。

「全体前へ！」

　先頭に立つ淀屋橋小隊が歩き出し、続いて武庫川小隊が、最後に貴船小隊が歩き出した。

　十六人は江え古ご田たの森もり駐屯地をあとにして整然と廃区内に進んでいった。
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　あの旧区役所での激げき闘とう以来、廃区内は割と落ち着いていた。特別に濃こい魔ま素そ隗かいが発生することもなく、Ｓ級魔ま妖ようの出現も確認されていない。第一いち師し団だんや第三さん師し団だんの担当地区でも同様だった。だから廃区の外がい縁えん部なら問題はない。大おお泊どまりはそう判断したから、淀屋橋中隊（臨特中）に廃区内での実地テストを命じたのである。

　廃区との境界線を越こえ、数百メートル進んだところで先頭を行く淀屋橋が足を止めた。

「セッちゃん、魔素濃のう度どは？」

「うす。おい、椥辻」

「魔素濃度は濃すぎず薄うすすぎず……といったところですかねぇ」

　淀屋橋は中隊指揮官で、実質的には小隊の指揮を烏丸が執とることになるから、淀屋橋はわざわざ烏丸経由で確認したのだが。

「っていうか、いちいちあたし経由ってのも面めん倒どうなんで、直じかに訊いちゃっていいんじゃないすかね。どうせ椥辻なんだし」

「どうせ椥辻という言い方が酷いと思いますけど～、わたしもそうですねぇ、直に訊いてもらったほうが簡単ですねぇ。朱鷺瑚さんが一いつ緒しよにいるのに、いちいち烏丸副長に答えるのも面倒ですしぃ」

　貴船辺りが聞いたら眉まゆを顰ひそめそうだが、形式主義が嫌きらいな淀屋橋は、あっさりと方向転てん換かんした。

「そう？　じゃ、そうするわね」

　淀屋橋が頷うなずくと、向山が茶々を入れてきた。

「僕にも直に訊いてくれていいですよ、淀屋橋中隊長」

「はい？　わたしが向山君に何を直に訊けばいいのかしら？」

「えぇと、スリーサイズとか？」

「お前のスリーサイズなんか聞いて、誰だれが喜ぶんだよ!?」

　と烏丸がツッコむと。

「あ、それ、知りたいですよねぇ」

「椥辻!?」

「向山の身長と、体重と、チン長」

　ぐふふふふ、と椥辻が嫌いやな笑い声を上げた。

「ダメだ、こいつ、腐ふ敗はいが止とどまるところを知らねえ」

「常勝不敗ならぬ情じよう調ちよう腐敗」

「墨すみ染ぞめ、あなた相変わらず上う手まいわね。座ざ布ぶ団とん一枚あげる」

「みんなが酷いですよう」

「酷いのはお前だ！」

　もう一度、烏丸がツッコんだ。

「いけしゃあしゃあと恥はずかしい単語を口にしてるんじゃない」

「チン長くらい、ふつうじゃないですかぁ」

「どこがふつうだ」

「そんな単語を恥ずかしげもなく口にする椥辻士長が腐ふ痛つう」

「ふつうなのか!?」

「だから、腐くさって、痛い」

「墨染の座布団が止まるところを知らない勢いで増えるわね」

「みんなが酷すぎますよう」

「だから！　酷いのはお前の腐れ度合いだと！　破は廉れん恥ちぶりだと！」

「そんなに怒おこってばかりだと、そのうち脳内血管が切れちゃいますよう？」

「こいつは……」

「はいはい、みんな、喧けん嘩かはそのくらいにして。後ろの部隊の人たちに聞かれたら困るでしょう？」

「べつに喧嘩しているわけじゃないですよう。わたしが何か言うと、すぐ烏丸副長が突つっかかってくるんですよう」

「おまえが余計なことばかり言うからだ」

「というか。そもそも向山が余計なことを言ったからではない？」

「そうだ。おまえのせいだ。おまえのせいで、わたしが朱鷺瑚さんに怒られたんだ。責任取れ」

「え～～？　そんなこと言われましても。責任取るって、どうすればいいんですか？」

「え？　いや、それは……」

　烏丸が言い淀んでいると。

「そのくらい、さくっと返しなさいよ」

　太秦に笑われた。

「そうですよう。責任取ってわたしのおっぱいを揉もめ、くらいの冗じよう談だんをさらっと言えないものですかねぇ」

「おまえのは冗談に聞こえないんだ！」

「まぁ、半分本気ですからねぇ」

「カガちゃん？」

「はっはい、朱鷺瑚さん」

「少し黙だまっていようか？」

　菩ぼ薩さつの笑えみを浮うかべた淀屋橋が首を巡めぐらせて椥辻を見やった。

「ね？」

　がくがくがく。

　椥辻は青ざめた顔でひたすら首を上下に揺ゆするその横で、唐とう突とつに向山が声を上げた。

「わかりました」

「は？　いきなりなんだ？　何がわかったんだ？」

　怪け訝げんそうな顔で烏丸が声をかけると、前を歩いていた向山が勢いよく振り返った。

「僕も男です、責任を取って結けつ婚こんしましょう」

「なぁあぁ!?　な、何を言ってるんだ、おまえは！」

「そんなに驚おどろかないでくださいよ。さくっと冗談を返してみただけです」

「あ、ああ、そう、冗談な。冗談だよ。わかってるよ」

「ぷぷっ」

　太秦と椥辻が小さく噴ふいた。

「な、なんだよ!?」

「烏丸、あんた、ホントにそういうのに免めん疫えきないわよね」

「うるさいよ。ほっとけよ」

「烏丸副長は男子とつき合ったことがないみたいですし、免疫がなくても仕方がないですねぇ。わたしなんか、つねに二ふた桁けたの彼氏と彼女がいますからねぇ、もう免疫と抗こう体たいだらけですよう」

「どうせ二次元の、でしょ？」

　と太秦が揶や揄ゆするように言うと。

「二次元だろうが三次元だろうが、つき合ってるのには変わりないですよう」

「大ありだと思うけど。というか彼女？　彼氏はわかるけど」

「わたし、男子に口説かれるのは大好きですけど、女子を口説き落とすのも好きなんですよねぇ」

「ダメだ、こいつ。本っ当にダメダメだ」

「今じゃＢＬゲーも美少女ゲーもフルボイスですからねぇ。声優さんの甘い声で口説かれると、頭がくらくらしてきて、思わず床ゆかの上を転がっちゃいますよう」

「もう救いようがないな」

「カガちゃん？」

　また淀屋橋が振ふり返ったので、椥辻は即そく座ざに口を閉じ、びしりと背筋を伸のばした。

「いつまでも無む駄だ話ばなししていると、口の中に手を突っ込んで舌を抜ぬき取りますけど？」

「もう言いません～。黙って歩きます～。一心不乱に行軍しますよう」

「椥辻士長の場合は、一心腐ふ乱らんにして一身腐乱。心も体も腐乱している」

「墨染が座布団タワーを作っちゃうわね」

　何か言いたそうに口を開きかけた椥辻だが、まだ淀屋橋が自分を見ているのに気づいて口を開くのを断念した。椥辻が黙り込んだおかげか、はたまた淀屋橋の視線の威い力りよくなのか、以降、淀屋橋小隊は静かに行軍を続け、ほどなく目的の場所についた。
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　江古田の森駐ちゆう屯とん地ちから北上して旧目め白じろ通りを越えると、かつての大学の跡あと地ちがある。そこのグラウンドには瓦が礫れきもなく、実地テストをするのには持ってこいだ。

　淀屋橋中隊が現地へ着いてみると、先客がいた。

「大泊少しよう佐さの部隊!?」

　淀屋橋が驚いているところを見ると、彼女も説明されていなかったらしい。

　大泊小隊は旧練ねり馬ま区役所の戦せん闘とうで構成員を減らしたが、その後、すぐに補ほ充じゆうされたので、今では十名編制に戻もどっている。その十人が──強化外骨格を装備した通つう称しようロボ娘こも元通り三名いた──淀屋橋中隊を待ち構えていた。

　淀屋橋は全体停止を命じると、貴船を連れて大泊の下もとへ駆かけていった。

「大泊少佐」

　大泊はわざとらしく、ふわ～あ、と欠伸あくびをすると、軽く手を上げた。

「やあ、淀よどちゃん、ご苦労さん」

「観かん閲えつなさるなら、そう言ってくだされば」

「いや、わざわざ見に来たわけじゃないさ。定期巡じゆん回かいの途と中ちゆうに近くを通りかかったから、ちょっと立ち寄っただけでね」

（噓うそばっかり）

　不満げに大泊を見やる淀屋橋だが、さすがにそれを口に出すことはなかった。

「そうですか。では、訓練をご覧になっていきます？」

「そうだね。来たついでだ、ちょっと見ていこうか。ねえ、藤ふじ阪さかちゃん」

「はい、そうですね。ついでですから」

（白々しい。この場所と時間を指定したのは少佐なのに）

　という思いを押し隠かくし、淀屋橋は大泊に敬礼を送った。

「では、魔ア技シ補ス助トの訓練を開始します」

「頑がん張ばって～」

　貴船と共に部隊に戻ると、さっそく淀屋橋は全員を集めた。

「たまたま通りかかった大泊少佐が訓練を見学されるそうです」

「なんだ、それ」

　案の定、烏丸が不満の声を上げる。

「巡回のシフトを外すわけにもいかないので、巡回中にたまたま立ち寄ったということにしたのだと思いますけど」

「見たいのなら素す直なおに見たいと言えばいいですのにネ」

　武庫川がそう言うと。

「まぁ上には上の体てい裁さいというか事情があるので、あまりツッコまないほうが」

　と釘くぎを刺さしておいてから、淀屋橋は全員を見み渡わたした。

「ということで、気を抜いていると、全ぜん裸ら罰ばつ走そうを喰くらうかもしれないわ。気を引き締しめてやりましょう」

「了りよう解かいです」

「いいわね、向山君？」

「え？　僕、名指しで注意されるんですか!?」

「あなたがこの訓練の肝きもなのよ？　あなたがしっかりしてくれないと、魔ア技シ補ス助トの訓練は失敗に終わるの。そうなると全員で全裸罰走なの。わかるわよね？」

「むしろ失敗に終わりたい気分なんですけど」

　とたんに残りの隊員からブーイングが湧わき起こる。

　淀屋橋がじろりと向山を睨ねめつけた。

「巫ふ山ざ戯けたことを言っていると、向山君の大事な二つの丸いタマを握にぎり潰つぶしますけど？」

「全力でやらせていただきます！」

　震ふるえ上がった向山が淀屋橋に向かって敬礼をする。相変わらず様さまになっていなかった。

「まず淀屋橋小隊から始めましょう。とりあえず二人でやってもらおうかな。セッちゃん、お願い」

　そう言って淀屋橋が烏丸を見やると、彼女は、了解っす、と右手を上げた。

「んじゃ、あたしと太秦でやるわ」

「向山君」

「はい？」

「手を置くのは二人の背中によ？　わかっているわよね？」

「もちろんです。僕、背中以外に手を置いたことなんか、ありませんけど」

（おいぃ！　噓言うな！　あたし、思いきり胸に手を置かれたんだけど!?）

　三室戸は思わずツッコんでしまった。そんなことを公言することはできないので、内心で、だったが。

　烏丸と太秦が向山の前に進み出ると、彼は二人の背中に向けて両手を伸ばす。右の掌てのひらを太秦の背中に、左の掌を烏丸の背中に、それぞれ密着させる。すぐに体内の魔ま力りよくが膨ふくれ上がるのを感じて、烏丸が歓かん声せいを上げる。

「おっしゃ、来たぁ」

　貴船小隊と武庫川小隊の十人が、向山と烏丸、太秦に全神経を集中させる。少し離はなれた場所にいる大泊小隊の十人も固かた唾ずを吞のんで見守っている。

「液体窒素槍ニトロジエノン！」

「超高熱炎弾リトルサンフラワー！」

　烏丸の前方、地上高およそ三メートルくらいの空間に、六十本の液体窒素槍ニトロジエノンが並んだ。

　太秦の頭上十メートルほどのところには輝かがやく小さな灼しやく熱ねつの光球が十個、浮いている。

「凄すげえな」

「あれが魔ア技シ補ス助トの効果か」

「なるほど、あれならＳ級だって壊こわせそうだ」

　などと、貴船小隊や武庫川小隊の隊員から感心の声が上がった。

　ただし。

「発射シユート！」

「投擲スロウ！」

　放たれた槍やりと炎えん弾だんは壊れかけた校舎に全弾命中したものの、単なる物体が相手だとその威力を発揮することはない。どちらの魔マ技ギも、校舎を凍こおりつかせることもなく、燃やし溶とかすこともなく、そのまま消しよう滅めつしてしまうから、見ている者には威力のほどがわからなかった。

「というか、撃うってるあたしにも、あんま実感が湧かないんだよな、これ」

「そうね。やっぱり魔妖を相手にしないと、威力がどうかというのはわからないわね」

「まぁでも、魔ア技シ補ス助トなしよりは数が多いのは間ま違ちがいないから、効いてるのも間違いないけど」
















　そう言って、烏丸は淀屋橋のほうを見た。

「次はどうする、朱鷺瑚さん？」

「ちょっと、副長」

「なんだよ、太秦？」

「大たい尉い見習い殿どのに馴なれ馴れしい口を利きいていると、大泊少佐から全裸トランポリンの罰ばつを喰らうわよ？」

「う。それだけは死んでもイヤだ」

　慌あわてて烏丸は言い直した。

「次はどうしますか、淀屋橋中隊長？」

　今さらだけどね、と思わないでもない太秦だが、そこはスルーしてやる。

「そうね。うちの小隊はもうさんざん魔ア技シ補ス助トを受けているし、次は他ほかの人にお願いしましょうか。貴船中ちゆう尉い、そちらから誰だれか出してもらえます？」

「あ、了解です」

　貴船が部下の顔を見回したので、四人はぎくりと身をすくめる。

「前に受けた経験があるのは三室戸と棚たな倉くらだったな。じゃ、二人がやれ」

　一いつ瞬しゆん、顔を歪ゆがめた三室戸と棚倉だが。

「りょ、了解です」

　小隊長から指名された以上、拒きよ否ひするわけにはいかない。貴船に敬礼を送ると、一歩、二歩と進み出た。

「お二人さん、ガンバ」

　気楽そうに言って、烏丸が下がっていった。

「あまり緊きん張ちようしなくてもいいわよ」

　太秦もそんなことを言って場所を空けた。

「んなこと言われましても」

「下へ手たな結果に終わると、大泊少佐から何を言われるかわからないし」

「あの人、洒落しやれや冗じよう談だんじゃなく部下を脱ぬがしにかかるからなぁ。魔ア技シ補ス助トの効果が出なくても、わたしらのせいじゃないと思うんだよね」

「そういう正論を少佐が受けつけてくれるといいんだけど」

　などと、ぶつぶつ文句を言いながら、三室戸と棚倉が向山の前に立った。

「向山二士。今回はおとなしく背中だけにしておきなよ」

　と三室戸が言うと。

「わかっています。僕も淀屋橋さんに握り潰されたくはないですから」

「あの人の握あく力りよく、女子離ばなれしてるって噂うわさだからな」

　三室戸がそう言うと、棚倉が追い討うちをかけてきた。

「タマを握り潰されるのって痛そうだよね」

「や、やめてくださいよ、そんなこと言うのは。恐こわくて鳥とり肌はだが立ってきますよ」

　淀屋橋に握られるだけなら気持ちいいのかもしれないが、そのまま握り潰されては堪たまらない。

（タマだけに。堪らない。とか）

　内心で言ったくだらない洒落に思わず噴ふきそうになる向山だが、そんなところを淀屋橋に見られたら、また脅おどされるかもしれない。ことさら真ま面じ目めな顔を作っておいて、向山は両手を三室戸と棚倉の背中に押し当てた。

「魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウ！」

　空中に魔マ技ギの魚ぎよ雷らいが浮うかんだ。その数、十五本。

「おお」

　周りから感心の声が上がったが。

（いや、ここまでは前回とほぼ同じだ。今回のほうが魔ア技シ補ス助トが働いているとは言い切れない。というか。そもそも魚雷を追つい尾びさせるような目標物がないから、ここからどうしたらいいのかという問題が）

　隣となりの棚倉をチラッと見やると、彼女も魔力の網あみを二個、出現させたはいいが、網で絡からめ取るべき魔妖もいないので、そのままどうしようかと思案しているようだった。

（ま、いつまでも考えてたって仕方がない。とりあえず撃つか。どうせ建物にぶつかって消えるだろう）

「魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウ、発射シユート！」

　浮かんだ十五本の魔力の魚雷がするすると動き出し、不規則な軌き道どうを描えがきつつ、速度を上げて前方にかろうじて建っている壊れかけの校舎を目がけて飛んでいった。

（お？　今日はちゃんと飛んでいくな）

　三室戸がそう思った瞬しゆん間かん。

　数本の魚雷が不意に軌道を変え、あらぬ方向に向かい始めた。

（あれぇっっ!?）

　三室戸が内心で悲鳴を上げた。

（そっちじゃないっ！　戻もどれっ！）

　だが、魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウは、いったん放ってしまうと、三室戸自身のコントロールを受けつけない。目標にした魔力源、つまり魔妖を追いかけていくだけだ。けれど、今は魔力源を狙ねらったわけではない。ただ前方を目がけて撃っただけで、追尾する相手、魔妖がいないのだから、飛んでいって消滅するだけだと三室戸は高をくくっていたのだが、どうも何本かの魚雷が大泊の強力な魔力に反応してしまったらしい。

「いやぁぁぁ。やめてぇぇ、戻ってぇぇぇ！」

　三室戸は絶ぜつ叫きようするが、もちろん魚雷が戻ることはない。数本の魚雷が方向を変え、自分のほうへ向かって飛んでくるのを、大泊が目を見開いて見ている。

「逃にげてぇぇ、少しよう佐さ、逃げてください──っっっ！」

　だが、大泊は慌てず騒さわがず、藤阪ちゃん、と言った。

「はい！」

　進み出た藤阪が魔力を練り上げ、魔マ技ギを発動する。

「豪華で業ザ　グレートフ火な障壁アイアーウオール」

　大泊小隊の前に、炎ほのおの壁かべが立ち上がった。こちらは攻こう撃げきしてくる魔力存在、つまり魔妖に対して反応する防ぼう御ぎよ壁へきだ。相手が魔妖ではなくても、迫せまり来る魔力に業ごう火かの障しよう壁へきは問題なく効能を発揮した。

　業火の障壁に突つっ込んだ三本の魚雷は大きな魔力に触ふれて爆ばく発はつした。だが、燃える障壁は大きく炎を揺ゆらしただけで、その爆発の威い力りよくを吸収してしまう。

「凄すごいわね」

「藤阪中尉の魔マ技ギ、初めて見たですよう」

　太秦と椥辻が感心の声を上げ、烏丸は隣の墨染を見やった。

「墨染の防御天蓋ドームといい勝負じゃね？」

「カバーできる範はん囲いはわたしのほうが広いけど、わたしのは魔妖や魔妖の攻撃を食い止めるだけ。藤阪中尉のは魔妖にダメージを与あたえられる。あっちが上だと思う」

「謙けん虚きよだな」

「わたしは謙虚と堅けん実じつと研けん鑽さんと献けん身しんでできている」

「その言い方はあんまり謙虚じゃないぞ」

　などと言っているあいだに、残り十二本の魚雷は建物に衝しよう突とつして、そのまま消滅した。

「あ……助かった～～」

　三室戸は冷ひや汗あせを拭ぬぐう。隣の棚倉も魔ア技シ補ス助トの効果を確かめるどころではなく、出した魔力の網はとうに消えてしまっていた。

（訓練中の事故で大泊小隊の誰かが負傷したとか、洒落にならないからな。誰にも怪け我ががなくて本当によかった）

　三室戸は盛せい大だいに安あん堵どの息を吐はいたが、自分のほうへ向かって大泊が足早に歩いてくるのを見て、震ふるえ上がった。

（顔！　少佐がマジ顔になってる！）

　なるほど、いついかなるときも眠ねむそうな大泊なのに、今は目を見開き肩かたを怒いからせて三室戸のほうへ歩み寄ってくるではないか。

（あ、死んだ。っていうか、脱がされる）

　三室戸はがっくりと肩を落とし、恨うらめしそうな顔を貴船に向けた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ」

「何が大丈夫なんですかぁ」

「おまえだけを脱がさない。わたしも含めて、みんなつき合うさ」

　すると、残りの三人が怨えん嗟さの声を上げた。

「えぇえぇっ!?」

「そんなぁ」

「恨みますよう、三室戸士長～～」

「恨み言を言うな。仲間の失敗は自分の失敗だ。それが戦友ってものだろ」

　三室戸は貴船の男気に泣いた。

「貴船小隊長は漢おとこの中の漢っすね～」

「いや、わたしは女だけどな」

　だが、大泊が目の前までやって来て立ち止まり、見上げるように睨ねめつけてきたので、泣いている場合ではなかった。

「なんてことしてくれんの、室むろちゃん。わたしもうちょっとで死ぬとこだったじゃん？」

「え、いえ、そんなことはないかと」

「はあ？　死ぬでしょ!?　魔妖だって死ぬんだから、わたしなんか一いち撃げきで粉こな微み塵じんでしょ」

「いえ、直ちよく撃げきさえしなければ大丈夫なはずで」

「ってことは、直撃してたら死んでたんだよね？」

　三室戸は、だらだらと冷や汗を流しながら、消え入りそうな声で、

「そ、そんなことはない、かと」

　と言うしかなかった。

「まさか事故に見せかけようとしてわたしを狙ったんじゃないよね？」

　ぶるぶるぶる。

　頸けい骨こつも折れよとばかりに、三室戸は全身全ぜん霊れいで首を左右に激しく振ふった。

「ふだんからわたしのこと嫌きらってて、ちょうどいい機会だから事故に見せかけて大泊の奴やつを始末しちゃえ～とか思ってなかった？」

「そそそ、そんなこと思うはずがないじゃないですか」

　三室戸は悲鳴のような声で言い訳した。

「本当に事故なんです。慣れない魔ア技シ補ス助トを受けて、しかも狙う魔妖がいないという特とく殊しゆな状じよう況きよう、おまけに強力な魔ま力りよくを誇ほこる少佐がいらしたという、二重、三重の不幸が重なって起きた不幸な事故なんです。本当ですう」

　大泊が、ふっと表情を緩ゆるめた。

「まぁ、そうなんだろうね」

「え、ええ、そうなんです」

「わざと狙ったんじゃないかなんて言って悪かったね」

「いえ。わかっていただければ、それでいいのです」

「うん、あれは事故だった。間ま違ちがいない」

「ありがとうございます！」

「ただ、事故を起こした責任は取らないとね？」

「あ、はい？」

「事故だとしてもさ、怪我人が出てたかもしれないんだし、最悪、死人が出た虞おそれもあったわけだし。誰だれも責任を取らないというわけにはいかないよね」

「あ、うぅ」

　三室戸の顔に暗い翳かげが差した。

「まぁ、わたしも鬼おにじゃないからさ。責任の取り方は選ばせてあげるよ」

　三室戸の顔から翳が消え。

「全ぜん裸ら阿あ波わ踊おどりと、全裸よさこいソーラン祭りと、全裸浅あさ草くさサンバカーニバル。好きなの選んでいいよ」

　絶望に顔を歪ゆがめ、三室戸はがっくりと肩を落とした。

「どれにする？」

「あの、いえ、あんまり選びたくはないと言いますか……」

「そうか。小隊長を差し置いて室ちゃんが選ぶわけにもいかないか。じゃあ、貴船ちゃん、選んで」

「え？　わ、わたしが選ぶのですか？」

「そうだよ～。だって、こういうのは連帯責任だからさ。小隊みんなでやってもらわないとね」

「ひぃぃぃ～～」

　貴船だけでなく、棚倉も深ふか草くさも円えん町まちも、悲鳴を上げて跳とび上がる。先ほど男気（？）を見せてしまった手前、今さら嫌いやだとは言えない。そもそも、嫌だと言ったところで大泊が許してくれるはずがない。

「あの、では、よ……よさこいソーランで」

「さすがに北ほつ海かい道どう出身だね、貴船ちゃんは」

（まぁ、駐ちゆう屯とん地ちに帰って冷静になれば、少佐も考え直してくれるかもしれないし）

　貴船はそう自分を慰なぐさめたのだが。

「じゃ、脱ぬいで」

「はいぃ!?」

「脱いで、踊って」

「いいい、いえ？　まさか、この場で!?」

「当然でしょ」

「どこが当然なんですか～～っっ!?」

「わたしを殺そうとしたんだから当然だって」

「だから殺そうとなんかしてませんってば～～」

　事故だとしても、大泊は自分が撃うたれたことにそうとうお冠かんむりのようだった。

　さすがにこのまま放ほうっておいては不ま味ずい。淀屋橋はそう思った。

「あの、少佐？」

「なんだい、淀ちゃん？」

「ここで戦せん闘とう服を脱いだあとに魔素濃のう度どが上がって魔妖が出現したら。最悪、魔ま素そ嵐あらしが起きて、このあいだみたいにＳ級がぞろぞろ出てきたら。もう洒落しやれにならない事態だと思うのですが」

「む。まぁ、たしかに」

　大泊が考え込む素そ振ぶりを見せたので、ここぞとばかりに淀屋橋は畳たたみかけた。

「討とう魔ま兵へいが戦うこともできないまま裸はだかで戦死だなんてことになったら、外聞が悪いと思うのです」

「まぁ、そりゃそうだ」

「ですから、裸はだか踊おどりの罰ばつは受けるにしても、せめて駐屯地に戻ってから……にしては如何いかがでしょう？」

「それもごもっともだな。けど」

　大泊が何か言おうとするのを遮さえぎって、なおも淀屋橋は追つい撃げきの一撃を放った。

「駐屯地に戻もどったら、わたしも一いつ緒しよに踊りますので」

「え？　マジで？」

　大泊の目が輝かがやいたのを淀屋橋は見み逃のがさない。一方、貴船たちは驚おどろきの表情を隠かくせない。

「連帯責任というなら、指揮官であるわたしにも責任があるわけですし、貴船中ちゆう尉いたちと一緒に踊りますよ？」

「そうか。まぁ淀ちゃんにそこまで言われたらな」

　不ふ機き嫌げんそうだった大泊の顔が綻ほころんでる。

「現金な人だな」

「朱鷺瑚さんが裸踊りするなら、少しよう佐さだけでなく誰だって見たいけどね」

「わたしも見たい」

　墨染がそう言うと、烏丸は不ふ審しんそうな目を彼女に向けた。

「あたしらは、いつも朱鷺瑚さんと一緒に風ふ呂ろ入ってるだろ」

「朱鷺瑚さんの裸を見たいのではないぞ。朱鷺瑚さんの裸踊りを見たいのだ」

「なんで口調が変わってるんだよ、墨染」

「それはもう揺れるでしょうからねぇ。ういひひひ」

「おまえは変わらないな、椥辻」

「僕も、もの凄すごく見てみたいです」

「おまえにだけは見せねえ」

　などと烏丸小隊の面々がひそひそ話をしていると。

「よし、わかった。ここは淀ちゃんの顔を立てて、全裸よさこいソーラン祭りは駐屯地へ戻ってからにしよう」

「ありがとうございます」

　淀屋橋が頭を下げ、貴船以下の五人は地じ獄ごくで出で遭あった仏様を拝むような尊敬の眼まな差ざしで彼女を見やった。

「お願いついでに、もう一ついいでしょうか、大泊少佐」

「ん？　なんだい？」

「さすがに外で裸踊りは不味いと思うのです。ほら、今は向山君の存在が他ほかの師団や討とう魔ま庁ちように注目されていますよね」

「カメラ積んだドローンを勝手に飛ばすブン屋や雑誌記者なんかもいやがるしな」

「そんなとき、グラウンドで全裸よさこいソーラン祭りを行ったりして、もし現場を撮さつ影えいされたりしたら、大問題になるかと」

「う～ん、たしかに二に乃の瀬せ大たい佐さに何か言われそうだな。何か言われるというか、ぶん殴なぐられるのは確実……いや、ぶち殺されるかな」

「なので、お風ふ呂ろ場ばでやるのは如何でしょう？　お風呂場なら外からは窺うかがい知れませんし。元々裸になるわけですから、もし話が漏もれたとしても、ちょっとした余興だったと言い張ることもできます」

「なるほど」

「お風呂場でいいのでしたら、よさこいソーランではなくて、サンバカーニバルでもいいですよ？　わたしも含ふくめて」

「淀ちゃんが、サンバ？　カーニバル？」

「それはもう情熱的に激しくサンバりますよ？」

（サンバるってどんなだよ！）

　思わず内心でツッコんでしまう烏丸だった。

「トキーコにだけ踊らせませんヨ！」

　いきなり武庫川が叫さけんだので、全員が、ぎょっとして彼女のほうを見た。

「トキーコがサンバるな～ら、わたしもサンバりまス！」

「マジですか、小隊長!?」

　武庫川小隊の四人が驚きよう愕がくに目を見開いていた。

「当然でぇス。連帯責任だと言うのなら、我が隊にも責任の一いつ端たんはありますからネ。我が小隊もサンバカーニバルに参戦するですヨ！」

（えぇえ～～？）

（責任ないだろ、うちらには！）

（小隊長、自重！　自重して！）

　と思ったものの、隊長が言い出したことを否定するわけにもいかず、四人が顔を見合わせていると。

「そうか。淀ちゃんだけじゃなく武む庫こちゃんまでもサンバるか」

「はい。頑がん張ばってみんなでサンバりますヨ！」

　武庫川小隊の四人は情けなさそうな顔でがっくりと肩かたを落とした。

「まぁ、そこまで言われたらなぁ」

　大泊がチラチラと視線を烏丸たちのほうへ向けてきた。

「どうするの副長？　なんか、わたしたちも責任の一端を取らないといけない流れになってるんだけど？」

　囁ささやくような声で太秦がそう言うと、烏丸は泣きそうな顔で応こたえた。

「い、いや、そんなこと言われてもさ」

「そうかぁ。中隊指揮官の淀ちゃん以下、貴船ちゃんとこと武庫ちゃんとこは全員が責任取ってサンバるのか。偉えらいなぁ。立派だなぁ」

（くそぉぉぉ）

　烏丸は歯は嚙がみして右手を上げた。

「淀屋橋小隊も責任の一端を取らせていただきます」

「そうか、わかった。じゃあ不幸な事故の責任は、中隊が風呂場でサンバカーニバルってことで手を打とう」

「やったぁ」

　貴船小隊員は盛せい大だいに安あん堵どの息を吐はいて。

「なんてこった！」

　武庫川小隊員は、思わぬとばっちりを嘆なげいた。

（助かったぁ～～）

（淀屋橋さんのおかげだな）

　貴船小隊員は淀屋橋に感謝の念を送り。

（淀屋橋のせいだ～～）

　武庫川小隊員は淀屋橋に恨うらみがましい視線を向ける。

「いやぁ淀ちゃんと武庫ちゃんが一緒にサンバカーニバルとか、今世紀最大の見み物ものだなぁ。ねえ、藤阪ちゃん？」

「え？　ええ、まぁ、そうですね」

　グラウンドで全ぜん裸らよさこいソーランなどやって、万一、マスコミに漏れるようなことがあれば大泊の責任問題になりかねないから、藤阪としては淀屋橋に感謝したいところだ。もっとも、そんな本音を漏らすわけにはいかないから、気のない素振りで返事をしただけだった。

「よし。じゃあ、すぐに駐屯地に戻ろう」

（どんだけ全裸サンバカーニバルを見たいんだよ、あの人！）

　烏丸は辟へき易えきした顔になって内心でツッコんだ。
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　大浴場で行われた江古田の森サンバカーニバル（ただし全裸）は大いに盛り上がった。というか、大おお事ごとになった。何しろ、どこかから話を聞きつけた沢さわ良ら宜ぎ中ちゆう佐さが──さすがに監かん察さつの部長、大した地じ獄ごく耳みみだと評判になった──師し団だん長ちようの二乃瀬大佐を誘さそって見物に現れたのだ。二乃瀬は師団本部の幕ばく僚りようを引き連れてきて、それほど広くない大浴場は、淀屋橋中隊の十五人と──もちろん向山は除外された──見学者で溢あふれ返った。おまけに風呂場だから見学者も裸になっているわけで、水蒸気と熱気と人いきれで噎むせ返るほどだ。

　淀屋橋以下がサンバを踊おどり始めると、たちまち浴室内は興奮の坩堝るつぼとなる。

　何しろ第二に師し団だんの巨きよ乳にゆうツートップがサンバっているのだ。その揺ゆれは、伝説として長く第二師団で語り継つがれるほどだった。

　とうとう悪ノリした二乃瀬までもがサンバカーニバルに加わって。

　最後には二乃瀬が大泊にも踊るように命じて。

　大泊もやけくそでサンバり。

　最後には大浴場が異様な狂きよう乱らんに包まれ。

　無事に（？）サンバカーニバルの幕は閉じたのだった。

「いやぁ、久しぶりに楽しかったぞ。なぁ、大泊？」

　裸の二乃瀬大佐に肩を抱だかれ、裸の大泊は恨めしそうな顔で文句を言う。

「淀ちゃんに乗せられたおかげで偉い目に遭あった。淀ちゃんと武庫ちゃんに挟はさまれて全裸でサンバるのがどれほど惨みじめなことか、二乃瀬大佐にわかりますか!?」

「ははは、どきゅん、すとん、どきゅんのコントラストは見事だったな」

（人の胸を、すとん言うな）
















　さすがの大泊も二乃瀬に面と向かってツッコむことはできなかった。
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　こうして伝説の一日は幕を閉じたのだが。

　寮りようの部屋で、サンバカーニバルから戻った烏丸たちから話を聞いた向山は血けつ涙るいを流して身み悶もだえた。

「僕も淀屋橋さんと武庫川さんが特大おっぱいを揺らしてサンバるところを間近で見たかった！」

　すかさず烏丸がツッコむ。

「見せるか！」

「そして僕も、お二人に負けずに揺らしたかった」

「見たくないわ、そんなモン」

「向山春日かすがの場合、オノマトペはブラブラじゃなくてパシパシですよねぇ。ぐふふふふ」

「誰だれかこの腐ふ乱らん女子をどうにかしてくれ！」

「椥辻士長の場合、すでに手て遅おくれ。もう手の施ほどこしようがない。腐くさり爛ただれ、朽くちていくのを見守るしか」

「墨染一士が相変わらずキツいですよう」

「最後には二師長や大泊少佐まで踊ってくれたんだからよかったんじゃない？　結果的に臨特中の絆きずなも深まったみたいだし」

　太秦がそう言うと、椥辻が小首を傾かしげた。

「深まったんですかねぇ」

「少なくとも貴船小隊の連中は朱鷺瑚さんに感謝してたんだし。ねえ、朱鷺瑚さん」

　中隊長になっても、淀屋橋は未いまだに寮の部屋で烏丸たちと暮らしている。

「そうね」

　淀屋橋は、にっこりと笑った。

「まぁ、ちょっと恩を売っておこうかなって思ったのですけど、結果的に上う手まくいきましたね」

（相変わらず、綺き麗れいな顔して腹黒い）

　少し引いてしまう烏丸である。

「でも、いいのかな」

「何がだ、墨染？」

「結局、向山の魔ア技シ補ス助トが貴船小隊や武庫川小隊の人たちにどれだけ効果を発揮したのか確かく認にんできていない」

「ま、それは追い追いだな。いきなりやって、即そく、効果が発揮されるものでもないだろ」

「でも、わたしたちのときは、いきなり効果が発揮された」

「あ、あ～～、たしかにな。その辺、本人的にはどうなんだよ？」

「あ、はい」

　問われた向山は首を捻ひねっていたが。

「僕にはよくわかりません。どうして淀屋橋小隊の皆みなさんには、あれほど効果が発揮されたのか、その理由もわからなければ、他の隊の皆さんにそれほど効果が出ない理由もわかりません。すみません」

「謝ることないさ。おまえは記き憶おくを喪なくしてるんだからな」

「そうね。そんなに簡単に理由がわかるのなら、話はもっと簡単よね。あまり気にしなくていいのよ」

　と太秦も同意した。

「それより、僕が気になっているのは」

「ん？　何かあるのか？　朱鷺瑚さんの胸がどれだけ揺れたのかとかは、本人のいないときにな？」

「セッちゃん？」

　ひんやりとした淀屋橋の声に、烏丸が慌あわてて首を振ふる。

「いやいや、そういう話はしない。しないからな？」

「今さらですねぇ」

「うるさいよ」

　と椥辻を一いつ喝かつしておいて烏丸は、

「で？　何が気になってるんだよ？」

　と向山に向き直った。

「そうですね。僕の魔ア技シ補ス助トが大きな効果を発揮するはずの淀屋橋小隊の皆さんの魔マ技ギがあの肉ローラーにはほとんど効果を発揮できなかった……ことが気になります」

「あ～、前にも言ってたな、そんなこと」

　と烏丸が頷うなずくと。

「だから、あいつの魔ま力りよくが並外れていたため、ではないの？」

　太秦がそう訊きくと、向山は、う～ん、と唸うなって首を捻る。

「魔力そのものは以前の肉のサイコロと極きよく端たんに変わりはなかったように思うんです。肉のサイコロには、はっきりと魔ア技シ補ス助トが効きましたよね。でも、肉のローラーにはほとんど効かなかった。この差はなんなのか、原因はどこにあるのかということが、ちょっと気になっていて」

「でも、魔妖にもそれぞれ個性があるのよね。個性というと少し変かな。え～と」

　宙を睨にらんで少し言葉を探していた淀屋橋だが、すぐに顔を戻もどした。

「各個体が持つ特性があって、だからサイコロとローラーで効きが違ちがっていた……ということではないのかしら」

「そういうことかもしれません。でも、そうではないかもしれない。よくわかりませんが、何か気になるんです」

　いつになく真しん剣けんな表情でそう言う向山を、五人は意外そうに見つめた。

「魔妖の個体差じゃないとするなら、向山は何が原因だと考えるんだ？」

「個体差ではないという言い方は少し正確じゃありませんね。個体差かもしれないです」

　烏丸が目を瞬しばたたいた。

「は？　どういうこと？」

「あの肉のローラーは僕の魔ア技シ補ス助トの効果を減げん殺さいするような特性を持った魔妖だった……とか」

「はぁあぁ～？　そんなこと、あんの!?」

「あくまで可能性の問題ですけど」

「だとしてもさ、あいつはもう倒たおしたんだから、お前の魔ア技シ補ス助トを阻そ止しするような魔妖はいなくなったわけじゃん？」

　自分に言い聞かせるように烏丸がそう言うと。

「肉ローラーが本当にそんな特性を持っていたのなら。同じ特性を持つ魔妖が絶対に他ほかにいないとは言い切れないのではありませんか？」

「…………」

　烏丸が押し黙だまった。

　淀屋橋も、太秦も、椥辻も、墨染も、無言で向山の言葉を脳内で反はん芻すうしている。

　向山の魔ア技シ補ス助トを受けて、一時は無敵の存在になったんじゃないかと舞まい上がった淀屋橋小隊の面々は、自分たちの前に、いや自分たちと討魔兵団の前に暗雲が湧わいて出たような不安に囚とらわれるのだった。
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　向こう山やまの言葉に不安を隠かくせない淀よど屋や橋ばし小隊の面々だったが、もし彼の言うことが正しいのだとしても、魔ア技シ補ス助トを受けられる討とう魔ま兵へいを増やすことで強力な魔ま妖ように対応できるのは、肉ローラーと戦ったときに実証されている。となれば、今は魔ア技シ補ス助トを効率的に受けられる者を増やすのが先決。

　淀屋橋はそう思ったし、烏丸からすまたちもその考えには賛成だ。

　淀屋橋中隊はその後も足あし繁しげく廃はい区く内に出向き、貴き船ぶね小隊や武む庫こ川がわ小隊の隊員が魔ア技シ補ス助トを受ける訓練を繰くり返したが、訓練には弥いやが上うえにも熱が籠こもった。

　実際に何度かＣ級やＤ級の魔妖に遭そう遇ぐうして、魔ア技シ補ス助トを実戦で使うこともできた。淀屋橋や烏丸小隊の面々ほどではないにしても、それなりに魔ア技シ補ス助トが効くのが実際の戦せん闘とうで経験できたのは大きかった。

　その後、巡じゆん回かいの任務中にＡ級やＳ級と遭遇することがあったが、魔妖相手に淀屋橋中隊が後おくれを取ることはなかった。

　向山春日かすがに関する限り、狙ねらい通り進んでいることに二に乃の瀬せ大たい佐さは満足していた。
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　その日の昼過ぎ、数日ぶりに魔ま素そ嵐あらしが発生した。しかも、ほぼ同時に何なん箇か所しよかで。

　第二に師し団だんの受け持ち地区だけでも二つ確認されている。第一いち師し団だんや第三さん師し団だんのほうでも二、三個ずつ発生した模様だ。第二師団司令部に緊きん張ちようが走った。

「すぐに淀屋橋中隊を出して」

　司令部に詰つめていた大おお泊どまり少しよう佐さが命じ、待機中だった臨時特別中隊は、ただちに出しゆつ撃げき場所へと集結した。

　淀屋橋中隊（臨特中）を構成する部隊は、淀屋橋小隊、貴船小隊、武庫川小隊、そして新たに組み込まれた桃もも山やま小隊だ。淀屋橋大たい尉い見習いが中隊長だから、淀屋橋小隊は実質的に烏丸が指揮を執とることになっている。中隊副官は貴船中ちゆう尉いが務めているから、貴船小隊も曹そう長ちように昇のぼった三み室むろ戸どが指揮することになる。桃山小隊は向山の魔ア技シ補ス助トを受ける訓練をまだ充じゆう分ぶんに積んでいないので、今回の出撃では淀屋橋、貴船、武庫川の各小隊の後方支し援えん的な役割となる。ということで、司令部との通信は桃山小隊の上かん牧まき一士が担当することになっている。

　その上牧が司令部からの指令を受けた。

「魔妖群の二ふたが旧環かん八ぱち沿いを南下中で、魔ま素そ濃のう度ど、風向き、魔妖群の進行速度等を勘かん案あんすると、二十もしくは三十分ほどで杉すぎ並なみ区との境界線付近に達する可能性が高いそうです。我が中隊は直ちに魔妖群の予想進出地点に向かい、これを撃げき破はせよとのことです」

　淀屋橋の周りに集まっていた四人の小隊長が中隊長を見た。

「どうする、朱と鷺き……中隊長？」

　最近では他ほかの小隊の者と行動することも多い。朱と鷺き瑚こさん呼ばわりはさすがに不ま味ずいのでは、という配はい慮りよから、烏丸たちもできるだけ淀屋橋中隊長と呼ぶよう努めている。

　階級で呼ぶ手もあるのだが、

「大尉見習いとは呼ばないで？」

　という淀屋橋本人の要よう請せいもあって、みな、中隊長と呼んでいる。

「環八なら、新しん青梅おうめ街かい道どうを車で飛ばせば十分少しで着けるわね？　すぐに出ましょう」

「上牧、魔妖群の内訳は？」

　と桃山が訊きくと、上牧が即そく座ざに答えた。

「計測結果は、一方がＳ級二ふたと特Ａ級が四よん、もう一方がＳ級が一ひと、特Ａ級が四よん、Ａ級が三さんを示しているそうです」

　桃山が淀屋橋のほうへ顔を向ける。

　桃山はかなり小こ柄がらで見た目が可愛かわいい討とう魔ま士しで、椥なぎ辻つじに言わせると、

「師団随ずい一いちの合法ロリが墨すみ染ぞめ一士だとすると、合法ロリの二番手が桃山少しよう尉いですかねぇ。ツインテールなのもポイント高いですよねぇ」

　となるのだが、もちろんそんなことは本人の前では言えない。もっとも、墨染の前では平気で言っているのだが。

　その桃山が少しだけ心配そうな顔になって訊いてきた。

「Ｓ級が三つもいるようだけど、わたしたちだけで平気？」

　桃山小隊は向山の魔ア技シ補ス助トを受けても充分な効果が発揮できないから、実質的に三小隊で二つの魔妖群の相手をすることになる。桃山が不安に思うのも無理はないが、淀屋橋や貴船、武庫川は案外と落ち着いている。

（ふぅん。不安はなし……というより、自信ありってところ？　ならば、向山春日の魔ア技シ補ス助トの威い力りよく、間近で存分に拝ませてもらおうかしらね）

　三人の様子を窺うかがいながら、桃山はそんなことを思っていた。

　桃山の問いに答える前に、淀屋橋が上牧に訊いた。

「ＳＳ級はいないのね？」

「少なくとも、このあいだの肉ローラー級？　の魔ま力りよく反応はないそうです」

　頷うなずいて、淀屋橋は桃山のほうに顔を戻もどした。

「これならなんとかなるでしょう」

　すると、貴船と武庫川が続いた。

「問題はないんじゃないか」

「ノープロブレムでぇス」

（貴船隊も武庫川隊もかなりのレベルで魔ア技シ補ス助トを使いこなせるようになったという話は本当みたいね。なら、お手並み拝見といきましょうか）

　Ｓ級と戦うことに対する不安はあるが、それ以上に淀屋橋小隊と貴船小隊、武庫川小隊がどんな戦い振ぶりを見せてくれるのか、期待を抱いだく桃山だった。

　中隊に満ちたやる気を削そぐように、烏丸が肩かたをすくめて揶や揄ゆするように言った。

「これだけなら、ね。これ以上出てこなければいいんだけど」

「セッちゃん、文句を言わないの」

「わかってますよ、朱鷺瑚さん」

　たまに癖くせが出て以前の呼び方をしてしまう烏丸である。

「じゃ、急いで乗車して」

「了りよう解かいです」

　淀屋橋に敬礼を送ると、烏丸、貴船、武庫川、桃山は各自の小隊のところへ走った。
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　淀屋橋中隊に用意された車は、兵員輸送用に改造されたトラックが二台と通信車が一台──こちらは通信機器やら計測機器やらを積んだワンボックスカー──の計三台だった。

　中隊員は全部で二十一名。そのうち桃山小隊が通信車に乗るから、残りが十六名。

　一台に淀屋橋小隊の六人が乗り、もう一台に貴船小隊と武庫川小隊の十人が乗った。十六名なら詰め込めば一台に乗れそうだが、二台あれば、片方が故障した場合、もう一台に乗せることができるわけだ。

　廃区内の移動は徒歩に限られるが、周辺部を移動して現場へ急行する場合は車を使うことになる。戦闘を終えて戻ってくる場合も車だ。迅じん速そくな撤てつ収しゆうをして次に備えなくてはならないから、車が故障したので自分の足で走りますなどという時間の無む駄だ遣づかいは許されないのである。

　中隊員が乗った車が新青梅街道を西に向かって走り出す。環かん状じよう八号線──通つう称しよう「環八」と交差する地点は目と鼻の先だ。三台はすぐに交差点に到とう達たつし、兵員が輸送車から降りた。その直後、ヘッドセットから上牧の声が聞こえてきた。

「魔妖群、なおも環八沿いを南下中。すぐに姿を現します。この辺りの魔素濃度は汚染度四ダーティーフォーまで上じよう昇しよう！」

　汚染度四は、かなり高い数値である。これだけ魔素濃度が高いと魔妖の戦闘力は百パーセント発揮されるのは確実で、部隊の緊張が少し高まった。

「了解」

　短く応答した淀屋橋は、すぐに墨染を呼んだ。

「墨染一士、防御天蓋ドームを張って」

「墨染、了解。退廃的防御天蓋デカダンスドームを張ります」

　淀屋橋に向かって復唱した墨染が向山を手招いた。

「向山、お願いする」

「了解です、墨染一士」

　墨染は向山の背中に手を置く。彼の前には攻こう撃げきを担当する者が立つことになるので、墨染は背中側に立ったのだ。

「退廃的防御天蓋デカダンスドーム、起動」

　ぶん、と鈍にぶい音が空気を震ふるわせた。防御天蓋ドームは視し認にんできないが、間ま違ちがいなく辺り一帯を覆おおったのを、そこにいた討魔兵の誰だれもが感じ取った。

　桃山が目を瞠みはる。

（これは凄すごいわね）

「っていうか。また大きくなったんじゃないか？」

　烏丸が太秦うずまさにそう言っているところを見ると、桃山の錯さつ覚かくでないのは明らかだ。

「そうね。でも、それはわたしたちも同じでしょ。最近は向山の魔ア技シ補ス助トに馴な染じんだというか慣れたというか。あなたの液体窒素槍ニトロジエノンも、わたしの超高熱炎弾リトルサンフラワーも、数と威力を増しているじゃない」

「そうなんだよな」

　貴船小隊や武庫川小隊の隊員が魔ア技シ補ス助トを受けられるようになり、少しずつ魔マ技ギの威力を上げているのと同様、淀屋橋と烏丸小隊の四人も、前よりも強力な魔マ技ギが使えるようになっているのだ。

（それを知っているからこそ、二乃瀬大たい佐さも、わたしたちだけでなんとかしてくれと言っているのだと思いますし）

　淀屋橋はそう思う。

（実際、今のわたしたちなら、Ｓ級が四、五体同時に出ても問題はないはずです）

　特Ａ級までなら貴船小隊や武庫川小隊だけでも確実に撃破できるから、烏丸小隊は魔力を温存できる。その分、多くの魔妖を相手にできる。Ｓ級二体と特Ａ級四体の群れに、Ｓ級が一体と特Ａ級が四体にＡ級が三体の群れなら、問題なく倒たおせそうだ。

「烏丸曹長、太秦曹長、やって」

　淀屋橋の命令に、烏丸と太秦が向山の前に立った。

「武庫川中尉のところからも二人お願いね」

「了解でぇす。わたしとマナーツでやりましょう」

「了解です、小隊長」

　曹長の北きた大おお路じ麻ま夏なつが進み出た。

　四人とも遠えん距きよ離り攻こう撃げきのできる魔マ技ギを持っている。魔妖群が接近する前に叩たたいて、その数を減らしてしまおうというのが狙ねらいである。

　まず烏丸が液体窒素槍ニトロジエノンを前方の空間に並べ、太秦が超高熱炎弾リトルサンフラワーを頭上に浮うかべる。

　瓦が礫れきの向こうで何やら蠢うごめく物が見えた。

「魔妖、視認！」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた椥辻が叫さけんだ。

　やがて魔妖は肉眼でも確認できるところまで迫せまってきた。

「先にいるデカイのがＳ級だな。まずあれを片づけよう」

　烏丸と太秦は先頭を進んでくるＳ級魔妖二体を狙った。

　一体は液体窒素槍ニトロジエノンを撃うち込まれて砕くだけ、もう一体は超高熱炎弾リトルサンフラワーに灼やかれて溶とけた。

　烏丸と太秦が魔マ技ギを撃った直後に、武庫川と北大路が魔マ技ギを発動する。

　四人同時に魔マ技ギを発動すると互たがいの邪じや魔まをしてしまうからタイミングをずらす必要があるのだが、そのあたりは訓練を重ねてきたおかげで習熟度が上がっている。発動が早すぎて烏丸や太秦を邪魔することもなく、遅おそすぎて魔妖への攻撃に間まが空くこともなかった。

　武庫川の魔マ技ギは、烏丸や太秦のようにはっきりと視認できない。彼女の魔マ技ギは空気を操あやつるものだからだ。超高圧に圧縮された空気の塊かたまりが飛んでいって、魔妖に命中した瞬しゆん間かんに破は裂れつする。その威力は大したもので、Ｃ級やＢ級の魔妖なら一いち撃げきで粉こな微み塵じんになる。あるいは真空を作って、空気の刃やいばとして魔妖を切断する。魔妖に応じて使い分けることができるので汎はん用よう性が高い。

　北大路の魔マ技ギは目に見える。宙に浮かんでいるのは魔力で創つくられたハンマー。ハンマーは宙を飛び、魔妖の上空まで到達すると平べったく変形する。そして上から魔妖をプレスする。プレスされた部分はぺしゃんこに押し潰つぶされる。魔力量が大きい上級魔妖なら潰れた箇か所しよを復元できるが、そうでないものは、ぺしゃんこになったまま活動を停止する。

　以前の北大路だと、出せるハンマーの大きさはせいぜい直径三メートルほどだったが、今では直径十メートルのハンマーを生成できる。ということは、それだけの大きさの魔妖を一いつ瞬しゆんでぺしゃんこにできるわけだ。全身をぺしゃんこにされた魔妖は、まず復元することがないから、ある意味、一撃必殺の魔マ技ギである。

　もっとも弱点はある。平べったい円形のハンマーで攻撃するため、細長くて高さのある魔妖や動きの速い魔妖には攻撃が当たりにくいのだ。たとえば、以前に淀屋橋小隊が遭そう遇ぐうした棒状の魔妖などは、北大路がいちばん苦手とする形状だった。だが、その場合は武庫川の魔マ技ギが威力を発揮する。

　縦に長い魔妖なら彼女の魔マ技ギ、「夢見る肉ドリーミング　ブ切り包丁ツチヤーズ　ナイフ」が切断する。そういう意味で武庫川と北大路は、いいコンビだと言えるだろう。

　特Ａ級魔妖四体のうち、一体は北大路の魔マ技ギで潰ついえた。

　二体が武庫川の魔マ技ギで破裂、四散した。

　残る特Ａ魔妖は、烏丸がもう一度、液体窒素槍ニトロジエノンを撃ち込んで破は壊かいした。

　これで前にいた魔妖群は全ぜん滅めつだ。

　太秦と武庫川が再び魔マ技ギを発動して次の魔妖群を攻撃する。

　特Ａ級三体とＡ級一体が、灼かれたり破裂して四散したり斬きり刻まれたりして消しよう滅めつした。

　Ａ級魔妖の残り二体に対して、北大路がハンマーを二個生成した。

「高プ価レでシ高ヤ圧スでプ高レ等ツなシ攻ヤ撃ー、ダブル」

「お？　二個、行くのか？」

　烏丸が興味深そうに宙を飛ぶハンマーを目で追った。飛んでいったハンマーは二個とも大きく面積を広げ、上から魔妖を押し潰した。

「よし、できた！」

　北大路が歓かん喜きの声を上げる。

「二個での攻撃が成功したのは初めてですネ。マナーツが二個攻撃でニコニコでぇス」

　武庫川のくだらない駄だ洒落じやれに苦く笑しようする北大路だが。

「これも向山二士のおかげ、ですかね」

「そうだと思います。もっと僕に感謝してくれてもいいんですよ？」

「おまえは調子に乗んなや」

　烏丸が空いている手で向山の頭を軽く叩はたいた。

「あう。すみません」

「それより。あたしも試ためしてみたいものがあるんだ。頼たのむぞ、向山」

「はい、烏丸曹そう長ちよう」

　と応こたえたものの。

（皆みなさんの魔マ技ギの威い力りよくが増すのは、僕が何かをしているからじゃないんですけどね。僕はただ立ってるだけですから）

　これは体質みたいなものなのだと向山は考えていた。討魔士が操る魔マ技ギの威力を増す、そんな体質。だから向山は、そこにいるだけでいい。ただ、淀屋橋小隊の面々とその他の隊員とでは威力の増し方に差異が出た。その理由は向山自身にもよくわかっていない。

　魔ア技シ補ス助トが体質だとすれば、合う、合わないの個人的な差なのかもしれないが、淀屋橋小隊の五人に等しく効いて、他ほかの隊員には効きが悪かったことを思えば、二乃瀬が考えるように、接せつ触しよく時間の多少が関係しているのかもしれない。じっさい、同じ中隊の一員として共に行動するようになった貴船小隊と武庫川小隊の隊員の魔マ技ギは威力が増しているのだ。共にいる時間が長くなれば魔ア技シ補ス助トの効力も増すのであれば、第二師団の全討魔士が向山の魔ア技シ補ス助トの恩おん恵けいを受けられるかもしれない。そうなれば第二師団の戦せん闘とう力は、限定条件付きながら、大おお幅はばなアップが期待できる。

　今のところ、二乃瀬の思おも惑わく通りに運んでいると言ってよかったが、それはさておき。

　烏丸は一個の液体窒素槍ニトロジエノンしか浮かべなかった。けれどそれは、今までの槍やりに比べると、特大サイズだった。

「へえ」

　太秦が目を瞠みはる。

　烏丸は特大サイズの液体窒素槍ニトロジエノンを特Ａ級魔妖に向けて発射した。

　これまで数が威力だと思っていた烏丸だが、肉のサイコロや肉のローラーと戦ってみて少し考えを変えた。一発に威力を込こめる手もあるのではないか、と。いわゆる一撃必殺というやつだ。そこで烏丸は、数を多く出すのではなく、一本の槍に魔ま力りよくを集中させる攻撃法を開発中なのだった。その威力は大したもので、特Ａ級魔妖は一発の液体窒素槍ニトロジエノンで完全に凍こおりつき、粉々に砕け散った。

「特Ａにはオーバースペックなんじゃないの」

　太秦が苦笑しつつそう言うと。

「以前なら五人がかりでも苦労した相手なのにな」

　と烏丸が応じた。

「これも僕のおかげですよね」

「おまえは、しれっと自分を売り込むなや」

　などと烏丸はツッコんだが。

「でも、だいたいそのとおりなんだけどね」

　太秦が頷うなずき。

「わたしたちは向山春日の命の恩人ですけど、向山春日もわたしたちの命の恩人なんですよう」

　と椥辻も続いた。

「言わば持ちつ持たれつの関係ですねぇ」

「相変わらず緊きん張ちよう感かんのない奴やつらだな」

　と三室戸が呆あきれる。

「それより。残りのＳ級様がお出ましだぞ」

　双眼鏡を覗いていた貴船の言葉に、全員が顔を振ふり向けた。群れ全体からは少し遅おくれていた最後の一体、Ｓ級魔妖が姿を現した。

「う。あのタイプか」

　烏丸と太秦が顔を歪ゆがめた。

「あの手のは、わたしもあなたも苦手よね」

　二人がそう言うのも無理はない。最後の魔妖は以前に戦ったことのある棒形に似ていて、縦に細くて長かった。棒形と違ちがうのは、ときどき下部が八本に分かれて広がることか。

「本数こそ違うが、足を全部閉じた烏い賊かを縦に引き伸のばしたみたいな奴だな」

　と烏丸が言うが、まさにそんな形状だ。

　全長が十メートルくらいあって、烏賊よりずっと細い。八本の足を撓たわませ、その反動で宙に飛んで、着地する。そんな移動方法で近づいてくる。

「キモいな」

　と貴船が素す直なおな感想を口にする。

「ああいう細い奴は椥辻とか武庫川中ちゆう尉いとかに任せたほうがいいよな。ってことで、腐くされ外げ道どう女じよ様の出番だ」

「烏丸副長、ちょっと酷ひどくないですかぁ？」

「気にするな。実際のお前のほうが酷い」

「最低ですよう、この人～」

「いいから早く用意しろ」

「仕方がないですねぇ」

　進み出た椥辻が烏丸や太秦と入れ替かわって向山の眼前に立った。向山のほうを向いて。両手を広げて。

「さぁ、向山春日、魔ア技シ補ス助トのためにわたしをぎゅっと」

　がす。

　淀屋橋の脳天チョップが椥辻の頭頂部に炸さく裂れつする。

「あ痛つうっっ」

　涙なみだ目めになって椥辻が淀屋橋に顔を向けると、例によって淀屋橋が菩ぼ薩さつの笑みを浮かべながら椥辻を睨にらみつけていた。

「真ま面じ目めにやってくれる、カガちゃん？」

「あぅ。わかってます。わかってますから本気で叩たたかないでくださいよう。わたしの頭の天てつ辺ぺん、そのうち凹へこんでしまいそうですよう」

「だったら真面目にやって。ね？」

「ややや、やります。大真面目にやるですよう」

　椥辻が慌あわてて回れ右をすると、淀屋橋は向山にも一睨みをくれた。

「向山君もニヤニヤしてないで真面目にやって？」

「え？　僕、全然ニヤニヤとかしてませんけど？」

　淀屋橋の顔から笑みが消え、声に力が籠こもった。

「いいから！　真面目に！　やって！」

　淀屋橋の迫はく力りよくに恐おそれをなした向山は、ひたすら首を縦に振ることしかできなかった。

　向山が右手を伸ばして椥辻の背中に触ふれる。椥辻は魔力の爆ばく発はつ的な増大を感じつつ魔マ技ギを発動する。

「お出いでませ、わたしの可愛かわいい黒くろ猫ねこよ」

　彼女の周囲に湧わき出た黒猫の数はざっと八十ほど。その数の多さと大きさに、通信車でモニターを見ていた桃山小隊の面々が目を見開いた。

「囓かじり殺せ！　猫ネコ大行進プシキヤツトマーチング！」

　椥辻の号令で黒猫の群れが走り出した。

　魔妖の足あし下もとに殺さつ到とうした黒猫は、魔妖が着地した瞬しゆん間かんを狙ねらって飛びかかった。Ｓ級魔妖の下半分が一いつ瞬しゆんで黒く染まる。縦長の烏賊状魔妖が黒猫を振り落とそうと大きくジャンプしたため、十数匹ひきの黒猫が振り落とされて地面に降ってきたが、大半の黒猫は爪つめを突つき立てたまま魔妖の体を囓っている。

　魔妖の下半分があっという間に削けずられ、支えを失った黒猫がばらばらと落下する。全長が半分くらいに短くなった魔妖が着地すると、地面で待ち構えていた黒猫が飛びかかり、落ちた黒猫の大半も再び魔妖に飛びかかった。今度は魔妖の頭まで──いちばん上が本当に頭部なのかは謎なぞだが──真っ黒に染まり、次に魔妖が地面に下りてきたときには、その体はほぼ食い尽つくされていた。

「早はやっ！」

「ジャンプ二回で喰くらい尽くすとはね」

　貴船小隊や武庫川小隊の面々は感心の声を上げたが、通信車で戦闘の様子を見守っていた桃山小隊員は驚おどろき呆れて声も出せなかった。

　こうして淀屋橋中隊は、出現した魔妖群二個を鎧がい袖しゆう一いつ触しよくというほどあっさりと屠ほふったのだった。

（なるほど。戦う前から問題なしというだけのことはあるわ。つまり）

　桃山は車内にいる部下を見回した。

（向山の魔ア技シ補ス助トを使えるようになれば、わたしの隊も、あのくらいの戦いができるようになるのかしら。だったら、せいぜい向山春日とは仲良くなっておかなくてはね）

　桃山がそんな打算をしてしまうほどには見事な淀屋橋中隊の戦いっぷりだった。
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　その後、しばらくは平へい穏おんな日々が過ぎた。

　大きな魔素嵐が発生することもなく、強力な魔妖の群れが出現することもない。

　淀屋橋中隊（臨特中）は定時の巡じゆん回かい任務を務めながら、向山の魔ア技シ補ス助トをより効果的に活いかす訓練を重ねていた。

　桃山小隊はまだ習熟度が足りず、貴船小隊や武庫川小隊ほど向山の魔ア技シ補ス助トを使いこなせていなかったが、それでもほとんど効果が出なかった最初の頃ころに比べれば、だいぶマシになってきた。その一事を以もつてしても、向山との接触（交流）期間が長いほど魔ア技シ補ス助トは効果的に働くという二乃瀬の仮説は的を射ているように思えた。

（いずれは二師団すべての小隊が向山の魔ア技シ補ス助トを受けて、ターボチャージャー付きのエンジンに換かん装そうする的なパワーアップを果たせるな。うちの小隊が揃そろってパワーアップできたら、一師団や三師団からの希望者を受け容いれてもいい。向山は一人しかいないから意味はないように思えるが、いざというときに備えておくのは、あるいは廃区解放という最終目標の完かん遂すいのためには、やっておいて損はないだろう）

　などと、二乃瀬は捕とらぬ狸たぬきの皮算用を弾はじいたりもした。

　そんなときだ、あの事件が起きたのは。

　第二の大災さい厄やくとまで言われることになったあの事件のきっかけは、同時多発的な魔素嵐の発生だった。
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　廃区内の各地で発生した魔素嵐は、時間が経たっても収まるどころか、逆に数を増やしていった。それにつれて、廃区内の魔素濃のう度ども飛ひ躍やく的に高くなった。廃区の魔素濃度が上がると、当然、出現する魔妖の数が増え、レベルも上がる。

　第一師団も第二師団も第三師団も巡回中だった部隊を急いで引き揚あげさせたが、撤てつ収しゆうが間に合わなかった部隊も出た。第一師団では二個小隊が、第二師団では一個小隊が、第三師団では四個小隊が消失ロストした。

　魔素が周辺地域に流れ出す虞おそれがあったため、隣りん接せつ区に緊きん急きゆう避ひ難なん警報が発令され、各師団には総員出動命令が下った。

　そうしているうちに、ついに魔妖群の大発生が確かく認にんされ、各師団は非常臨戦態勢を取ることになった。第二師団では大泊少しよう佐さ率いる特別第一中隊と、淀屋橋大たい尉い見習いが率いる特別第二中隊が編制された。

　特別第二中隊は、臨特中そのままだ。淀屋橋小隊、貴船小隊、武庫川小隊、桃山小隊の四個小隊から成り、指揮官が淀屋橋大尉見習い、副官が貴船中尉である。ただし、非常臨戦態勢のどさくさに紛まぎれて（？）二乃瀬は淀屋橋大尉見習いの「見習い」を取っ払ぱらった。つまり淀屋橋は正式に大尉となり、中隊の指揮官専任となったのだ。

　淀屋橋小隊の小隊長は、准じゆん尉いとなった烏丸が務めることになった。淀屋橋小隊改め、烏丸小隊だ。

　二乃瀬は淀屋橋の副官として監かん察さつ部の忍おし海み少しよう尉いを抜ばつ擢てきした。ふつう監察や庶しよ務むには単独で魔妖と戦えるだけの討魔能力を持っていない者が就つくものだが、

「忍海はそれなりの魔ま力りよくを持っているから、監察に置いておくのはもったいない」

　と言って引き抜ぬいたのである。

　けれど淀屋橋は、忍海の副官就任には、自分や向山の監かん視し役という意味合いもあるのだろうと思っている。

（ま、それならそれでかまいませんけど。忍海少尉とは知らない間あいだ柄がらでもありませんし、仕事もできそうな人ですし）

　ということで、特別第二中隊を構成する部隊は、烏丸小隊、貴船小隊、武庫川小隊、桃山小隊で、指揮官が淀屋橋大尉、副官が忍海少尉という陣じん容ようとなった。

　一方の特別第一中隊、大泊中隊は十個小隊で構成されることになった。先だっての旧区役所の戦いで人員を失った大泊小隊が新兵を補ほ充じゆうして十名編制に戻もどったのはすでに触れたとおりだが、補充された新隊員には周りから密ひそかな同情が向けられていた。

「可哀かわい相そうに」

「脱ぬがされて逃にげ出さなきゃいいけど」

「いきなり全ぜん裸ら罰ばつ走そうとか全裸腕うで立たてとかやらされたら、逃げたくなるよね」

「脱だつ走そうされてまた欠員ができるんじゃ？」

　そして第二師団の残りの部隊は、予備として二乃瀬が直じき率そつすることになった。

　大泊と淀屋橋は、廃区内に進出して廃区外へ出てこようとする魔妖を撃げき滅めつするようにと二乃瀬大たい佐さから命じられた。

「廃区の中へ入る必要はない。あくまで魔妖が廃区外へ出てくるのを阻そ止しするのが君たちの使命だ。いいね？」

　二乃瀬はそう念押しして大泊と淀屋橋を送り出したのだった。
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　魔妖群は複数発生している。

　ふつうなら各小隊が何なん箇か所しよかに陣じん取どって、一体、二体で接近してくる魔妖を迎むかえ討うつのだが、最近は魔妖が群れとしてまとまって動く傾けい向こうにある。その理由は不明だが、魔妖が五体、六体、七体と群れて行動しているとなると、小隊では対たい抗こうしきれない。Ｓ級が混じった強力な魔妖群が相手だと、小隊単位では各個撃げき破はされてしまうだけだ。だから二乃瀬は中隊単位での用兵を決めたのだ。

　しかし、師団の担当範はん囲いを考えると、二個中隊ではカバーしきれない。そこで魔妖群が隣接区へさまよい出そうな地点が判明し次し第だい、その場所へ中隊を輸送することにした。

　魔素嵐のせいで死んでしまった魔力源探査装置モニタリングポストもあったが、まだ生きているものも多い。そこから入ってくるデータを基もとに魔妖群の進行ルートを予測して迎げい撃げき地点を割り出し、中隊を先回りさせるのだ。

　廃区と中なか野の区の境界辺りを東西に走る道路は、既すでに瓦が礫れきの撤てつ去きよが済んでいるから、人員輸送車に討魔兵を積んで走らせることは可能だった。緊急避難警報が出ているから、周辺の住民は避難済み。当とう該がい地域を走る一いつ般ぱん車両もないし、信号機も停止中だ。兵員を積んだ車が全速力で走れば、魔妖が廃区と隣接区の境界に達する前に迎撃地点に行けるだろうという読みである。

　南側、つまり中野区や杉並区へさまよい出てきそうな魔妖群が三つだった場合は、大泊が率いる特別第一中隊を分けるしかない。あまり考えたくない事態だが、もし魔妖群が四つ以上だった場合は、予備部隊を率いて二乃瀬自身が出しゆつ撃げきするつもりだった。

　廃区からさまよい出ようとする魔妖群が三つ以内だとしても、それが強力な場合、やはり二乃瀬が予備を率いて大泊か淀屋橋の部隊の増ぞう援えんに赴おもむくことになる。

　魔妖は魔素がないと活動できないから、廃区外へ出てきたとしても、そのまま都心方面に向かって移動することはなく、首都機能に大損害が出るという虞は限りなく低い。だが政府としては、魔妖が廃区から出てきて人の住む地域で暴れるなど、なんとしても避さけたい事態である。各師団にはそのことが通達されているから、二乃瀬としても、おめおめと魔妖の侵しん入にゆうを許すわけにはいかないのだ。

　大泊の率いる特別第一中隊は、輸送車両と共に江え古ご田たの森もり駐ちゆう屯とん地ち付近に待機している。

　淀屋橋が率いる特別第二中隊は、輸送車両に乗って新青梅街かい道どうを西に走り、上かみ鷺さぎの宮みや辺りに布ふ陣じんを終えていた。最初に南側に出てきそうな魔妖群は、この近辺に来るだろうと推測されたのだ。

　この辺りは中野区が北に突き出ているというか、旧練ねり馬ま区に食い込んでいるというか、言い方はともかく、西と東は廃区に挟はさまれているエリアだ。大災厄時の被ひ害がいこそ大きくなかったが、東西を廃区に挟まれている関係上、魔素が漏もれ出るケースも多く、新青梅街道の北側は避難地域に指定されていて、そこで暮らしている住民はいなかった。

　これより先、練馬区が南側に張り出している辺り──かつての関せき町まち辺り──まで行くと第三師団の受け持ちになるので、淀屋橋たちがカバーするのは上かみ井い草ぐさ辺りまでということになる。が、明確にここまでと決まっているわけではない。この辺はどちらの師団の駐屯地からも遠いため、平時から、駆かけつけられるほうが駆けつけるという暗あん黙もくの了りよう解かいが成り立っていた。

　淀屋橋中隊は四個小隊という限られた戦力でかなりの範囲を受け持たなくてはならず、厳しい局面になることが予想される。

「二乃瀬大佐の増援が来るにしても時間がかかるしな。なんか使い捨て部隊みたいな扱あつかいじゃね？」

　少し不満そうな顔でそう言う烏丸の言葉を肯こう定ていする者こそいなかったが、否定する者もいなかった。

　事実、出撃前に淀屋橋は二乃瀬から、

「優先順位の第一位は魔妖の撃げき退たい。第二位は向山春日の確保。いいね？」

　と言われていたのだ。

　第一位はともかく、「向山春日の確保」というのは、「君たちから犠ぎ牲せいが出たとしても向山だけは無傷で返すように」と言われたに等しい。

　かつては淀屋橋小隊と向山は唯ゆい一いつ無二の存在だったが、貴船小隊や武庫川小隊が、淀屋橋小隊──今では「淀屋橋中隊長と烏丸小隊」だ──ほどではないにせよ、ある程度まで向山の魔ア技シ補ス助トを効果的に受けられるようになっていたから、淀屋橋と烏丸小隊の比重が少し下がっているのは事実だった。貴船小隊や武庫川小隊が魔ア技シ補ス助トの効果をそれなりに発揮できるようになった今、淀屋橋と烏丸小隊の四人がいなくなっても、向山春日さえ残っていれば他ほかの部隊で代だい替たいが利きくと二乃瀬が考えたとしてもおかしくはなかった。

（まぁ、だからといって二師長が積極的にわたしたちを擂すり潰つぶそうなどとは思っていないはずですが）

　貴船小隊や武庫川小隊で替かえが利くようになったとは言っても、淀屋橋や烏丸小隊と同レベルで魔妖と戦えるわけではないのだ。比重は少し軽くなっても、現状、淀屋橋と烏丸小隊は第二師団にとって必要不可欠な存在であることに違ちがいはない。だから今回の配置は、むしろ淀屋橋中隊を信しん頼らいしている、頼たよりにしている証あかしなのではと淀屋橋は考える。

　向山の魔ア技シ補ス助トを受けられるのだから、先だってのような肉ローラー級の強力な魔妖が現れても、なんとか対処できるはず。可能な限りの人員で向山を囲んで彼に触ふれていれば、二個小隊、十人くらいは魔ア技シ補ス助トを受けられるのだ。押し競くら饅まん頭じゆうの真ん中にいる向山にとって、その状じよう況きようは天国のようだったが、それはさておき。

　大泊中隊は十個小隊もいるが、肉のサイコロや肉のローラー並の魔妖を相手にするのは少しばかり厳しい。だから駐屯地に近い場所に置いておいて、魔妖群の戦力が強力な場合は可か及きゆう的てき速すみやかに援えん軍ぐんを送る。それが二乃瀬の考えだろう。

（まぁ、頼られた以上、やるしかありません。やらなかったら女が廃すたるというものです）

　そんな覚かく悟ごを胸に秘ひめ、淀屋橋は四個小隊を率いて南下してくる魔妖に備えていた。
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　通信車に乗った桃山小隊の上牧の声が多機能型ヘッドセットマルチネコミミから流れてきた。

「中隊長、本部から連れん絡らくあり。魔妖群の接近場所が少しずれたようです」

　淀屋橋たちは前回同様、兵員輸送用に改造されたトラック二台と通信車に分乗してここまで来ている。

「新たな進出予想場所は？」

「もう少し東ですね。鷺さぎノ宮みや駅の北方辺りだそうです」

　西せい武ぶ新しん宿じゆく線せんは被害が軽けい微びだったので、大災さい厄やくのあと、復旧工事を終えて開通していた。だが廃区に近いこともあり、廃区の南方で魔素濃のう度どが上がり魔妖の出現が予想されると、運行中止になる。今回も緊きん急きゆう避ひ難なん警報が出た段階で電車の運行はストップしていた。

「では、そちらへ移動しましょう」

　という淀屋橋の言葉に、忍海が四人の小隊長へ連絡を入れた。

　中隊員は即そく座ざに乗車し、二台の輸送車と通信車は新青梅街道を東に走った。鷺ノ宮駅の北側までなら車で数分だ。廃区内の魔素濃度はさらに高くなり、魔力現探査装置モニタリングポストも上う手まく魔力源を拾えていないようで、接近してくる魔妖群の現在地は特定できない。

　輸送車から降りた淀屋橋に、忍海が訊きいた。

「どうします、中隊長？」

「あまり散ばらけたくはないですが、肉眼で探すしかないですね」

　タブレットに表示した周辺地図をスクロールさせながら、淀屋橋は言う。

「少し北に元小学校があります。ここからなら北側が見通せるでしょう」

　その言葉で、忍海は淀屋橋の意図を把は握あくした。

「了解です。どれを偵てい察さつに出しますか？」

「セッちゃん、烏丸准尉を呼んでもらえます？」

「了解です」

　四人の小隊長はすぐそこに立っているから、通信機を使うより声をかけたほうが早い。

「烏丸准じゆん尉い、中隊長がお呼びです」

　烏丸はすぐに駆け寄ってきた。

「なんですか、とき……中隊長？」

「偵察に出てもらいたいの」

「ああ、魔素濃度が濃こくて魔ま力りよく源げん探査が上手くいってないみたいですもんね。で？　どこまで行けばいいです？」

「ここに元小学校があるでしょう？」

　タブレットの画面を淀屋橋が指で軽く叩たたいた。

「この校舎の屋上に上がれば、北側がよく見通せると思うのだけど」

「なるほど。了解です。烏丸小隊、偵察に出ます」

「魔妖群を視し認にんしたら、迎撃場所を決めます」

「魔妖群に遭そう遇ぐうしたら攻こう撃げきしちゃっていいですか？」

「そうね。その辺は烏丸准尉に任せるわ。数が多かったら、わたしたちも出向きますから、報告よろしくね」

「了解です。では」

　烏丸は淀屋橋に敬礼を送ると、すぐに踵きびすを返した。

「偵察に出るぞ」

　小隊のところへ戻もどった烏丸が、太秦、椥辻、墨染、向山の四人を引き連れ、足早にその場を離はなれていった。

　時刻は午前九時過ぎ。天気は晴れていて風は微び風ふう。このままなら濃度の高い魔素が廃区外に流される虞おそれは低いだろう。

　長い一日が始まろうとしていた。
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　誰だれもいない元小学校の校舎屋上に登った烏丸小隊の五人は、そこから北側、廃区のほうを遠望した。

　各自、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいたが、真っ先に椥辻がそれを見つけた。

「砂さ塵じんが上がってますねぇ。あそこにいるんじゃないですかね？」

　という彼女の声に、烏丸は自分の双眼鏡を椥辻の双眼鏡と同じ方向に向けた。

「ああ、いたな。ってか、砂塵が大きくないか？」

「またこのあいだの肉ローラーみたいな大物が来るんですかねぇ。嫌いやですねぇ」

「まだ遠いから、姿が見えないな」

「烏丸准尉」

「なんだ、墨染？」

　双眼鏡を覗きながら、墨染が語りかけてくる。

「崩くずれかけの建物があちこちにあるといっても、このあいだの肉ローラー級のデカブツだったら、もう姿が見えているはずでは？」

「なるほど。そう言われりゃそうだな」

「ってことは、あそこまで大きくはないってことよね」

　と太秦が呟つぶやくように言った。

「じゃあ、数が多いってことか。Ｓとか特Ａとかが二十体くらいもいたりしてな」

「洒落しやれになってないですよう」

「まぁ、なんとかなんだろ。こっちはターボ付きの多た砲ほう門もん戦車だからな」

　烏丸がそう返すと、太秦が、くすっと笑った。

「砲ほう塔とう一個につき、戦せん車しや砲ほうが五つも六つも付いてる感じの奴やつね」

　墨染が真ま面じ目めな顔で言う。

「想像したらけっこうキモい」

「それもこれも、向山様のおかげだけどな」

「おっぱい！」

「は？　いきなりなんの話だ!?　っていうか、そういう不ふ埒らちな単語を女子に向かって叫さけぶのはやめろや」

「あ、すみません。でも、淀屋橋さんがいないと寂さびしくて」

「言えてる」

「心に穴が開いたような寂しさですよう」

　墨染と椥辻がそう応じると、烏丸が頷うなずいた。

「あ～～、まぁ、あたしらも朱鷺瑚さんのおっぱいが視界に入ってないと寂しいけどな」

「だったら、あなたたちは武庫川小隊に入れてもらえばいいんじゃない？」

「いい考えですねぇ、太秦曹そう長ちよう。入れてもらうのは無理だとしても、なるべく武庫川小隊と行動を共にすれば、朱鷺瑚さんのおっぱいを失った寂しさが紛まぎれるかもですよう」

「あんたたちは、もう」

　太秦は額を手で押さえてため息を吐ついた。

「それより、烏丸。准尉」

「べつにいいよ、無理に准尉呼びしなくても」

「そういうわけにはいかないでしょう。それより。さっさと本隊と合流しなくていいの？　多砲門の実力を発揮するには、全員揃そろっていたほうがいいんじゃない？」

「違いない」

「じゃ、下りる？」

「いや。みんなにここへ来てもらったらどうだ？」

「ここへ？　あれらが確実にここに来るとは限らないでしょ？」

「ここなら見晴らしが利くからさ。少しくらいずれても遠えん距きよ離り射しや撃げきで狙ねらい撃うてるだろ」

「あぁ、そうねぇ」

「少なくとも、あたしや三室戸曹長は標的が視認できていれば狙い撃てる」

「わたしのはそこまで射程が長くないけど、そうね、なんとかなるかな」

「地上に下りて一いつ箇か所しよに固まってしまうと、進行方向を変えられたら、却かえって捕つかまえきれなくなりそうじゃん？」

「そうかもね」

「というわけだ。椥辻、朱鷺瑚さん呼んで」

「了りよう解かいです、准尉殿どの！」

「いや、その呼び方はやめろって」

「准尉様？」

「殴なぐるぞ」

「准尉閣下？」

「秘蔵同人誌やドラマＣＤ燃やすぞ」

「すすす、すみません、もうしません」

「こいつは」

　呆あきれたという顔で椥辻を見やった烏丸だが。

「いいから、はよ呼べ」

　椥辻が急いで中隊本部に連絡を入れ、烏丸が自分の考えを淀屋橋に説明する。

　すぐにイヤフォンから淀屋橋の声が返ってきた。

「なるほど、そのほうがいいかもしれないわね。グラウンドがあるから車も入れられるし。すぐにそちらへ向かいます。烏丸小隊は、引き続き屋上から監かん視しを続けて」

「了解だ、とき……中隊長」

　通信を終えた烏丸が四人を見回した。

「すぐに来るって。それまであたしらは見張り続行」

「了解」

「ああ、そうだ、向山」

「なんですか、烏丸さん？」

「間ま違ちがっても女湯に双眼鏡を向けるなよ」

「ぷっっ」

　椥辻や太秦が小さく噴ふいた。

「嫌だなぁ、いくら僕でも、この非常時にそんなことはしませんよ」

　双眼鏡を覗きながら烏丸が言う。

「非常時じゃなければやりそうだな」

「しませんて。それはもう犯罪ですよ。僕はあくまで爽さわやかなラッキースケベを目指しているんですから」

「そんなもの目指すなや！」

「そういえば、わたしたちの着き替がえの真っ最中に寮りようの部屋のドア開けたりしてたわよね、あなた」

　チラッと向山に視線を向けた後に太秦が双眼鏡を覗き込むと、その横で墨染が、うんうんと頷いた。

「あれは計ったように見事なタイミングだった」

「べつに計ったわけじゃありませんからね？　あれはたまたま偶ぐう然ぜんに発生した不幸な事故だったんです」

「偶然じゃなかったら、向山のタマタマが朱鷺瑚さんに握にぎり潰つぶされていたかもですねぇ。わたしも向山のタマタマが潰されないでくれてよかったと思うですよう」

「ありがとうございます。僕のタマタマを心配してくれるのは椥辻さんくらいです」

「ふっふっふ。わたしは向山のタマも竿さおも心配してますよう」

「そして椥辻は恥はじ知しらずな話をやめろや」

　などと、双眼鏡を覗いたまま五人がいつものようにくだらない話をしていると。

「あ、朱鷺瑚さんたち、来た！」

　土つち埃ぼこりを立てて、三台の車が旧小学校のグラウンドに乗り入れてきた。停とまった車のドアが開いて、わらわらと討魔士が飛び出した。烏丸が屋上のフェンスに顔をくっつけるようにして叫び、手を振ふる。

「中隊長、ここ、ここ！」

　烏丸のほうを見上げ、淀屋橋が手を振り返す。

　通信業務と車の見張りのため、その場に桃山小隊を残し、淀屋橋と忍海を先頭に、貴船小隊と武庫川小隊が校舎の入り口目がけて走り寄った。
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　十二人は、すぐに屋上に姿を現した。

「みんな、ご苦労様。様子はどうかしら？」

「まだ魔妖の姿が見えないんだよね。もう視し認にんできてもいいと思うんだけど……思いますけど」

「まだ視認できない？　進行を停止したのかしら」

「いや、相変わらず砂塵は上がってるから、移動はしていると思いますよ」

「それなのにまだ見えない？　よほどゆっくりとした移動なのかしら」

　そう言って淀屋橋も双眼鏡を覗き込む。

「中隊長」

「何かしら、忍海少しよう尉い？」

「ゆっくりと移動してるのに砂塵が上がるということは、かなり魔妖が大きいことになりませんか？」

「そうね……あ？」

　淀屋橋が双そう眼がん鏡きようを離はなして忍海のほうへ顔を向けた。彼女の顔には戸と惑まどいの色が浮うかんでいる。

「おかしいわね？」

「ええ、何か不自然なんです」

　淀屋橋が考え込む。

「え？　どういうことです？」

　貴船が淀屋橋と忍海の顔を交こう互ごに見やった。

「魔妖がなかなか姿を現さない。でも、砂さ塵じんが上がっているから移動はしている。ゆっくり移動しているのに砂塵が上がるのなら、その魔妖は大きな図ずう体たいをしているはず。でも、そんな大きな魔妖なら、ここから視認できるはずでしょう？」

「ああ！」

　驚おどろきの声を上げ、貴船も双眼鏡を覗のぞき込んだ。

「たしかに、これだけ見通しがいいのに視認できていないのは、魔妖が大きくないということだよな」

「それなのに、あれだけの距離で巻き上がる砂塵が確認できるというのは……何かおかしいと思いませんか？」

「ですね。どういうことだろうな」

　やはり双眼鏡を覗いていた武庫川が、双眼鏡を離して淀屋橋や忍海、貴船を見やった。

「魔妖がその場で足あし踏ぶみしているとかですカ～？」

　貴船が肩かたをすくめて言った。

「笑っていいのかどうか、微び妙みような冗じよう談だんだな」

「まぁ、魔妖の進行速度はそんなに速くないのも確かですけど」

　淀屋橋が首を捻ひねっていると。

「あ、あれ？」

　まだ双眼鏡を手放さない椥辻が奇き妙みような声を上げた。

「どうした、椥辻？」

「いえ、砂塵の幅はばが広がっているような」

「なんだって!?」

　烏丸が慌あわてて双眼鏡を持ち上げ、目に当てる。

　淀屋橋も、忍海も、貴船も、武庫川も、もう一度、双眼鏡を覗き込んだ。

「たしかに見える砂塵の幅が広がってるな。けど、それはどういうことだ？」

　烏丸が呟つぶやくようにそう言うと。

「oh──、魔妖は横隊陣じん形けいを取りましたカ？」

　と武庫川が叫さけび、貴船が顔を顰しかめた。

「それこそ笑えないな」

「あっっ!?」

「今度はなんだ、椥辻!?」

「念のためモニターを確認したら、いつの間にか周囲の魔素濃のう度どが上がってますう。これ……汚染度三ダーテイースリーレベルですよう」

「なんだって!?」

　烏丸の顔色が変わった。いや、烏丸だけではない。居合わせた全員の顔色が変わった。

「廃区の外だぞ、ここは！」

　と烏丸が言うと、太秦が首を捻った。

「そうよね。廃区は目と鼻の先だけど、それにしても汚染度三って異常よね」

「でも、間違いなく上がってますよう」

「不ま味ずいぞ、朱鷺瑚さん。このままだと魔妖は確実に廃区の外へ出てくる」

「カガちゃん、魔ま力りよく反応は!?」

　呼び方が元に戻もどってしまっているが、本人を含ふくめて誰だれも気にする者はいなかった。

「廃区側の魔素濃度が濃こいので、上う手まく拾えてないですけど……え!?」

　モニターを見ていた椥辻が息を吞のむのがわかった。

「今度はなんだ、椥辻!?」

「赤い点が無数に……いえ、点というより、もう赤い帯ですよう、これぇ！」

　悲鳴を上げるような切せつ羽ぱ詰つまった椥辻の声に、みな、急いでモニターを魔力源表示モードに切り替かえる。

「う？」

「げ！」

「なんなんだ、これは!?」

「どういうことデスか!?」

　呻うめき声や驚きよう愕がくの声が交こう錯さくし、困こん惑わくと疑念が渦うず巻まいた。

「おい、まさか、この大きさで一匹ぴきだとか言わないよな？」

　赤い帯の端はしから端まで、数百メートル、いや、すでに一キロメートル近くになっているのではないか。この赤い帯が一体の魔妖だとすると、桁けた外はずれの大きさになる。

　だが、椥辻は即そく座ざに否定した。

「それはないと思いますよう。最初は赤い点がばらばらと現れて、すぐに点が急速に増えていって、やがてびっしりと赤い点で埋うまって、点が重なって帯状になったんですよう」

「カガちゃん、最初の赤い点の魔力はどのレベルだった？」

「え～～と、そうですねぇ、大したことはなかったですよう。せいぜいＤ級といった感じでしたぁ」

「ということは」

　淀屋橋は周囲の小隊長連を見回した。

「まさか群体とか？」

「あ！」

「そうか」

「なるほど」

　などという声が上がった。

「いや、でも、魔妖の群体とか、あり得る？」

　と烏丸が首を捻る。

「魔妖が数体で群れるってだけでもおかしいのに、そんなたくさんの魔妖が……」

　皆みなが烏丸の指し摘てきをもっともだと思う。けれどモニターに映った赤い帯は、淀屋橋の言うように、無数の小さな魔妖が一体となって行動していると考えないと説明ができない。

　淀屋橋は少し迷った。

　何か異常なことが起きつつあるのは間ま違ちがいない。いったん退ひいて様子を見るか。それとも予定通り、魔妖への攻こう撃げきを開始するか。

（ですが、何が起きているかもわからないままに引き下がるわけにはいきませんか）

　かなり魔素濃度が上がっているから、最悪、Ａや特Ａの魔妖が廃区外に出てきて暴れるかもしれない。

（予定通り、ここで食い止めないと）

　淀屋橋はそう腹を括くくった。

　少しくらい数が多くても、Ｂ級やＣ級の魔妖なら、向山の魔ア技シ補ス助トでパワーアップした今の自分たちなら、なんの問題もなく撃げき退たいできる。そんな読みもあった。

「みんな」

　淀屋橋の呼びかけに、ああでもない、こうでもないと話をしていた小隊長連が、一いつ斉せいに彼女のほうを見た。

「予定通り、ここで迎げい撃げきします」

「了りよう解かい！」

「向山君、準備して」

「はい」

　向山が屋上のフェンスの前まで進み出た。彼の前後左右に討魔士が立つ必要があるから、フェンスまでは少し距離を置く。

「とりあえずケイちゃん、防御天蓋ドームをお願いね」

「了解」

　向山の背後に立った墨染が彼の背中に右手を当てた。

「退廃的防御天蓋デカダンスドーム、起動」

　目には見えないが、自分たちの頭上が防御天蓋ドームで覆おおわれたのを皆が感じ取る。

「屋上は全部覆った。どこへ移動しても問題ない」

　墨染の言葉に淀屋橋が頷うなずいた。

「次は、遠えん距きよ離り攻撃が利きくセッちゃ……烏丸准じゆん尉いと、三室戸曹そう長ちようが前に」

「了解っす」

　烏丸と三室戸が向山の眼前に立った。二人の背中に向山が両手を押し当てる。魔力の爆ばく発はつ的な高まりを感じ、烏丸と三室戸が体を震ふるわせた。

「来た来た」

「うん、いい感じっす」

　そのとき。

「魔妖、視し認にんしました！」

　いつも冷静な忍海が珍めずらしく上うわ擦ずった声を上げた。

「こ、これは!?」

　双眼鏡を覗く忍海の手が震えている。

「どうしましたか？」

「中隊長の言葉通り、これはまさに群体ですね」

　淀屋橋は慌てて自分の双眼鏡を持ち上げ、覗き込む。貴船や武庫川もそれに続き。烏丸や三室戸は、目ま庇びさしを作って目を細めた。
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　それを見た瞬しゆん間かん、誰もが言葉を失った。

　廃はい墟きよの街を覆い尽つくすほどの魔妖が、折り重なり、積み重なり、蠢うごめいている。魔妖の一つ一つはかなり小さいが、それらが倒とう壊かいしたビルの間から、ゆっくり津つ波なみのように押し寄せてくる。その数は何千、いや何万か。

　誰かが、ひっ、と小さな悲鳴を上げた。蝗いなごの群れ……いや、まるでゴキブリの大軍が押し寄せてくるような、そんな恐きよう怖ふに囚とらわれる。

「なんなんだ、あれ」

　烏丸が呆ぼう然ぜんと呟いた。

　魔妖という非常識な化け物を相手に戦ってきた歴戦の勇者たちも、一いつ瞬しゆん、魂たましいを抜ぬかれたような顔になって動きを止めてしまった。

　最初に我に返ったのは淀屋橋だった。

「セッちゃん、三室戸さん、撃うって！」

　それで二人が我に返る。生気を取り戻す。烏丸と三室戸は即座に魔マ技ギを発動した。

「液体窒素槍ニトロジエノン、発射シユート！」

「魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウ、発射シユート！」

　二人は頭上に並べた多数の槍やりと魚ぎよ雷らいを次々に放った。

（しまった！）

　淀屋橋は自分が間違ったのを即座に理解した。いや、自分たちの戦い方が、出現したあの魔妖の大群には合っていないことを悟さとったと言うべきか。

　烏丸の液体窒素槍ニトロジエノンも三室戸の魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウも、一発一発に威い力りよくを込こめて魔妖を狙ねらい撃つ魔マ技ギだ。ぶっちゃけ、強くて大きな魔妖を倒たおすための魔マ技ギ。けれど迫せまり来る魔妖は小さくて弱い。液体窒素槍ニトロジエノンも魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウも、威力過多だ。

　当たった固体は間違いなく凍こおりつき、あるいは爆散する。その余波で周囲の魔妖も被ひ害がいを受けるだろう。だが、数体から多くても十数体が消えたところで、全体から見れば痛くも痒かゆくもない。

　発射された液体窒素槍ニトロジエノンは五十本、魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウは二十五本。それらはすべて命中した。何しろ魔妖群は大きな面となって動いているから外しようがない。しかし、それだけの数が命中しても、群れの動きにはまったく影えい響きようが生じなかった。うぞうぞと蠢き、廃はいビルの間を埋め尽くすようにして魔妖群がゆっくりと迫ってくるその様さまは、まさに津波。あれを止めるには、点を攻撃するのではなく、面を攻撃する必要があった。

　しかし、そんな魔マ技ギを持っている者はいない。数で言うなら椥辻の黒くろ猫ねこが有効なのだが、それでも出せる黒猫は百匹ぴきかそこら。数万の魔妖が相手では、猫どころか、窮きゆう鼠そにさえなれない。

（カガちゃんが百人くらいいればなんとかなるかもしれませんが）

　と歯は嚙がみする淀屋橋だが、それは無い物ねだりだ。そうなると、現有戦力で叩たたくしかない。魔ま力りよくが続く限り叩き続けるしかない。

（幸い相手はＤ級みたいですから、ケイちゃんの防御天蓋ドームが破られることはないでしょう……あ！）

　淀屋橋は大変なことに気がついた。

（桃山小隊！）

　やがてＤ級魔妖は、ここまで押し寄せてくるだろう。そうなると、グラウンドに停とめた通信車に乗っている桃山小隊は魔妖の波に吞み込まれてしまう。

　あの小さな魔妖がどんな攻撃をするのかはわからない。けれど例えば、小さな口があって嚙かみつかれたら。鋭するどい突とつ起きがあって刺さされたら。吞み込まれた兵は、たちまち重傷を負って動けなくなる。何しろ討魔兵の戦せん闘とう服は、魔妖の魔力攻撃を防ぐためのものだ。そのために特とく殊しゆな素材を使って、極力、薄うすく作られている。殴なぐられたり蹴けられたり刺されたりという物理的な攻撃を防ぐ力はないのだ。

（というか、そもそも重さが不明ですし）

　一体あたり数キログラムの重さしかなかったとしても、数百の魔妖にのしかかられれば人間は簡単に圧死してしまう。車ごと、ぺしゃんこになるかもしれない。

　仮にあの魔妖に手があって、拾った瓦が礫れきを投げつけてきたら、当たっただけで大ダメージを喰くらう。礫つぶて攻撃をしてくる魔妖というのも想像するとかなり笑える図だが、今の淀屋橋には笑う余よ裕ゆうなどなかった。

（桃山小隊をここに上げなくては！）

「カガちゃん、桃山小隊に連れん絡らく！」

「あ！　はいっ！」

「車を捨ててここまで上れ！　以上！」

「了解ですう。桃山小隊に車を捨ててここまで上るように伝えますよう！」

　椥辻がハンズフリーのマイクに向かってがなってるのを横目に、淀屋橋は次の命令を下した。

「セッちゃんと三室戸さんは引き続き魔マ技ギ攻撃。狙う必要はないわ。手当たり次し第だいに撃って撃って撃ちまくって」

「了解！」

「ケイちゃん、いったん防御天蓋ドームを畳たたんで桃山小隊を迎むかえ入れて」

「了解、朱鷺瑚さん」

「入れたら、今度は蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズをお願い！」

「あ、そうか。了解」

　墨染はすぐに淀屋橋の言いたいことを理解した。

　防御天蓋ドームだと小さな魔妖が校舎の下の階に侵しん入にゆうしてきてしまう。もし建物に被害が及およぶような攻撃をしてきたら、建物が倒壊してしまう虞おそれがある。だから淀屋橋は、蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズで建物ごと守れと言っているのだ。校舎はかなり大きいが、先日の旧練馬区役所とさほど変わらない。問題なく全体を覆えるだろう。

「わたしとカガちゃんも攻撃に参加します。貴船小隊と武庫川小隊で攻撃できる人がいたら加わってくれます？」

「わたしの天てん網もう恢かい々かい疎そにして漏もらさずは攻撃技じゃないんで。しかも遠くにいる魔妖には届かないし」

　と棚たな倉くらが申し訳なさそうに言う。

「わたしの千せん斬ざん憂ゆう国こくも離はなれた場所の敵を攻撃するのは無理ですね」

　深ふか草くさもそう言った。

「わたしのも難しいな」

　貴船も苦しげな表情になる。

「なんということかしら。貴船中ちゆう尉いのところが丸ごと役立たずだなんて」

「うぐっ」

　貴船が胸を押さえて呻うめいた。

「た、たしかにそうなんだけど。言い方！」

「わたしがみんなの分まで撃ちまくりますのでっ！」

　魔力源追尾魚雷ホーミングトルピドウをひたすら撃っている三室戸が叫さけんだ。

「頼たのんだぞ、三室戸。我が小隊の運命はおまえに懸かかってる」

「任せてください……と言い切れないのが辛つらい。でも、やれるだけのことはやります」

「武庫川中尉のところは何人か出せますか？」

「三人、行けますネ。わたしとマナーツとユゥリ」

「とりあえず、行ける人間で行きましょう。ザミちゃんは司令部を呼んで報告と増ぞう援えん要よう請せいをお願いね？」

「了りよう解かいしたわ、朱鷺瑚さ……中隊長」

　椥辻ではなく太秦に連絡役を任せたのは、椥辻のほうが数を出せるからだ。太秦の超高熱炎弾リトルサンフラワーは一発一発の威力は大きいが、数が出せない。今は威力よりも手数が必要だ。

　椥辻が淀屋橋と共に向山の隣となりまで進み出た。少し遅おくれて武庫川小隊の三人が、向山を挟はさんで反対側に立つ。

　そのとき、桃山小隊の五人が屋上へと駆かけ込んで来た。桃山小隊を確保したので、墨染はタイプ蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズを起動し、建物全体を覆おおった。

「魔妖が来るから屋上へ避ひ難なんしろって、どういうことなの、中隊長!?」

　と、駆け寄りながら桃山が叫んだ。

「ザミちゃん、説明を」

「それも了解」

　太秦に説明を任せた淀屋橋は、向山の肩かたに手を伸のばす。その隣から椥辻が続き、反対側に立つ武庫川と北大路と須す崎ざき祐ゆう理りも同じように手を伸ばして、向山の肩や肩けん胛こう骨こつなどに手を触ふれた。五人とも向山に触れた直後に魔力の高まりを感じる。

「吸魔大輪ラブラフレシア、種子散布」

　今の魔力量で可能な限りの数の種子を淀屋橋は出現させた。数を増やすために、敢あえて種子の状態を選んだ。出現した種子はざっと百近くもありそうだ。

「さすが朱鷺瑚さん、頼たよりになるわ」

　横目で見ながら烏丸が言った。

　だが、数万の大群が相手だと、百では焼け石に水だ。今の淀屋橋の吸魔大輪ラブラフレシアはＳ級魔妖でも枯からすほどだが、相手はＤ級。それほど大量の魔力を吸い上げる必要はない。一輪ごとの威力は今の百分の一でも、数が百倍出たほうが効果的である。けれど淀屋橋は、魔力を抑おさえて数だけを増やすという使い方をしたことがなかった。訓練ですらしたことがないのだ、実戦でできるはずがない。

（そんな戦い方も今後は必要になるということですか。わたしだけではなく、セッちゃんやザミちゃん、カガちゃんも、ですね。もっとも、全員がここから生きて戻もどれたら、ですけど。まさかＤ級魔妖に、生せい還かんできるかどうかというギリギリの局面に追い込まれるとは思いませんでした）

　思わず自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべてしまう淀屋橋だった。

　椥辻も黒猫を出現させた。黒くろ豹ひようのような大きさではなく、元の黒猫より少し大きいというサイズだ。それが百匹ほどいる。淀屋橋と合わせておよそ二百。それでも焼け石に水という状態なのは変わりがない。

「たった百かよ。千くらい出してみろや、椥辻」

「烏丸准じゆん尉いが無茶苦茶なこと言ってますよう。っていうか、朱鷺瑚さんの吸魔大輪ラブラフレシアの種子と数は変わらないのに、この扱あつかいの差はなんですかぁ!?」

「お前が腐くさってるからだ」

「がふぅっっ！」

　椥辻はお腹なかを押さえて体をくの字に曲げた。

「烏丸准尉が酷ひどすぎて、可愛かわいい黒猫に准尉のおっぱいを囓かじらせたくなりましたよう」

「やめろや。そんなことされたら、あたしのおっぱいが墨染級になっちゃうだろうが」

「烏丸准尉が酷すぎて防御天蓋ドームを維い持じできないかもしれない」

「大だい丈じよう夫ぶだって。そういう需じゆ要ようは確実にあるから。な、椥辻？」

「そうですねぇ。ちっぱい好きな男は確実に存在しますからねぇ。そんな男にとって墨染一士は合法ロリですからねぇ。もうモテモテですよう」

　がくり、と墨染が片かた膝ひざを落とした。

「椥辻士長が酷すぎて、この世界に絶望した」

「どっかの絶望先生みたいなこと言ってないで、ちゃんと防ぼう御ぎよ結界張ってろ」

　膝を落とした墨染が、のろのろと立ち上がる。

「今度の小隊長は人使いが荒あらくて困る」

「はぁ？　あたし、朱鷺瑚さんより全然荒くないだろ!?」

「セッちゃん？」

　淀屋橋は前を向いたまま、種子を浮かべ、種子を飛ばし、を繰くり返しながら呼びかけてきた。

「え？　な、何かな朱鷺瑚さん？」

「無む駄だ話ばなししてる暇ひまがあったら、槍やりを撃うってね？」

「撃ってるって。話しながらでも次から次へと撃ちまくってるって」

「話をしなければ、さらに発射の間かん隔かくが詰つまるのではないかしら？」

「い、いや……」

「それにセッちゃんに話しかけられたら、ケイちゃんやカガちゃんの気が散るでしょう？　二人の魔マ技ギの邪じや魔まをしないでね、という話よ？」

「あ、はい、わかりました。わかりまくりました。攻こう撃げきに専念します」

　貴船小隊や武庫川小隊の面々が、感心したり震ふるえ上がったりしつつ囁ささやき合う。

「凄すげえ。あの烏丸がビビってる」

「ってか、笑いながら脅おどすって、悪あく魔まかよ」

「さすがトキーコ、ただのおっぱい星人じゃないーですネ」

「いや、あなたもおっぱい星人……」

「みんなも、ちゃんと攻撃に集中してね？」

「してます～」

「集中しまくりですよ～」

「問題ありません、トキーコ」

「忍海少しよう尉い、魔妖との距きよ離りは？」

　フェンス越ごしに双そう眼がん鏡きようを覗のぞいている忍海が、そのままの体勢で答えた。

「先頭は廃区の外へ出ましたね。先頭までの距離、およそ六百メートル。ほどなく学校の敷しき地ち内へ雪な崩だれ込んでくるでしょう」

「数は減っている？」

「見たところ、あまり減っていません。密度の薄うすい箇か所しよはできるんですが、すぐに埋うまってしまいます。とはいえ、見た目では減っていなくても、こちらの攻撃は確実に当たっているので、実際には減っているのでしょうけど」

「とにかく今は、撃って撃って撃ちまくるしかないわ。ザミちゃんも加わって？」

「了解、中隊長」

「桃山小隊のみんなは、通常の魔マ技ギ攻撃をお願いね。相手はＤ級だから、通常の魔マ技ギでも確実に倒たおせるはずです。数が多いので、途と中ちゆうで魔ま力りよくが切れちゃうかもしれませんけど」

「了解、中隊長」

　一人を通信担当として運んできた小型通信機器の前に残すと、桃山は残りの三人を連れてフェンス際ぎわに散った。

「直下まで押し寄せてきたら、わたしの天網恢々も使える。準備しとこう」

　そう言って棚倉が向山の近くまで進み出ると、深草も寄ってきた。

「足あし下もとまで来たら、わたしの千斬憂国でも攻撃できる。わたしも触れておくか」

「よし、わたしたちも用意しておこう」

　貴船と円えん町まち、そして武庫川小隊の残りの二人も寄ってきた。

「なんか大盛せい況きようだな、向山二士のところは」

　向山の周囲にはすでに淀屋橋に烏丸、椥辻、墨染、三室戸、武庫川、北大路、須崎が立っているところへ、さらに貴船や棚倉、深草、円町、そして曽そ根ねや門かど真ままでもが集まってきたから、なるほど彼の周りだけ、通勤ラッシュの満員電車並みの混雑だった。
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　向山の周囲で押し合い圧へし合いしながら、各人が次々と魔マ技ギを起動し、撃った。たまに誰だれかの魔マ技ギが別の誰かの魔マ技ギの邪魔をしてしまうこともあったが、あまり混乱は生じなかった。これも貴船小隊や武庫川小隊を交えて訓練を続けた賜たまものだろう。そういう意味では二乃瀬大たい佐さの深しん謀ぼう遠えん慮りよが見事に活いきたといってよかった。同時に各員は、この場で新しい戦い方を学んでもいた。それは魔力を抑え気味にして魔マ技ギを発動することである。

　いくら向山の魔ア技シ補ス助トで魔力が増ぞう幅ふくされていても、全力で撃ち続ければ、いずれ魔力は底を突つく。何しろ万を超こえる魔妖が相手なのだ。必要なのは一発の威い力りよくを高めることではなく、手て数かずを増やし、なおかつ魔力の消しよう耗もうを最小限に抑えることだった。だから淀屋橋は一発に込こめる魔力を抑えることで魔力を節約し、節約した魔力を数を増やす方向へと振ふり向けたのだ。

　最初は上う手まくいかない者も多かったが、中にはいきなり成功させた者もいた。椥辻などが典型だ。彼女の場合、最初から数を恃たのみにという魔マ技ギだったので、上手くいったのだろう。いつもの半分以下のサイズの黒くろ猫ねこを二百も出してみせた。その数の黒猫を魔妖に向かって走らせた後、さらに二百の黒猫を出した。少し間隔を開けて、さらに二百。椥辻一人で六百もの黒猫を出して魔妖を襲おそわせたことになる。しかも椥辻の黒猫には継けい続ぞく力がある。

　烏丸の液体窒素槍ニトロジエノンや太秦の超高熱炎弾リトルサンフラワーなどは、威力は高いが、当たればそれで終わりだ。相手がＳ級かＤ級かは関係ない。だからＤ級相手だと魔力の無む駄だ遣づかいとも言えるのだが、椥辻の黒猫は、魔妖を一体屠ほふっても、なお活動ができる。Ｄ級魔妖が相手なら、いつもの半分のサイズでもすぐに倒せた。そして倒したら別の魔妖を襲えた。そしてサイズが半分なので、いつもより持続時間が長い。一匹ぴきの黒猫が消えるまで、Ｄ級魔妖を四、五体は倒すことができた。くっつくように群れているから、移動する時間が必要ないのだ。

　六百の黒猫は合計で二千五百以上、いや、もしかしたら三千近い魔妖を倒しただろう。そして出した黒猫が消えても、椥辻はすぐに新たな黒猫を出すことができた。これも向山の魔ア技シ補ス助トのおかげだ。

　とはいえ、さすがに六百もの黒猫を出して動かし続けていると、負担が大きい。やがて黒猫を出す間隔が開き、出現数も減ったが、椥辻の黒猫だけで万近い魔妖を倒したのではないだろうか。

　その働きぶりは、烏丸でさえ、

「今日の椥辻、マジ神がかってる」

　と叫さけんだほどだった。

　一時は校舎の周囲を埋め尽つくしていたＤ級魔妖も、椥辻の黒猫によって、囓られ、爪つめで引き裂さかれ、次し第だいに密度を減らしていった。加えて、淀屋橋も何百という種子を降らせることができるようになった。校舎周りの魔妖は椥辻の黒猫に任せ、淀屋橋は少し離はなれたところの魔妖群へ種子を降らせた。種子の一ひと粒つぶ一粒の威力は減じているが、相手はＤ級魔妖、それで問題はない。体に吸魔大輪ラブラフレシアが──サイズ的には小輪だが──咲さいた魔妖は、あっという間に萎しおれて消しよう滅めつした。サイズが大きな魔妖の場合、一体につき複数の種子が付着することになるが、今回はサイズが小さいため、一体の魔妖につき種子は一粒か二粒が付着するだけだ。無駄撃ちの数はいつもよりずっと少ない。百の種子を降らせれば、七、八十の魔妖が消えた。淀屋橋は次から次へと種子を降らせ続け、数千の魔妖を屠った。

　今回の最大の功労者はと言えば、この二人だろう。

　それ以外の者も、魔力を抑えつつ、威力を抑えつつ、数を増やすという方向に戦い方をシフトしたが、一度に百の魔妖を破は壊かいするまでには至らなかった。それでも全員が魔力の続く限り魔マ技ギを撃ち続けた。

　一時は魔妖の海に浮かぶ離れ小島状態になった学校の建物だったが、とうとう潮が引くように魔妖の群れは薄れ、やがて完全に消滅した。学校は包囲されたものの、濃のう度どの高い魔ま素そ隗かいに乗って魔妖があちこちへ進出するという最悪の事態だけは避さけられた。

　魔妖群が消えたとき、全員の魔力は尽きかけていた。向山の魔ア技シ補ス助トが効いているとはいえ、各人の魔力は無む尽じん蔵ぞうではない。魔ア技シ補ス助トを受けないまま戦っていた桃山小隊も含ふくめ、魔妖撃げき退たいを喜ぶことさえできないほど全員が消耗しきっていた。

「魔妖群、視界から消えました」

　という忍海の報告に──忍海だけは、あまり魔マ技ギを使っていなかったので、まだ余力があった──一人、二人と屋上に倒れ込んでいく。

「ここまで魔力を使い切ったのは初めてかも、だな」

　仰あお向むけに寝ね転ころんで青い空を見上げながら、烏丸がそう言うと、隣となりに倒れた太秦が、そうねぇ、と応じた。

「魔力が尽きるほど戦い続けると、体力もすっからかんになるのね」

　一方、今回の戦せん闘とうのＭＶＰとも言える椥辻と淀屋橋は、息をするのも辛つらそうなほど窶やつれきっていた。

「おい、椥辻～」

　烏丸が呼びかけると、仰向けに寝たまま彼女は微かすかに顔を動かした。

「な……んですかぁ烏丸准じゆん尉い～？」

「戻もどったらなんか奢おごってやるぞ？　なにがいい？　寿す司しだろうとステーキだろうとおまえの好きなもの食わせてやる」

「そうですねぇ……じゃあ、魔ま法ほう少女ムジナマギナのブルーレイＢＯＸで」

「食い物だって言ってんだろ！」

「ステーキよりそっちのほうが、回復には効くんですけどね～」

「おまえ、脳のう味み噌そだけでなく内臓まで腐くさってやがんのか」

「烏丸准尉が酷ひどすぎてますます体が重くなってきました～」

「まぁ……今日くらいはいいんじゃないかしら？　カガちゃんの希望を聞いてあげても」

　ようやく顔を上げた淀屋橋が、そんなことを言った。

「朱鷺瑚さんも今日のＭＶＰなんだから、なんか驕おごるよ。何が食べたい？」

　烏丸がそう訊きくと、横から返事をしたのは向山だった。

「僕、お寿司がいいです」

「おまえには訊いてねえ！」

「え～～？　だって椥辻士長や淀屋橋中隊長が大活かつ躍やくしたのって、僕がいたからじゃないですかぁ」

「こいつ、調子に乗ってやがんな」

「あら、セッちゃん、でも、おおよそ向山君の言うとおりよ？　彼がいなければ、わたしたち、今ごろＤ級魔妖の海に吞のまれていたかもしれないもの」

「まぁ……そうかもしれないけど。自分でいけしゃあしゃあと言うこいつに腹が立つ」

「向山春日には、お寿司より朱鷺瑚さんの生着き替がえのほうが、回復剤ざいとして有効なんじゃないですかねぇ？」

「まぁぁ。何を言っているのかしらカガちゃんは？　一度、死んでみる？」

　首を横に振ろうとした椥辻だが、疲つかれていて、上手く首が振れなかった。

「なんてね。わたしにも、カガちゃんの首をねじ切るような力は残ってません」

「いや、いずれにせよ助かった」
















　と言って貴船が上体を起こした。

「中隊長と椥辻士長に何か奢る話、わたしも乗らせてくれ」

「もちろんわたしも乗りマ～ス」

　倒れたまま体を横に向けた武庫川が右手を上げた。

「トキーコは何が食べたいですカ？　わたしはトキーコのおっぱいが食べたいのデス」

「まぁぁ、武庫川中ちゆう尉いまで何を言っているのかしら？　そんな巫ふ山ざ戯けたことを言ってると、中尉のおっぱいを引きちぎって、みんなでドッジボールをしちゃいますけど？」

「そんな無む体たいなことはやめてくださイ～～」

　武庫川が両りよう腕うでで自分の胸を守るように抱だきかかえる。

「ドッジボールが終わったら、武庫川中尉の胸を烏丸と墨染に払はらい下げてもらったら？　二人で分けて自分の胸に盛れば、並サイズになれるんじゃ？」

「太秦が酷いこと言い出しやがった！」

「それはいい考え。よろしくお願いします」

「そして墨染が恥はじも外聞もねえ！」

　あちこちで乾かわいた笑い声が巻き起こる。

　誰もが笑いながら、生き残った実感を味わっていた。



















　　　１




　その日は、第一いち師し団だんや第三さん師し団だんの担当地区でも大量のＤ級魔ま妖ようが出現していた。

　魔妖は単体で動く。そんな常識を前提にした小隊単位での作戦行動を取っていた一師団や三師団の部隊は、出現した魔妖の大軍ならぬ大群に対処しきれず、さんざんな目に遭あっていた。人的被ひ害がいも出たが、何よりＤ級魔妖が三箇か所しよで廃はい区く外へ溢あふれ出し、辺りの建物を破壊して回ったのが痛かった。魔ま素そ濃度が下がるにつれて魔妖も廃区内へ戻っていったが、魔妖の廃区外への進出を許したといって、討とう魔ま庁ちようは国会で追つい及きゆうされたりマスコミに叩たたかれたりした。住民の避ひ難なんは終わっていたので市民の犠ぎ牲せい者しやが皆かい無むだったのは、不幸中の幸いだった。これでもし市民に被害が出ていたら、討魔庁の長官や討とう魔ま将しようは辞任に追い込まれていたかもしれない。

　一方、今回の事態で、Ｄ級魔妖の大群を防ぎきった淀よど屋や橋ばし中隊の存在がクローズアップされることとなった。

「これまでの常識に囚とらわれていてはダメだ」

「廃区解放のための戦いは新たな段階に入ったと見るべきだ」

「魔妖の変質に合わせて、こちらも戦術を変化させねば」

「討魔軍の組織も見直すべきでは？」

　討魔庁の上層部では、そんな意見が大たい勢せいを占しめるに至った。

　結果、第一、第二、第三の各師団を包ほう括かつ的に運用する統合作戦本部が設立され、初代の本部長に第二に師し団だん師団長の二に乃の瀬せ大たい佐さが、准じゆん将しようとなって就任した。

「相手が魔妖であれなんであれ、軍隊は質より量であるという基本法則が再さい認にん識しきされた、というのが今回の教訓だな。まぁ、一師団や三師団の団長の上に立つのは面おも白しろいが、面めん倒どうくさいのはあまり好きじゃないんだよな」

　新設の統合作戦本部本部長に就任することが決まったあと、二乃瀬はそんなことを言っていた。

「我々の切り札は向こう山やま春日かすがなのだ。だが彼は一人しかいない。となれば、向山春日の機動的な運用を考えなくてはならないだろうな」

　とも言ったが、それはまだ先の話だろう。

　作戦本部は第二師団の江え古ご田たの森もり駐ちゆう屯とん地ちに置かれることになった。

　本部には第一師団や第三師団の佐さ官かん級が派は遣けんされてきたので、烏丸からすまは要注意人物に指定された。烏丸が一師団や三師団の佐官に喧けん嘩かをふっかけでもしたら堪たまらない、というのが監かん察さつの言い分だった。おかげで烏丸は、監察部の要員にべったりと張りつかれ、四し六ろく時じ中ちゆう、監かん視しされることになったのだが、それもまた別の話。

　別の話と言えば。

　今回の戦闘の殊しゆ勲くん者と評価された椥なぎ辻つじ士長が、その功を称たたえられて曹そう長ちようへ昇しよう任にんし、二乃瀬から金きん一いつ封ぷうをもらったりもした。




「おい、いくら入ってたんだよ？」

　という烏丸の問いに、椥辻はにんまりと笑って答えた。

「そうですねぇ、軍資金を心配せず、とらのわなで同人誌を買いまくれるくらいは入っていましたねぇ」

「マジかよ。羨うらやましいな」

　涎よだれを垂らしそうな顔で烏丸がそう言うと、横から墨すみ染ぞめが言った。

「同人誌を買いまくるという時点で羨ましくはない。むしろ浅ましい」

「上う手まいな。またもや墨染に座ざ布ぶ団とん一枚」

「墨染一士が酷すぎますよう」

　などというやり取りがあったのは、まぁ、いつものことだった。

　それはそれとして。

　椥辻は自分の体験を基もとにした「討魔兵団女子実戦日誌」なるマンガを密ひそかにネットにアップしていたのだが、この頃ごろになると、ネットでそのマンガが評判になっていた。何な故ぜかというと、実際に討魔兵団に所属して活動していなければ描かけないようなリアルな描びよう写しやの連続だったからだ。閲えつ覧らん者数もうなぎ登りで、ＫＡＤＯＫＡＷＡのコミック部門からコミックス化のオファーまで来た。

　それで監察部にばれた。

　話は二乃瀬のところまで上がり、椥辻は師団長（作戦本部長兼けん任にん）に呼び出されることとなってしまった。




「可哀かわい相そうに。せっかく昇任したのに、椥辻の野や郎ろう、また士長に逆ぎやく戻もどりか」

「士長で済めばいいけど。一士、いえ二士まで落とされるかも？」

「となると、金一封も取り上げられるのかな」

「もう使ってしまったから、返せないでしょ」

「じゃあ、当分、ただ働きか。哀あわれな話だな」

　烏丸と太秦うずまさは、そんなことを話したのだが。

　師団長のところから戻もどった椥辻は、案に相そう違いしてにこにこ顔でこう言った。

「コミックス化を許可されましたぁ」

「マジかよ」

「どうしてっ!?」

「国家公務員は副業禁止のはず」

　烏丸、太秦、墨染は揃そろって目を剝むき、一人、向山が羨ましそうな顔で見つめていた。

「わたしのマンガが討魔兵団の認知度アップに貢こう献けんしたと認められましてねぇ。コミックス化も、討魔兵団の広報活動の一いつ環かんという扱あつかいになったんですよう」

「マジか～～～っ!?」

「羨ましいです。印税って、いくらくらいもらえるんですか？」

「わたし個人には支し払はらわれないんですよう」

「え？　まさかタダ働きなのか？」

　と烏丸が驚おどろくと。

「いえいえ、そうではなくてぇ。広報活動の一環ですから、印税はいったん師団に入るんですがねぇ、あとで師団のほうから広報活動費という名目でわたしに支払われるという形になるんですよう。とはいえ金額は大したことないですよう。部数も最少ロットでしょうしねぇ。同人誌が三百冊とか四百冊とか、余よ裕ゆうで買えるくらいじゃないですかねぇ」

「印税もらっても同人誌に注つぎ込む気か。ぶれないな、おまえ」

　烏丸が感心の顔でそう言うと、向山が笑え顔がおで続いた。

「安定の腐くさりっぷりですよね」

「向山が酷ひどくて泣けてきますよう」

「椥辻王国の通貨単位はドウジンだから。一ドウジンは日本円に換かん算さんして、だいたい千円。四百ドウジンということは、四十万円くらい？」

「いきなりリアルな話をするわね、墨染」

　と太秦がジト目になる。

「っていうか、通貨単位がドウジンて。上手いな。墨染に座布団もう一枚やってくれ」

「いいじゃないですかぁ、そのくらい。元々が好きでネットにアップしてたものだから、原げん稿こう料なんてもらってませんしねぇ。副業やアルバイトには当たらないという解かい釈しやくで活動の続行も許されましてぇ。今後も討魔兵団ＰＲのためにマンガを描きますよう」

「ちょっと待って、カガちゃん？」

「あれ、朱と鷺き瑚こさん、いつの間に？」

　見習いが取れて正式に大たい尉いとなった後、淀屋橋は大おお泊どまりなどと共に師団司令部に詰つめることが多く、烏丸小隊の面々とは別行動を取るようになっていた。とはいえ、まだ寮りようの部屋が同じなので、毎日、顔を合わせてはいるのだが。

「カガちゃん、マンガのこのキャラクター、わたしよね？」

　淀屋橋が手にしたタブレットに表示した椥辻のマンガの一コマを指さした。

「ああ、いつもおっぱい揺ゆすって登場するこのキャラか。誰だれが見ても朱鷺瑚さんだよな」

「僕も一目で淀屋橋大尉なんだなってわかりました」

　烏丸や向山がそう言うと、椥辻は凄すごい勢いで首を横に振ふった。

「いややや、ぜんぜん違ちがいますよう？　名前が違うでしょう？」

「でもこのマンガ、『登場するキャラクターにはなんとなくモデルっぽい人が存在したりしなかったりします』って書いてある」

「墨染一士は余計なことを言わないでくださいよう」

「わたしなのね？　おっぱいアタ～ック！　とか、おっぱいプレ～ス！　とか下品なことを叫さけんですぐに上半身裸はだかになる下品なキャラクターは、わたしなのね？」

「いやでも、マンガには『このマンガはほどよくフィクションです』っていう注意書きもあるのでしてぇ」

「ほどよくフィクションということは、ほどよくノンフィクションでもあるということ」

「だからぁぁ。墨染一士はもう喋しやべらないでぇぇ」

「でもさぁ、少なくとも討魔兵団の奴やつらは、みんな、これが朱鷺瑚さんだってわかってるよな？」

「烏丸准じゆん尉いも喋らないでぇぇ」

「そうそう、このあいだ第三師団の知り合いに、『太秦、おまえいいなぁ。いつも淀屋橋大尉におっぱいプレスとか受けてるんだろ？　羨ましいわぁ』って言われたわね」

「太秦曹長も、余計なこと喋らないでぇぇぇ」

「この、すぐに女子更こう衣い室に乱入してタコ殴なぐりにされる唯ゆい一いつの男子討魔兵って、僕のことですよね？　僕の扱いも酷くないですか？」

　全員が、え？　という顔を向山に向けた。

「「「だって、それは事実だし」」」

　向山が、がくり、と膝ひざを落とす。

「カガちゃん？」

　にこやかな笑みを浮うかべた淀屋橋が、こめかみに血管を浮き立たせて自分のほうを睨にらんできたので、椥辻はその場で跳とび上がった。

「はいぃぃ？」

「何か言うことはある？」

「い、いえ、何かというか、このキャラの元ネタが朱鷺瑚さんだってわかるのは師団内の人間だけで、外の読者には誰のことかさっぱりわからないのでセーフ……ということで、ひ、一つ」

　卑ひ屈くつな笑みを浮かべ、揉もみ手でをするようにそんなことを言う椥辻だったが。

「わたしのことを知らない読者は、これが実際のわたしだと誤解してしまうわよね？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよう。こんな脱ぬぎたがりの巨きよ乳にゆう美女が実在してるなんて誰も思いませんよう」

「そうなの？　それがカガちゃんの遺ゆい言ごんなの？　冴さえない遺言だったわね？」

「いひぃぇえ～～～。たっ、助けてぇぇぇ」

　烏丸、太秦、墨染、向山に向かって泣き叫ぶ椥辻だが、誰も救いの手を差し伸のべることはなかった。
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　作戦本部長に就任した二乃瀬は、自分の考えを実じつ践せんしようとした。それはつまり、向山春日こそが廃区解放の切り札だから、彼（を含ふくむ烏丸小隊）を機動的に運用し、彼の魔ア技シ補ス助トの効果を最大限に発揮するということだ。そのため二乃瀬は討魔庁の上層部を動かし、戦せん闘とう用ヘリや戦車を導入させた。同時に、廃区外がい縁えん部にある倒とう壊かいしかかったビルを積極的に破は壊かいして地じ均ならしをし、道路の瓦が礫れきの撤てつ去きよも急がせた。

　瓦礫の撤去が済めば、少なくとも外縁部では武器や人員の運うん搬ぱん車の通行が可能になる。戦車があれば廃区内部への迅じん速そくな移動が可能になる。第二師団の担当地域外で魔妖が大量発生しても、戦闘用ヘリがあれば向山（と淀屋橋中隊）を現場へ急行させられる。

　もっとも、戦車にしろ輸送車にしろ、操縦するのは討魔兵でなくては無理だから、その方面での制限はあるのだが、機動力を確保しておけば、淀屋橋中隊が作戦遂すい行こう中の場合、烏丸小隊だけを送り届けるという手も可能になる。

　そんな運用計画を聞かされた烏丸は、向山に対して、

「おまえ、大変だな」

　と同情的だった。

「僕も大変ですけど、烏丸さんたちも大変じゃないですか」

「そうだけどさ。でも、おまえの魔ア技シ補ス助トを最も効果的に使えるのは、未いまだにあたしたちなんだし、まぁ仕方がないわな」

「そうですね。あちこち引っ張り回されるのは大変ですけど、一師団や二師団の担当地区に行くことになっても、烏丸さんたちと一いつ緒しよなら、僕は文句を言いませんよ」

「お、おお、そう、か？」

　烏丸がなんとなく照れたような仕草と表情を見せると、横から椥辻が、そうですよねぇ、と頷うなずいた。

「向山春日を作戦本部に召めし上げられて、作戦の都度、いろんな部隊と組み合わせて使う、なんてことになったら、寂さびしいですものねぇ」

「ああ、まぁ、な」

「淀屋橋さんのおっぱいとお別れすることになったら、僕、泣いちゃいますよ」

「そこか！　結局、そこなのか!?」

「椥辻曹そう長ちようもぶれないけど、向山春日もぶれない男」

　墨染がそう言うと。

「記き憶おくを喪なくした僕の唯一の拠より所どころですし」

「おっぱいが唯一の拠り所なの？　困った男だな、おまえ」

「まぁまぁ、いいじゃないですか、烏丸准尉。向山が一緒にいてくれれば、わたしたちも鼻が高いというものですよう」

「え？　それ、威い張ばれるところか？」

「だって討魔兵団で唯一、男子といちゃこらできる部隊なんですよう、わたしたち。もう垂すい涎ぜんの的まとじゃないですかぁ」

　墨染が冷静な声と顔で指し摘てきした。

「垂涎の的かもしれないけど、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの的でもある」

「おい、あたしはイヤだぞ、向山のせいで他ほかの師団の奴らに恨うらまれるとか」

「そんなこと言わないでくださいよ、烏丸さん。僕は皆みなさんに命を救われたんですから、その恩返しを果たすまでは、皆さんと一緒に戦いますよ」

「あ、まぁ、そうだな、おまえがそうしたいなら、べつに拒きよ否ひはしないけどな」

「いやいや、本心では喜んじゃってるくせに、素す直なおじゃないですねぇ、烏丸准尉は」

　椥辻が揶や揄ゆするように言うと、烏丸は、うるさいよ！　と怒ど鳴なりつけた。

「べつに喜んじゃいないよ。勝手に決めつけるなよ」

「僕、本当に感謝しているんです。皆さんに助けられたからこそ、いま、こうして人間として生きていられるのだと思いますし」

「は？　なんのこと？　意味不明なんだけど」

「あ、えっと、そうですね、助けてくれたのが他の人たちだったら、僕は実験動物のように扱われていたかもしれない……ということですかね？」

「たしかに最初に見つけたのが師団長とかだったら、喜んで医局に解かい剖ぼうさせそうよね」

　太秦がそう言うと、そうかもな、と烏丸が応じた。

「でも、二乃瀬准じゆん将しようが現場に出ることなんてないけどな」

「だから僕は、二重の意味で運がよかったんだと思ってます。皆さんに助けられて。助けてくれたのが皆さんで」

「そうですよう。わたしたちへの尽つきせぬ感謝を忘れないでくださいねぇ。そしてたまには脱いでくださいねぇ」

「脱ぐなよ」

「わたしを脱がせる方向でもいいんですけどねぇ」

「脱がせるなよ」

「烏丸准尉を脱がせても面おも白しろくないからやめておいたほうがいいですよう」

「面白くなくはないよ」

「え？　脱がせると面白いんですか？　そんな平原で？」

「バカ！　あたしのことを平原なんて言ったら墨染が泣いちゃうだろ！」

「相変わらず烏丸准尉が酷くて泣ける」

「そうよね。墨染と烏丸小隊長なら五十歩百歩よね」

　と太秦が言った。

「舐なめるな！　わたしと墨染なら五十歩千歩くらい違うよ」

「そうかもですねぇ。もっとも烏丸准尉と朱鷺瑚さんなら、五十歩百万歩くらい違いますけどねぇ」

「いくらなんでもそこまで違わんわ！」

　烏丸がそうツッコむと、

「そうよね。セッちゃんが五十歩ということはないわ」

　と淀屋橋本人からフォローが入った。

「朱鷺瑚さんが優やさしい！」

「百歩くらいあるわよね？」

「ぐはぁっっ」

　烏丸が血ち反へ吐どを吐はいた。

「百歩百万歩だったら、五十歩百万歩とほとんど変わらないわね」

「結局、五十歩百万歩も百歩百万歩も五十歩百歩だってことですかねぇ」

　したり顔で椥辻がそう言うと。

「意味がわからない」

　墨染が首を捻ひねる。

「だからまぁ結論としては、烏丸准尉のおっぱいは小さい、ということですかねぇ」

「死ねや、おまえ」

　怒おこった烏丸が椥辻の足をげしげしと蹴けり。

「暴力反対ですよう」

　椥辻が悲鳴を上げ。

　淀屋橋や太秦、墨染は、やれやれと首を振ふり。

　向山だけが楽しそうに笑うのだった。

（そう、僕が人間であることが何より大事なんだ。と僕は思う。これからもずっと人間であり続けたいな。この素敵な人たちのためにも）




























その１　師団最強の女







　顔を上げた墨すみ染ぞめ桂けい花かが、できた、と椥なぎ辻つじ可か香がに声をかけると、椥辻はペンを動かす右手を止めないまま左手で次の原げん稿こうを差し出した。

「次はこっちのページをお願いしますよう」

「わたしも、かなりトーン処理に慣れた」

「もはや墨染二士だけが頼たよりですよう」

「まだ夏コミにはだいぶ時間があると思う。どうしてそんなに急ぐの？」

「第一防衛ラインを突とつ破ぱされると、印刷料金が跳はね上がってしまうんですよう」

「あぁ、そういう理由」

「そろそろトーン処理なんかもデジタル処理にしたいんですけどねぇ。そのほうが安くて早いですしねぇ」

「急ぐのなら他の人にもアシスタントを頼たのめばいいのに」

「ダメですよう。前に烏丸からすま士長に頼んだことあるんですけど、スクリーントーンごと原稿まで切られてしまって、直すのが大変だったんですよう」

「烏丸士長らしい漢おとこらしさ」

「そんなところで漢らしさを発揮されても困るんですよう」

「太秦うずまさ士長は？」

「太秦士長は意外と不器用なんですよう。以前にベタ塗ぬり手伝ってもらったら、はみ出しまくって、修正に思いっきり時間がかかってしまいましたぁ」

「少し意外」

「なんだかんだ言っても、太秦士長はお嬢じよう様さまですからねぇ。手仕事なんてあんまりやったことないんじゃないですかねぇ」

「なるほど。朱と鷺き瑚こさんは？」

「と……朱鷺瑚さんは……」

「ん？　何かあった？」

　そっと室内を見回し、二人の他に誰だれもいないことを改めて確かく認にんした椥辻は、声を潜ひそめてこう言った。

「あのですねぇ、男×男の絡からみシーンを描かくときに、ネットで参考画像を探したんですけど、朱鷺瑚さん、無修正海外参考画像を見るのに夢中になっちゃって、少しも手伝ってくれなかったんですよう」

「それも意外」

「いつもの聖母のような笑えみを浮うかべながら、『ねえ見て、カガちゃん、このお○んち△、軽く二十㎝センチ以上あるわよ？　凄すごいわねぇ』とか言うんですよう。もう恐こわくて朱鷺瑚さんを直視できなかったですよう」

　優しそうな笑みを浮かべたままエロ画像を求めてネットサーフィンをする淀よど屋や橋ばしを想像して、墨染は思わず身み震ぶるいした。

「たしかにそれは恐い」

「そんなわけで、今や墨染二士だけがわたしの希望の星なんですよう」

「任せて。アシスタント代さえもらえれば、わたしは○ち△ちんにトーンを貼はるのだって平気」

「頼もしいですよう。ついでに夏コミで売り子もやってくれないですかぁ？　バイト代、弾はずみますよう」

「夏コミで？　売り子？」

「墨染二士がスク水を着て売ってくれたら、完売間ま違ちがいなしぃ。何しろ第二に師し団だんでいちばんスク水が似合う女ですからねぇ」
















「そんな評価は聞きたくなかった」

「主に烏丸士長が言ってるんですけどぉ」

「烏丸士長は相変わらず酷ひどい」

「そして太秦士長やわたしも大いに賛同したんですけどぉ」

「太秦士長も椥辻一士も、たいがい酷い」

「あぁでも、朱鷺瑚さんも売り子やってくれないかなぁ。メイド衣い装しようの朱鷺瑚さんとスク水の墨染二士が並んで立ってくれたら、午前中で完売間違いなしなのにぃ」

「スク水で朱鷺瑚さんの横に立つのは御ご免めん蒙こうむる。でも完売を狙ねらうなら、朱鷺瑚さんに売り子してもらうより、朱鷺瑚さん画像を集めた写真集を売ったほうが早いのでは」

　何気に墨染がそう言うと椥辻は呆あつ気けに取られた顔になってペンを動かす手を止めたが、すぐに、それだぁぁ！　と叫さけんだ。

「同じ部屋で暮らして、一いつ緒しよに着き替がえたり入浴したりしてるんだから盗とう撮さつし放題じゃないですかぁ。どうしてわたしはそのナイスアイディアを思いつけなかったのかぁ！　わたしのバカバカバカあ！」

「いやいやいや。朱鷺瑚さんの盗撮とか、やめておいたほうがいい。見つかったらどんな目に遭あうか」

「大だい丈じよう夫ぶですよう。最近のカメラは小型で、かつ性能がいいですからねぇ。いくら朱鷺瑚さんでも気づきやしませんよう」

「やめておくべき。絶対にやめておくべき」

　墨染がいくら諫いさめても、自分のアイディアに酔よった椥辻は聞く耳を持っていなかった。

「朱鷺瑚さんの着替え集なら、三千部、いや四千部はいける。オールカラーにしても採算が取れる。朱鷺瑚さんは同人誌にまったく興味ないし、万が一、朱鷺瑚さんを知ってる人に見られても、ペイントショップで顔の造ぞう作さくをいじっておけば気づかれない。墨染二士、朱鷺瑚さんに言わないでくださいよう？」

「言いはしない。でもやめたほうがいい」

　だが椥辻は聞いちゃいない。

「次の休日に秋あ葉き原ばへ行って盗撮用カメラを買ってきますよう。いやいや写真より動画のほうがいいかなぁ？　動画ならＤＶＤに焼けばいいだけで印刷代かからないしぃ」

「わたし止めたから。本気で止めたから」

「ああ、写真集もＣＤロムに焼いて売れば、ジャケ写の印刷だけで済みますねぇ」

　椥辻は最後まで墨染の忠告を聞いちゃいなかった。

　こうして椥辻による「朱鷺瑚さんの着替えをこっそり撮とって、あるいは録とって、こっそりコミケで売って大おお儲もうけする作戦」が発動したのだった。が。




　淀屋橋に盗撮などきかなかった。椥辻が仕し掛かけた数台の超ちよう小型カメラは淀屋橋によってあっさりと見破られた。全ぜん裸らで正座させられ、五時間に亘わたって小言と嫌いやみと皮肉と脅おどしを聞かされ続ける羽目になった椥辻は、ガン泣きして淀屋橋の足に取り縋すがり許しを請こうた。その姿は、直視できないほど哀あわれで惨みじめだった。

「恐いな」

「恐いわね」

「二師団最さい恐きようの女という異名は伊だ達てではない。ちなみに、きょう、は恐おそろしいのほう」

「そうだな。あの人には最強よりも最さい凶きようとか最恐とかのほうが似合うよな」

　烏丸、太秦、墨染の三人は、改めて淀屋橋朱鷺瑚の恐ろしさに震しん撼かんしたのだった。










その２　学ばない女







「朱鷺瑚さんの恥はずかしいネタを手に入れたいですよねぇ」

　椥辻がそう言うと。

「は？　いきなり何言ってるの、おまえ？」

　烏丸が怪け訝げんそうな顔を向けた。

「だって、朱鷺瑚さんの弱みを握にぎったら怒おこられなくて済みそうじゃないですかぁ」

「あんたって学習しないわねぇ」

　太秦も冷ややかな視線を椥辻に注ぎ、墨染も呆あきれた顔になって言った。

「このあいだ朱鷺瑚さんに全裸正座をさせられたばかりなのに、懲こりずに、また着替えを盗撮するつもり？」

「違ちがいますよう。朱鷺瑚さんには隠かくしカメラとか盗とう聴ちよう器きとかはすぐに見破られますから、もう着替えの盗撮は諦あきらめましたよう」

「わかってんじゃねえか。なのに今度は何をやらかそうっていうんだ？」

「朱鷺瑚さん、最近、休日に一人で出かけることが増えましたよねぇ」

「話が見えなくなったぞ」

「わたしたちと連つるまないで一人でお出かけ。これってデートだと思いませんかぁ？」

「朱鷺瑚さんが!?　まさか！」

「烏丸、その驚おどろき方はどうなの？　朱鷺瑚さんに失礼じゃない？」

「いや、でも、ピンと来ないなぁ」

　と烏丸が首を捻ひねると、墨染が頷うなずいた。

「そうだね。男とのデートなら、あの朱鷺瑚さんでも、もう少しウキウキした感じになるのではないかな」

「でも、じゃあ、一人で出かけるのはなんのためだと思いますぅ？」

「いや、わかんないけど」

「気になりませんかぁ？」

「……気にはなるけど」

「デートだったら、その現場を押さえれば、朱鷺瑚さん、わたしたちに頭が上がらなくなると思いませんかぁ？　明日の小隊休きゆう暇か、みんな暇ひまでしょう？　彼氏もいないんだしぃ」

「ほっとけ！　いないのはおまえもだろ！」

「わたしは二次元になら彼氏の五人や十人くらいいますけどねぇ」

「二次元彼氏を自じ慢まんすんなや」

「それはともかく、朱鷺瑚さんの尾び行こう大作戦を実行するっていうのはどうですかぁ？」

「たしかに朱鷺瑚さんのデート現場を押さえるのは楽しそうだけど……リスクが高すぎないか？」

　烏丸が太秦の顔を見やると。

「ハイリスク・ハイリターンってヤツ？」

「たしかにリターンは大きそうだけど」

「じゃ、決まりですねぇ。明日の休暇は、みんなで朱鷺瑚さんの尾行大作戦を決行！」

「おい、待て。いつ決まった!?」

「朱鷺瑚さんのデートですよう？　相手の男の顔、見たくないですかぁ？　デレた朱鷺瑚さんを見たくないですかぁ？」

「見たい……」

「思いきり見たいわね」

「ラブホに行くかな」

「ダイレクトな表現だな、墨染！」

「ぶひひ。ラブホに入るとこを押さえたら、もうわたしたちの天下が到とう来らいですよ！　朱鷺瑚さん王朝は終わった！　革命！　これは革命なんですよう！　専制君主、淀屋橋朱鷺瑚に死を！」

「恐こわいこと言うわね、椥辻」

「でも、そうだなぁ、現場を押さえれば、少なくとも朱鷺瑚さんにぐうパンチを腹に叩たたき込まれる心配をする必要はなくなりそうだけど。でも押さえたとして、どうするんだ？　証しよう拠こ写真を撮ろうとしたら朱鷺瑚さんに気づかれないか？」

「大丈夫ですよう。わたしの千ミリ高性能望遠レンズが火を噴ふきますよう」

「そういえばおまえ、分ぶん不ふ相そう応おうな一眼レフ持ってたっけな」

「さすがにあれで遠えん距きよ離りから狙われたら、いくら朱鷺瑚さんでも気づけないですよう。デートでなかったならスルーすればいいだけですしねぇ。デートだったら大儲け、失敗しても損はないですよう」

「どんな男だと思う？」

　と墨染が訊きくと。

「あの朱鷺瑚さんの相手ですよう。巨きよ漢かんのマッチョじゃないですかねぇ」

「従順な美少年タイプじゃないか？」
















「意外とおじさま趣しゆ味みだったりして」

「大穴で美少女という可能性も」

　墨染がそう言うと、烏丸が反論した。

「いや、朱鷺瑚さん、百ゆ合りじゃないだろ」

「そうですよう。朱鷺瑚さんが百合だったら、太秦曹そう長ちようや墨染一士やわたしが狙ねらわれているですよう」

「ちょっと待て。どうしてそこにあたしの名前がない？」

「え？　百合って、相手が女子のことですよう。烏丸曹長は自動的に除かれますよねぇ」

「除かれる除かれる」

　太秦が手を打って笑うと、墨染が真ま面じ目めな顔で続いた。

「朱鷺瑚さんが年下美少年趣味だったら、烏丸曹長が狙われるかもしれない」

「おまえら最低だなっ！」

「いやぁ、相手の男がどんなだか楽しみですねぇ」

　四人は淀屋橋の相手を想像するのに夢中のあまり、彼女を尾行することがどれほど難易度が高いかをすっかり忘れてしまっていた。

　そして翌日──。




　四人の尾行はあっさりと看破され、揃そろって池いけ袋ぶくろの繁はん華か街がいで正座させられ、道行く大勢の人の前で延々と淀屋橋から説教を喰くらうこととなったのだった。ちなみに淀屋橋の用事というのは、警視庁の元同どう僚りようとボルダリングをすることだった。










その３　跳とんで、弾はずんで、揺ゆれる







「今日の午後は暇だから、体育館に行って跳んでくるかな。太秦、どう？」

「あんた、トランポリンが好きねぇ」

「だって跳んでると気持ちいいだろ」

「否定はしないけど、今日はパス」

「じゃあ、椥辻？」

「原げん稿こうを進めたいので遠えん慮りよしておきますぅ」

「墨染は？」

「椥辻一士の原稿を手伝ってアシスタント代をガッポリもらう予定」

「ガッポリは出せませんけどねぇ」

「ちっ、しようがないな。朱鷺瑚さんはどうよ？」

「そうねぇ。ストレス解消に思い切り跳ぶのもいいかもしれないわね」

「よっし、決まり。じゃ、行こうよ」

　そんなわけで、烏丸刹せつ那なは淀屋橋朱鷺瑚と共に体育館へと出向き、トランポリンを跳ぶことになった。




　二人が体育館へ行くと、何な故ぜか館内は大盛せい況きようだった。

「どういうことだ？　いつも閑かん散さんとしてるのに、今日に限ってこんなに人が多いのは」

　怪訝そうな顔でトランポリンに近づいていくと、レオタード姿の顔見知りの討とう魔ま兵へいが声をかけてきた。

「お、烏丸、おまえも跳びに来たのか？」

「みっちゃん曹長殿どの、あんたもか」

「みっちゃん言うな！」

　と烏丸にツッコんでから、みっちゃんと呼ばれた討魔兵は肩かたをすくめた。

「跳びに来たんだけど、武む庫こ川がわ少しよう尉いが来たんで、やめた」

「あ……あ～～」

　烏丸は曖あい昧まいな顔で頷いた。

「っていうか？」

　相手が、烏丸の後ろにいる淀屋橋に気づいて驚きの声を上げた。

「淀屋橋少尉！」

「あら、三み山やま木き曹長。久しぶりね」

「え？　まさか淀屋橋少尉もトランポリンを跳びに？」

「ええ。ストレス解消にいいかなぁって思ったの」

「マジすか！」

　三山木は回れ右すると、一いち目もく散さんに走り去っていった。

「なんだぁ？」

　烏丸が不思議そうな顔で三山木の背中を見つめていると、彼女はトランポリンを取り囲んでいる討魔兵の群れまで走っていって、その情報を告げた。

「おい、淀屋橋少尉も来たぞ」

「なんだってぇ!?」

「マジか!?」

「なんてラッキーなんだ！」

「第二師団巨きよ乳にゆうツートップがそろい踏ぶみ！」

「揺れる！　揺れるぞ！」

「弾んで、揺れる！」

「スイカのような巨きよ大だいな胸がぼよんぼよんと！」

「天国パライソはここにあったんだ！」

「来てよかったぁぁ」

　などと、噎むせび泣く者まで現れた。

「淀屋橋少尉、早く！　早く着き替がえて跳んで！」

「え、ええ、そのつもりで来ましたから跳びますけど」

　要領を得ない顔で淀屋橋はロッカールームへ向かい、その後ろからげんなりした顔で烏丸がついていくのだった。




　二台並んだトランポリンの上で、ハイレグレオタードに身を包んだ淀屋橋朱鷺瑚と武庫川琴座ライラが跳んだり跳はねたりしている。二人が大きく跳ぶ度たびに、周囲を囲んだ討魔兵たちから拍はく手しゆや歓かん声せいが湧わき起こった。

「凄すげえ。本当に揺れてる」

「おっぱいって、あそこまで揺れるものなのか」

「なんか、わたしの知ってるおっぱいとは別物！」

「眼がん福ぷく！　眼福じゃ～～」

「あの巨乳を独ひとり占じめしてる武庫川小隊と淀屋橋小隊のヤツらが羨うらやましい！」

「わたしにも貸せぇ、烏丸ぁ！」

　周りの討魔兵から羨せん望ぼうとやっかみの視線の集中砲ほう火かを受けた烏丸は、必死の形相で言い返す。

「べつにあたしが独どく占せんしてるわけじゃないんですけどっ！」

「っていうか、おまえは跳ばないのかよ？」

　と三山木曹長に訊かれ、烏丸は嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。

「二師団巨乳ツートップに混じって跳べるわけないでしょうが。そんなことしたら自分が惨みじめになるだけ」

　三山木が、ぽん、と烏丸の肩に手を置いた。

「わかる。わかるよ、烏丸。わたしもそうだったからな」

「三山木さんならわかってくれると思ってたさ」

　二人は、がしっと強く手を握にぎり合った。

「わたしもわかるぞ」

「わたしも」

「あの二人のおっぱいは反則級だからな」

「一いつ緒しよに跳ぶなんて自殺行こう為い」

「今日のところはおとなしく見学に回ろう」

「ですよね～」

　結局、トランポリンを跳べないまま、自身も見学に回る烏丸だった。

（朱鷺瑚さんと武庫川少尉の揺れ弾むおっぱいを間近で拝めたのは嬉うれしいけど、なんのためにここに来たんだか）

　烏丸は切ないため息を吐つきながら、楽しそうに宙を舞まっている淀屋橋と武庫川を見上げていた。










その４　シャワーブースは大混雑







　廃はい区くの哨しよう戒かい任務から帰き還かんした淀屋橋小隊は、まっすぐにシャワールームへと向かった。駐ちゆう屯とん地ちには、大浴場とはべつに何十ものシャワーブースが並んでいる部屋がある。

「廃区から戻もどる度に、いちいちシャワー浴びて体と髪かみを洗うのが面めん倒どうくさいな」

　自分の体にボディソープを塗ぬりたくりながら、烏丸一士がぶつぶつと文句を言う。

「仕方がないわよ、セッちゃん。魔ま素そを戦せん闘とう服や体に付けたままだと、魔素に耐たい性せいのない一いつ般ぱん人が体調を崩くずしかねないもの」

「だけど朱鷺瑚さん、駐屯地にいるのは、ほとんどが討魔兵じゃない」

「庶しよ務むや医務には一般人もいるわよ」

「庶務とか医務には、滅めつ多たに行く用事がないって」

「こちらになくても向こうが来ることはある。念には念を入れておくのが大事」

「ちょっと待て、墨染！　おまえ、なんで朱鷺瑚さんのブースに入ってるんだ!?」

「訊きかれるまでもなく、答えるまでもない。朱鷺瑚さんの体を洗うため」

「こいつ、いつの間に!?」

「油断のならない子ね！」

「いいんですかぁ、朱鷺瑚さんっ!?」

　烏丸、太秦、椥辻が驚おどろきの目を見開いて叫さけんだ。

「ケイちゃんは、うちの隊に入ったばかりで寂さびしい思いをしているでしょうから、大目に見てあげるわ」

「この寂しさを癒いやしてくれるのは朱鷺瑚さんの聖なるおっぱいだけ」

「いやだ、ケイちゃん、べつにおっぱいで癒やすわけではないわよ？」

「問題ないです」

「あ、ちょっと、ケイちゃん、そんなとこ触さわったらダメよ？」

「ここならいい？」

「ちょ、そこもダメ。ダメだったらぁ」

「なんという触り心ごこ地ち。肌き理め細こまやかで吸いつくような手て触ざわり」

「ダメよ、ケイちゃ……んあっ」

　何やら艶なまめかしい淀屋橋の声が聞こえてきて、烏丸、太秦、椥辻が揃そろってシャワーブースから飛び出してきた。

「てめえにだけいい思いをさせて堪たまるかっ」

「そうよ。朱鷺瑚さんのおっぱいは、等しく部下の癒やしのために提供されるべきだわ」

「独占反対ですよう」

「朱鷺瑚さんのブースに向かって突とつ撃げきぃ！」

　三人は淀屋橋と墨染が入っているブースに向かって突とつ進しんし片開きの小さな扉とびらを開けると、中に雪な崩だれ込んだ。

「ちょぉぉ？　無理無理無理。五人も入れないわよ!?」

「つ、潰つぶされる……」

「洗え洗え、朱鷺瑚さんの全身を隈くま無なく」

「ボディソープはここにあるわ」

「泡あわ立だてて塗りたくるですよう！」

「うぅぅ、かつての山やまの手て線せんのような混雑度」

「やぁん、ダメダメ、セッちゃん、そこダメぇぇ」

「押せばぐっと凹へこみ、離はなすとぼよんと戻る、この弾だん力りよく！」

「ちょっと烏丸、わたしにも洗わせてよ」

「んなこと言ったって、身動きできないだろ、これ」

「ううぅ、朱鷺瑚さんに手が届きませんよう。こうなったら太秦士長でもいいですよう」

「ちょおぉ？　何するの、椥辻!?」

「優やさしく全身を洗ってあげますよう、ういひひひ」

「むぎゅぅ。苦しい。泡が目に入る」

　五人が狭せま苦くるしいシャワーブースで押し合い圧へし合いしていると、突とつ然ぜん、外で大きな声が上がった。

「おいこら、そこで何してるんだ!?」

　ぎくり、と五人が身動きを止めた。

「こ、郡こう津づ少しよう尉い殿どの！」

「あ！　またお前らか」

　五人を認めた郡津少尉が顔を顰しかめた。

「どうして少尉がここに？」

「たまたま外を通りかかったら、中から叫び声が聞こえたから様子を見に来たんだ」

「ほら、大声出すなって言っただろ」

「出したのは、あんただ、烏丸」

　烏丸と太秦が互たがいを肘ひじで突つつき合う。

「シャワーブースは押し競くら饅まん頭じゆうするところじゃないぞ、淀屋橋少尉」

「あ、いえ、べつにそういうわけでは」

「裸はだかで押し競饅頭したいのなら、大おお泊どまり少しよう佐さに申告したらどうだ？　大喜びでセッティングしてくださるぞ？」

「ごめんなさい、もうしません」

「その言葉を聞くのは今回で何度目だ？」

「えぇと？　三度目？」

　にっこりと微笑ほほえんだ淀屋橋がそう言うと、郡津少尉の眉まゆが撥はね上がった。

「少なくともわたしは、もう六回か七回は聞いた気がするがな！」

「郡津少尉の気のせいでは」

「こいつ」

　郡津はジト目になって淀屋橋を見やった。

「では、大泊少佐へ報告するのと便所掃そう除じ二週間と、どちらでも好きなほうを選べ」

　五人は間かん髪はつを容いれず返事をした。

「「「「「便所掃除のほうで」」」」」

　とてもよく揃ったいい返事だった。

「では、今日から二週間、女子寮りようの便所掃除は淀屋橋小隊の仕事だ。サボりやがったら、それこそ大泊少佐のところへ詳しよう細さいなレポートを上げるからな？」

「便器に顔が映るくらい、ぴかぴかに磨みがきます！」

　淀屋橋が窮きゆう屈くつそうに敬礼をすると、ほかの四人もなんとか右手を上げ、郡津に向かって敬礼を送った。

「だったら、さっさと出て、とっとと着き替がえて、便所掃除に行け！」

「了りよう解かいです──っ！」

　五人は慌あわただしくブースを飛び出ると、各自、バスタオルを引っ摑つかみ、裸のまま更こう衣い室へ向かって走るのだった。










その５　可愛かわいい下着ショー







「ねえ、朱鷺瑚さん、ホントにやるの？」

　と訊く烏丸の顔には、冗じよう談だんだと言って！　という必死の思いが浮うかんでいたが、思いはあっさりと打ち砕くだかれた。

「いやだ、セッちゃんたら。わたしが洒落しやれや冗談を言うような女に見えるの？」

（マジか～）

　烏丸はがっくりと両りよう肩かたを落とし、情けない顔で小隊の仲間の顔を見回した。諦あきらめなさい、と太秦が烏丸の肩を叩たたく。

「いいじゃないですかぁ。せっかく買った可愛い下着をタンスの肥やしにするだなんて、もったいないですよう。せめて一度くらい身に着けて見せびらかさないと。ふひひ」

　と椥辻が笑うと、墨染が止とどめを刺さしに来た。

「気持ちはわかるけど、こうなったらもう逃にげられない。朱鷺瑚さんを怒おこらせた烏丸曹そう長ちようが悪い」

「いやいや、朱鷺瑚さんのブラってスイカが入りそうだよね！　っていうなんとも素す直なおな感想を口にしただけだろ」

「それは朱鷺瑚さんが怒って当然。例えば烏丸曹長の胸の平原には干しブドウしか見えませんねって言われたら、どう思うか？」

「ぶん殴なぐってやる！　っていうか、墨染、おまえを殴る！」

「喩たとえ。喩えだから」

「喩えるにもほどがあるだろ！」

「だから朱鷺瑚さんもそう言いたかった」

「あ……ああ、そうか。そうだな」

　烏丸は大きなため息を吐ついて言った。

「着るよ。着て、見せればいいんだろ」

「待ってました！」

　椥辻からそんな声がかかると、淀屋橋がにっこりと微笑んで言った。

「じゃ、カガちゃんも一いつ緒しよにね？」

「え？　はい？」

「たまにはアニメ絵がプリントされたブラとぱんつ以外を身に着けたカガちゃんを見てみたいわよね？」

「あ～、う～、わかりましたよう」

　諦めた顔で頷うなずいた椥辻が、隣となりの烏丸をちらっと見やった。

「まぁ、一緒に下着ショーをするのが烏丸曹長なら勝てる気がしますしねぇ」

「勝ち負けの問題かよ！　そもそも何で勝つ気だよ!?」

「え？　可愛い下着が似合う度ですが」

「それは……勝てる気がしねえ」

「はいはい、カガちゃんもセッちゃんも、無む駄だ話ばなししてないで、早く脱ぬいで、早く着て？」

「あぁう……わかったよ～。着るから、ちょっと待っててよ」

　二人は自分用の衣い装しよう棚だなから、先日、池袋に遊びに出たときに買い込んだ下着を引っ張り出した。

「えっと、朱鷺瑚さん、この部屋だと着替える場所がないんだけど……」

　恐おそる恐る烏丸が切り出すと、淀屋橋がぴしゃりと言い返す。

「そこで着替えればいいわ。いつも一緒に着替えているのだから、今さら恥はずかしがるものでもないでしょう？」

「い、いや、いつもとはちょっと状じよう況きようが違ちがう……んじゃない……か……な」

　椥辻も、うんうん、と頷いた。

「みんなに監かん視しされながら下着を脱いで別の下着に着替えるとか、どんな拷ごう問もんですかぁ」

「え？　脱がないの？　脱がないのだったら、わたしが脱がせてあげますけど？」

　右手を握にぎった淀屋橋が、握り拳こぶしに、はぁ、と息を吹ふきかけた。

「わかった！　脱ぐ！　脱ぎます！　お腹なかにぐうパンチは勘かん弁べんして！」

　烏丸は思いきり腰こしを引き、広げた右の掌てのひらを顔の前でぶるぶると振ふった。

　椥辻と烏丸は引き攣つった顔で隊服を脱ぎ、素早く下着を脱ぎ捨すて──椥辻はいつものアニメ柄がらのブラとぱんつで烏丸はいつものスポブラとスポパンだった──買ったまま、まだ身に着けたことがない新品のブラを着け、ぱんつを穿はいた。恐るべき早はや業わざだった。

「いつもそのくらいの素早さで二人が着替えれば集合に遅おくれることなんかないのにね」

　と太秦が嫌いやみを言う。

「今は生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんだよ！」

　太秦にツッコんだ烏丸は、やけくそ気味に上体を反そらせて胸を張る。

「どうだ、こんちくしょう──」

　淀屋橋、太秦、墨染の視線が、可愛い下着を着けた烏丸に集中した。

「な、なんか言ってくれよ。頑がん張ばったんだからさぁ」

　墨染、淀屋橋、太秦が、次々と正直な感想を口にした。

「下着は可愛い。四十点」

「そうね。下着は可愛いわよね。四十五点」

「下着は、ね。三十点」

「点数低ひくっっ」

　大きく仰のけ反った烏丸は、上体を戻もどすと、びし、と三人を指さしてツッコんだ。

「自分でもわかってるよ、似合ってないのなんて！　だから着たくなかったんだよ！」

「烏丸のために下着を選んだわたしが言うのもなんだけど、実際にあんたが身に着けたのを見ると……ここまで似合わないだなんて予想を超こえてたわ」

「酷ひどいこと言われてる」

　悄しよう然ぜんと肩を落としてうなだれる烏丸の横で、洒落たデザインの下着を身に着けた椥辻がファッションショーのモデルのように、くるりと回った。

「ふっふ～ん、わたしはどうですかねぇ。烏丸曹長よりはイケてると思うんですよねぇ」

「たしかに下着は綺き麗れいで洒落ている。マイナス十五点」

「そうね。下着は綺麗で洒落ているわね。マイナス三十点」

「下着は綺麗で洒落ていても、着ている本人が腐くさっているからね。マイナス六十点」
















「みんなが酷すぎますよう」

　がくり、と椥辻が膝ひざからその場に崩くずれ落ちた。










その６　競泳水着なのにおかしい







　今日は第二師団の水泳訓練の日である。

　といっても江え古ご田たの森もり駐ちゆう屯とん地ちにはプールがないから、近くの高校のプールを使わせてもらっている。高校は廃区に近すぎて今は休校中だからプールはいつでも自由に使えたが、通常任務があるため、全員揃そろってプールには行けない。指名された何個かの小隊が集まって水泳の訓練をするのである。




「だけどさぁ、魔ま妖ようと戦うのに泳ぎとか関係ないよな」

　と不満そうな口ぶりで烏丸が言った。

　ここはプールの更衣室。大して広くない女子更衣室に四個小隊二十名がすし詰づめになって着替えている最さ中なかだった。師団で水泳の訓練用に指定されているのは鮮あざやかな赤の競泳水着。とはいえ競泳の選手が使うようなハイテク素材の水着ではなく、あくまで競泳水着ふうの素材とデザインだが、新素材を使っていない分、逆に極ごく薄うすで締しめ付けがきつくて、かなりのハイレグだった。

　烏丸は全ぜん裸らのまま両手で赤い水着を掲かかげ、見上げて愚ぐ痴ちをこぼす。

「これ、着るのも脱ぐのも面めん倒どうなんだよな」

　スクール水着と違って、体にぴたりとフィットする分、この水着は着ちやく脱だつがけっこう大変なのだった。けれどバスタオルを体に巻いて着き替がえるような恥じらいは誰だれも持ち合わせておらず、着替え中の隊員は烏丸同様、みんな全裸で丸まる裸はだかですっぽんぽんだ。

「水すい棲せいの魔妖が出現するかもしれない。泳げたほうが生き残る確率が上がる」

　競泳水着に着替え終わった墨染がそう言うと、烏丸が不満そうな顔を彼女に向けた。

「廃区にゃ水なんかないから、そんな魔妖、出現しようがないだろ」

　とツッコんでから烏丸は、まじまじと墨染を見つめた。正確には墨染の胸むな元もとを、だ。

「おまえ、ただでさえ平らなのに、競泳水着だと真っ平らだな」

「烏丸曹長が酷すぎて泣けてくる」

　泣けてくるという割には、墨染の表情はいつもと変わっていない。

「それより早く水着を着たほうがいい。ぐずぐずしていると朱鷺瑚さんのロケットパンチが鳩みぞ尾おちにめり込む」

「う。そ、そうだな」

　何度も淀屋橋の「ロケットパンチ」を喰くらったことがある烏丸は、急いで右足を上げて水着に足を通した。

「わたしがどうかした？」

「いえっ。どうもしませんけどっ」

　キツめの競泳水着を着るために悪あく戦せん苦く闘とうしながら、烏丸は淀屋橋に応こたえた。すでに淀屋橋は競泳水着を着込み、水泳帽ぼうを被かぶり、ゴーグルを頭に載のせていた。

（っていうか、でけえ。いつものことだけど、どうして競泳水着であそこまで盛り上がれるんだ？　おかしいだろ）

　淀屋橋の胸の盛り上がりに、いつものことながら目を丸くしてしまう烏丸だった。

（それに比べて、あたしは）

　なんとか競泳水着を着込むと、烏丸は自分を見下ろすように視線を下に向ける。視線はすんなりとコンクリートの床ゆかに達した。

「はぁ」

　ため息を吐つきながら烏丸は周りを見回す。元々が平らな墨染はともかく、太秦も椥辻も、胸部の盛り上がりはあまり目立たない。他隊の面々を見ても事情は同様だ。

（あれが普ふ通つうだよな。競泳水着って、水の抵てい抗こうを減らすために全身を締め付け、押さえ付けるものなんだから。なのに、なんなのあれ。朱鷺瑚さんの胸、絶対おかしい）

「何か？　セッちゃん？」

　淀屋橋に微笑ほほえまれ、烏丸は慌あわてて首を横に振った。

「いや？　何も！」

（危ない、危ない。朱鷺瑚さん、ほんっとに勘かんが鋭するどいからな）

　烏丸は淀屋橋から顔を逸そらせ、水泳帽を被り、ゴーグルをあてた。

（この、ぴしっと締め付けられる感はわりと好きだけどな。前に通っていた高校の水泳の授業で着ていたスクール水着は、なんていうか、どうも緩ゆるい感じがしたけど、この水着の締め付け感は安心できるわ）

　烏丸はトランポリンをするときはいつもレオタードだから、それに似た感覚というのもあったのだろう。とはいえ、レオタードに身を包んでトランポリンを跳とぶ烏丸は水を得た魚だったが、競泳水着を着てプールで泳ぐ烏丸は、水を得た魚とは言えなかった。

（どちらかというと水に落ちた猫ねことか……って、そこまで酷くはねえよ！）

　密ひそかに一人ノリツッコミをした烏丸は、またも、ちらっと淀屋橋に視線を這はわせた。

（いいよなぁ、朱鷺瑚さんは。浮うき袋ぶくろを二つ胸に着けてるみたいなもんだもんな）

「セッちゃん、何か言いたいことが？」

「何もない何もない」

　慌てて目を逸らせた烏丸、今度は墨染に視線を留める。

（あいつ、浮き袋のうの字も着けてないのに、あたしより泳ぎが上う手まいって、生意気な）

　そんなことを思っていると、烏丸の視線に気づいた墨染が、ぼそりと言った。

「烏丸曹そう長ちようの視線が何かむかつく」

「そうそう。あんたと墨染は五十歩百歩なんだから。墨染の平らな胸見て優ゆう越えつ感に浸ひたってるんじゃないわよ」

「ほっとけよ！」

「相変わらず太秦曹長が酷くて困る」

「そうですよねぇ。墨染一士にはスクール水着を着せないとダメですよねぇ。何しろ第二師団でいちばんスク水が似合う女なんですからぁ。やっぱり人には適材適所というものがあると思うんですよう」

「椥辻士長が酷すぎて殺意を覚える」

「はい、無む駄だ話ばなしはそのくらいにして。みんな着替え終わった？　はい、じゃ、急いでプールサイドに集合。今日の水練教官は大泊少しよう佐さになったらしいから、遅おくれると大変よ？」

「うげっ。マジで!?」

「さっき聞いたばかりだけど、マジみたい」

　烏丸は思わず悲鳴を上げてしまう。

「集合に遅れたら脱ぬがされるぅ！」

「洒落しやれや冗じよう談だんでなく、このあいだの少佐の水練の授業では、水着を脱がされた団員が何人か出たらしいわよ？」

「ひぃぃ～～」

「おまけに脱がされた団員は、全裸背泳とか全裸平泳ぎの刑けいに処せられたらしいわよ？」

「嫌いやだぁぁぁ～～」

　大泊による強制全裸水泳を恐おそれた淀屋橋小隊の五人だが、それは他隊のメンバーも同じである。赤い競泳水着に身を包んだ女子二十人は、押し合い圧へし合いしながら集合場所のプールサイド目指して走るのだった。










　　　あとがき




　どうもなかなか思った通りにはならなくて、一巻、二巻で仕込んだいろいろな伏ふく線せんなんかも回収できないままになりました。残念です。淀よど屋や橋ばし小隊の五人、けっこう好きだったんですけどねぇ。もっと活かつ躍やくさせてあげたかったです。




　それはさておき。

　六月ですね。札さつ幌ぽろ（北海道）では一年でいちばんいい季節なんて言われたりもします。たしかに、あのじめじめ梅つ雨ゆがないだけでも天国です。おかげでこの時期、観光客も増えますし、ゴルフをしに来る人も増えます。そのせいでホテルや旅館の宿しゆく泊はく料金が上がる、なんていう悪あく影えい響きようもありますが……地元民にはあまり関係ないか。

　そうそう、六月にはＹＯＳＡＫＯＩよさこいソーラン祭りがありまして、まさにいま開かい催さい中ちゆうなのですが、昔はこれを目当てに舞まい阪さかも札幌旅行を組んだりしたものです。住んでしまうと、

「え？　今やってるの？　まぁでも、忙いそがしいからいいや」

　ってなってしまうんですがww




　さて、今回は紙し幅ふくもないことですし、早々に恒こう例れいの今後の予定です。

　と、その前に。

　六月にファミ通文庫さんから新作が出ました。（といっても、これを書いてる時点ではまだ発売されてないのですが）「虚うつろな暗殺者アサシンと究きゆう極きよくの世せ界かい人にん形ぎよう」というタイトルです。人と人形が共にある世界で、凄すご腕うでながら空っぽな暗殺者が世界人形を巡めぐる冒ぼう険けんに巻き込まれ……という内容です。いろいろな人形が登場しますよ！

　というところで、次作は秋に出る（十月かな？）「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろびゆく魔ま女じよの国Ⅻ」になりますね。「ナーガ」シリーズはこれが最終巻です。どうぞお見み逃のがしなく。

　ほかには、まだ発売スケジュールが決まっているものはないですねぇ。年内には、もう一作か二作、立ち上げたいと思っていますが。

　では、次は（たぶん）十月に「落ちてきた龍王と滅びゆく魔女の国」の最終巻、十二巻でお目にかかりましょう。




　二〇一七年六月吉きち日じつ


舞まい阪さか＠専門学校講師もだいぶ板についてきた 洸こう　拝










舞阪洸

●まいさかこう



舞阪です。梅雨がない北海道では、これからがいちばんいい季節……のはずなんですが、ここのところ雨模様が続いていて、あまり爽やかじゃありません。すかっと晴れてほしいものですね。青空の下、大通公園を歩きながら焼きトウモロコシを食べたいです。


















カバー・口絵・本文イラスト／きくらげ

カバーデザイン／伸童舎










東とう京きよう廃はい区くの戦女三師団トリスケリオン３








舞まい阪さか　洸こう
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